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数の発達心理学船繋
ピアジェ／シェミンスカ著連山啓／銀林浩／滝沢武久訳

量の発達心理学結竿ＩＭＩ

Ｊ・ピアジェ著 ジャン・ピアジェの初期の研究業紙として，・'1t界の心理学界・教育

界に，画期的変革をもたらした不朽の名蒋。子どもの,思考は，脚己

中心的で関係判断能力の欠如という点に，その特色をもつという兇

地から，子どもの言語活動，論理的思考，推理などの特殊性および

その発達過礎を，盟富な実例によって裂づけつつ，明lWi判明に論じ

た。心理学専攻着はもとより，ｒどもの思考に関心をもつ現場の実

践家に必読の文献であろう。

<主要目次＞第Ｉ章＝文法と論理Ｉ因果および‘論理的連結の接続詞

11不一一致の接続詞ⅡI結論第II章＝形式的思考と関係の判断第III

章＝観念の相対性の進歩Ｉ関係の論理のテスト１１７歳から10歳までの

男の子における家族および国の観念の定義Ⅲ結論第Ⅳ章＝子どもの

推理第Ｖ章＝要約と結論
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Ａ５上製函入

ピアジェの発達心理学波多野完治編礎繊洲
Ａ５上型函入

ピアジェの認識心理学波多野完治編識繍洲

ピアジェの児童心理学波多野完治著憲緬珊
Ａ５上製函入
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中学校学習指導要領案検討の視点

釧鱈
去る43年12月17日，文部省は中学校の学習指導

要領の全ぼうを明らかにした。これは，４３年６月

６日に出された中学校教育課程の具体化されたも

ので，３月には告示され，４５年から移行借腫に入

り，４７年から完全実施されるものである。

私たちは，すでに「期待される人間像」や「後

期中等教育に関する答申」さらに去年の６月１日

に発表された小学校の学習指導要領を検討する中

で，今回発表された中学校の学習指導要領がいか

なるねらいをもっているかを知っているが，今回

の発表で，文部省が予定していたものはほとんど

出そろったと考えると，ここでもう一度今まで発

表されたものすべてを含めて検討してみる必要が

あるのではないだろうか。

「期待される人間像」は40年１月11日に中間草案

となったものであるが，これは周知のように，

｢……であれ」「……とせよ」，というような命令

形の表現で，支配階級のイデオロギー統制が露骨

にあらわれたものであった。これは関係者以外唯

一人ほめるものもなく，ごうごうたる非難の中で

41年９月19日に正式答申となったが，命令調の文

体はさすがに「……である」調に修正したものの，

本質的には何ら民衆の意見を取り入れることな

く，かえって「機械を支配する人になれ」という

項をけずって1-社会福祉に寄与すること」という

命題におきかえるなど，国民に対する思想統制が

２

向 山王雄

ますます強化された。この期待される人間像は，

特に青年を対象にされていただけに，次の「後期

中等教育の拡充整備について」の答申にはそのま

まとり入れられたといえよう。

後期中等教育の改革は，「各個人の適性，能力、

進路・環境に適合するとともに，社会的要請を考

慮して多様なものとする」という目標にそって，

特に職業高校に貿易科,秘書科,商業家庭科など，

当時全部で2].8種類の多様な学科が新設され，民

間会社の部課名をそのまま学校教育におろしたよ

うなひどいものであった。

そして，本質は，若年労働者の主要な供給源が

中学校から高等学校にかわったことにともなう，

すぐに役立つ，使いやすい人間を作るための差別

と選別の教育改革にほかならなかった。

このような変化の中で,灘尾文相の「国防教育」

に関する発言（４２．１２．２９）にみられるように，

全体的に軍国主義化の方向が強められていったと

みるべきであろう。

こうして42年10月30日に答申された小学校の教

育課程には，神話の復活等反動’性を具体的な形で

強め，さらに今回の中学校の学習指導要領の発表

となったのである。

このような状況の中で，そのしめくくりともい

うべき中学校の学習指導要領が発表されたわけで

ある。したがって私たちは，この学習指導要領を
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検討するにあたって，まず第１にこの教科だけを

きりはなして論議せず，一連の文教政策の中で行

なわれていること，文教政策の中の１コマである

というとらえ方をしなければならない。

そこで技術・家庭科･の検討に入るわけである

が，ただ問題点を話し合うということでなしに，

視点をきめて集団討論をしていく必要がある。も

ちろんその視点はいろいろあると思うが，私の気

のついた2～3の視点をあげておきたいと思う。

第１に，技術・家庭科の性格・目標について検

討し，この教科でどのような人間を作ることをね

らいとしているか，それが私たちが今まで追求し

てきた目標とどこがちがうのかをはっきりさせる

必要がある。今度の技術・家庭科は，その性格，

目標を「生活を明るく豊かにする」ということの

一点に限定し，いたるところに消喪知識をとり入

れ必らず生活でしめくくっている点など，批判検

討しなくてはならない。

第２には，技術・家庭科教育の中で男女がいか

に差別されているかを検討しなければならない。

このことについては，私たちは，義務教育段階

で男女の内容を別にするような教科.は必要なく，

技術家庭科も男女共通で同一内容を教えるべきで

あると主張してきた。今度の改訂では，今までよ

り男子向き，女子向きの'性格がはっきりしてきた

ぽかりか，電気の学年配列にみられるように，男

子と女子と同じ内容でもユ年おくらせていること

など大きな問題となろう。~

第３に，私たちは教科の内容の貧困を問題とし

なければならない。現行のものは実習例という箱

のもとに中味のないチリトリやブンチンをただ作

るだけにおわるという単なるやり方主義の傾向が

強かった。今度の場合には，実習.例はなくなった

といわれるが，本文のほうにはむしろ今までより

はるかにこまかいところまで強制する傾向がみら

れる。インスタントスープや音響機器の選び方が

教科･の内容になり得るであろうか。

もう１つ内容の検討でわすれてはならないこと

は，学習指導要領にある内容の悪さの検討のほか

何が不足しているかも検討する必要がある。たと

えば私たちが主張してきた生産技術的視点，技術

の歴史的発展の視点，生産技術における社会経済

的な視点など，必要なものがたくさんおちている

はずである。これらを含めて検討する中で，今ま

で続けてきた自主編成運動をさらに強めていくこ

とが当面の最も大きな課題となろう。

第４に，指導法の自由が保証されているかどう

かを検討する必要がある。現在の学習指導要領

が，実習‘例を押しつける形で，作ることだけが技

術教育の唯一の指導法として現場を拘束してきた

ことの害は大きい。元来何を教えるかも，どう教

えるかも現場をあずかる私たち教師がきめるべき

ことで，文部省がきめるべきことではないはずで

ある。今度の案では教える内容と程度を明らかに

するという名のもとに｢……によって……をする」

というような方法までかなり制約していることを

見逃してはならない。

第５は，学習指導要領の改訂にともなって，教

育条件や労働条件の改善が考えられているかどう

かということである。３３年度改訂のとき，新設教

科という名のもとに免許状が格下げになったこ

と，木工機械の取り入れにより多くの廃疾事故を

出したことなど，指導要領だけをかえて持時間や

労働条件などかえりみないのが文部省のやり方で

ある。今回はこのようなことがないよう，今から

とりくむ姿勢を明らかにしていく必要があろう。

私たちは，真に国民のための技術教育をめざし

て今まで研究や実践をつみ上げてきた。指導要領

が改訂されたからといって，私たちの実践をかえ

ることはできない。今までの研究をさらに高め，

教科の体系作りにむかって努力することにしよ

う。（産教連常任委員．葛飾区立堀切中学校）

３



一座談会一

中学校学習指導要領案

技術・家庭科をみて

出席者

生産技術を骨抜きにした家庭生活中心の指導要領

向山文部省は17日，４７年度から実施する新しい中学

:佼学習指導要領案を発表しました。この案は18日の朝刊

に発表されたのですが，技術・家庭科についてはどの新

聞社も申し合わせたように省略してあり一このことに

も問題があると思われますが－みなさんの手もとに全

文が入ったのが，今から１時間ばかり前ということで，

検討している間もないわけですが，私たちもこれから継

続的に検討し批判活動を行なっていきたいと思っていま

すが，さしあたって今日は，読んだ感想をもとにいろい

ろと話し合ってほしいと思います。

まず読んでみた第一印象からお話願いたいと思います

が,

本間全体を通して「やり方」たとえば工具の使用法

が一面に出て，原理が最後のほうにちょこちょこっとで

てくる。原理や科学性を追求する姿勢がすごく後退した

という印象をうけます。これでは現場の先生は最初ばか

４

望
）

司塞

この座談会は昨年の12月２１日（土）に行なったものを

まとめたものですが，学習指導要領の全文はその場で読

んだ人がほとんどでしたので，十分字句のこまかいとこ

ろまで検討しないまま意見を述べあうという結果になり

ました。ほんか<的な検討は今後継続的に続けていくつ

もりですが，一応いくつかの問題点は指摘できたと思い

ます｡なおこの文をまとめたのは向山です。発言内容や

ことばなど表現不十分なところがあるかと思いますが承

知下さい。

り一生懸命やって，原理は手をぬいて，今よりますま

す，やり方主義の授業になるのではないか。

佐藤この指導要領だけ切りはなしてみてもあまり意

味がない。期待される人間像でねらった各項目を思い出

して読むとやはりこれにそって作られた指導要領という

感じが強い。こまかいつまらないことばかり規定してき

てぜんぜん進歩がない。後退である。電気が２年におり

てきたことが目だつが，子どもの発達段階においつかな

いのではないか，特にモータはむずかしい。ただやるだ

けに終る学習になってしまうのではないか。

坂本家庭科は１年に実習教材が多かったのが２年に

分散ならされるとしも形式的な変化がある｡全体的に男

子向き，女子向きがますますはっきりしてきて，特に女

子の内容が地についてきたという感じがします。

向山総則から順々に読んでいって技術家庭科のとこ

ろまできて感ずるのは，どの教科も問題はあるが，特に

技・家の場合は，改訂作業の最初から「この教科はそん

なに程度の高いことはやらなくてもよい」という前提が

あったように読みとれる。たとえば同じ自然科学系統の

理科と比較してみると，理科のほうは，目標から内容ま

で，ある水準のものを作ろうという意欲がよみとれる

が，技家は生活の中でお茶をにごそうとしている。柱も

聯何もなくてガッカリ。

稲本まさにマイホーム主義，マイカー主義の指導要

領といえる。日曜大工的だし，それによって生活をゆた

かに明るくするという目標にむすびつけているようだ。

本間レジャーをうまく遂行するような取り扱いがひ
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じように多くでてる。

佐藤低次な技能工のような色彩が濃い。能力別とい
うことが問題になっているが，そのうらになる教科のよ
うですね。

向山第１の目標についてみると，生産技術的性格を
ぬいて「生活」いつぺんとうできている。その生活とい

うのは，委員の発言によると，社会生活，家庭生活，峨

業生活に分けると，社会と家庭生活をさすということら

しい。とすると，男子には意味のはっきりわからない社

会生活を，女子には家庭生活を中心に考えている。それ

を統一しようというのだから，生活科というか常誠科と

いうのか，もはや技術教育とは縁のとおいものになって

しまうような気がしますね。

佐藤常識にもいろいろあるからね。

稲本たしかに生産技術的視点はどこにも見あたりま

せんね。能力別編成で一方ではしぼられ，この教科でイ

キヌキをするというような性格までなり下がるおそれも

感じられます。

向山目標で大きくかわったのは，近代技術という言

葉がおちて，生活を豊かにするということですが，その

１に「計画，製作，整備などに関する基礎的な技術を習

得させ，その科学的な根拠を理解させるとともに……」

という文章がありますが，これも，何を計画し，製作し

整備するのかはうきりしないばかりか，あとにある「科

学的な根拠を理解させる」というのはどうも原理や法則

をさすので億なくて，計画，製作，整備などに関する科

学的な根拠ということになりそうですね。したがってあ

との内容の方には全くこれがともなわず，科･学がきよく

たんに軽視，無視されているという感じが強いですね。

なくなった２年生の機械製図

向山製図についてかわったところはどんなところで

しょうか。

保泉現行のものは１年生に基礎製図，２年生に機械

製図というように２年にまたがっていたのが，今回は１

年生はほとんどかわりないが，２年の機械製図がすべて

おとされた点が目につきます。それに１年では平面図形

がないのではないかと思われますが，

坂本女子向きも内容的には現行とほとんどかわらな

いようですが，全体として住居の中に入れられ，木製品

の設計と製作にむすびつけられているので，製図本来の

目標が達成されるかどうかうたがわしいと思いますね。

向山今までわれわれは，２年の機:械製図については

製図の実習帳をうつしておわるような授業は批判してき

たし，機械学習と結びつくような形で取り扱うことを主

張してきたわけですが，２年の:機械製図が削除されたこ

とについてはどうなんでしょうか。

佐藤２年の機械製図については，機械学習に融合す

るという形であればあまり問題ないのではないか。ただ

機械学習の中での位腫ずけがどうもはっきりしない。略

画法を全く教えないということになると問題は残るかも

しれませんね。

日曜大工的な加工学習

向山加工分野についてはどうでしょうか。まずかわ

った点からお話していただけないでしょうか。

佐藤まず機械からいうと，１年で丸のこ盤がおちて

２年で手押しかんな盤がおちた。また２年の角材加工は

木工機械の指導を欠いてもよいことになっている。あと

はあいかわらず板材から角材と何の系統性もないものが

ならんでいますね。「日常生活における家具の選択につ

いて指導する」ことが入ってきているが気にいらない

ね。

向山家具の選択というのはどういう意味なんでしょ

うか。

佐藤使用目的に合った家具をえらぶということで，

まあ日確大工向きかな。よきパパの育成というところか

な。生産技術とはぜんぜん関･係ないね。

坂本どうも見た印象では男子向きの性格がだんだん

女子向きに接近してきた感じですね。それに女子向きは

さらに程度がおちたようですね。

本間安全の問題がだいぶ入ってきたというのは，我

凌の運動の成果だと思いますね。みとめざるをえなかっ

たんでしょうね。

稲本たしかにそうだが，やはり指導要領に安全とい

うことばがたくさんでてきたからといって，本礎的な解

決策にはならない。２月12日の通知も出し放しで，予算

措置も何もでてこない状態ですからね。

向山木材加工については，時間数が多すぎる。もっ

と他にやることがあるとか，板材から角材などという発

展は意味がないと現場の多くが批判していたのに全然考

慮されていないということはけしからんですね。

佐藤減ったどころか内容的には逆にふえているよう

だ。

保泉２年の製図のかわりに電気をやって……という

ように考えると今までとちっともかわらない。機械や電

気にしわよせがきて，２年の内溶はどうも多すぎるよう

だ。１年では栽培がなくなって製図が幅をきかせる。ど
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うも３学年に移行はしているが何もかわっていない。

向山金属加工についても板金から棒材と旧態依然何

も進歩のあとがみられません。あれだけ批判されておき

ながら強行してくるというのはどういう神経でしょう

か。また「日常生活における金属製品の選択について指

導する」というおまけまでついてきた。

保泉教科の‘性格を生活に必要なものにしぼった。設

計，材料，測定，用具，安全まではいいとして，消費知

識をおりこんで生活でしめくくった。そのへんが大きな

まちがいではないか。これでいくと，台所のせっけん入

れがないから石けん入れを作ろうという発想になってし

まう。家庭科のインスタント食品も同じでしょう。

佐藤たんてきにいうと，チリトリとブンチンですべ

ておわるということになる。

民間の成果を形式だけとり入れた機械，あとは

整備／整備／

向山機械についてはだいぶ変化があったような印象

をうけますがどうでしょうか。

佐藤動く;模型を作れとかいてあるが〆何で卿作れとは

かいてないのではないか。（笑）

本間機織面が強調されている感じで，この点では前

の自転車だけにしがみついていた時よりはよい。しか

し，大部分は整備を強調しでいて「機械とは何か」とい

う追求がないので〆何のための模型製作か，．作ってあそ

ぶのか。根本目標がちがうので本質的には今までとかわ

りないのではないか。

向山機械学習は，分解，組立学習から，機構を作り

追求する学習にきりかえるべきだということは産教連が

主張してきたことで，佐藤さんや小池さんのような実践

はほとんどないはずである。この点では形だけ盗作され

たという感じもしますね。

保泉３年の:機械はひじように特徴的ですね。最初か

ら整備，整備……

本間目標では「エネルギーの変換」などという民間

教育運動の成果をとり入れているが，内容が全くともな

っていません。全くオソマツ。

佐藤排気ガスの色により作動状態を知るということ

もいただけないね。

保泉これでは自動車の教習所でやる構造の授業のよ

うなものだ。エネルギー変換といっても熱力学の基本が

でてくるでもなし，流体力学がでてくるわけでもなし，

オットーサイクルなど基本的なことさえ出てきていない

ようだ。

６

稲本必らず生活でしめくくっていることも特徴的な

ことですね。

佐藤これはおちるところまでおちてきたようだよ／

見れば見るほどひどくなてつくるね。

坂本女子向きの機械も男子そのままですね。ただ女

子向きの方は(1)の模型製作がないだけです。

男女差別がるこつにあらわれた電気分野

向山電気についてはどうでしょうか。現行のものの

モータまでが２年におりてきたという点ではかわってい

ますが……。

坂本女子向きのほうは機械の場合と同じで，(1)の回

路のしくみと製作がぬけているだけであとは全部同じで

すね。ただ女子では男子が２年でやる内容を３年でやる

ことになっています。

佐藤女子は男子より１年粘神年令がおくれていると

いうわけだ。これは，はっきりした差別である。理科と

の関係でもこまるのではないか。これは大変なことだ。

（笑）

向山電気は２年から教えろというのは私などは主張

したほうだが，こういう形ではたいへんこまる。だいい

ち２年におろすといっても，系統化し，整理したうえ

で，子どもの発達に合わせて内容を配列しなければなら

ないのに，そんなことはおかまいなしだ。電気器具をそ

のまま２年にして，回路学習だけをはじめにもってきて

いる。その回路も,回路の基本法則を教えるのではなく，

電球，ブザー；スイッチ，電池で何か作り，しくみを学

ぶというのであるから，何を考えているのか見当がつか

ない。だいたい，ブザーは電磁気の基本を教える教材と

して，私はこの10年来欠かさず実践してきたものである

が，やはり形だけ取り入れられて，遮磁気の系統など全

く教えられていない。材料に目を向けたのは進歩だ。

佐藤２年では強電，３年では弱寵というようになっ

ているが，モータは３年でやっても大変なのに２年にわ

かるわけがない。アラゴの円板なども２年ではとてもむ

りだ。これでは，理くつはぬきでさらっとやっておけと

いうことで，モータもスイッチを入れればまわるという

程度になってしまう。

向山３年の電気がまた理解にくるしむ。どうも，電

磁波をとってしまったらしい。「音響機械の選び方を考

えること」とあるのは，ステレオの選び方でも教えよと

いうのだろうか。学習指導要領の中で「……について考

えること」という文章でしめくくってあるのはほとんど

ない。たいがい「……知ること」「……できること」で

塾
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ある。電気ではここだけである。考えることは｢選び方」

で，あとは知る程度でよいということらしい。

情報伝達としての電磁波の応用装腫をとったのでは技

術教育とはいえない。子どもは空間をとぶ不思議な電磁
波について追求するかまえがあるから授業がうまくい

く。アンプや増幅器など作らせて，自分の声を大きくし

たところで興味はラジオよりはるかに低いといわなけれ

ばならない。現場を説得することはできないのではない

だろうか。

佐藤電気メーカーのカタログをあつめて，音響器具

は○○……というような授業になりかねない。実技研究

は電気会社をよんで製品の説明をすることがはやるので

はないか｡．
●●●｡●●■●

保泉リベートをもらって教師の生活を豊かにすると

いうのだろうか。じようだんじゃなく，リベートをもら

う価値があるね。（笑）

学校行事と結びつけられた栽培学習

向山栽培については，今まで１年であったものが，

３年にうつしたということですが，これについてはどう

でしょうか。

佐藤われわれは，栽培学習は各学年ごとに発達段階

に応じてやるべきだという主張をもっていった。しかし

今回のものは，子どもの心理も，系統もおかまいなしに

３年にもっていってしまった。しかし，このような内容

は１年生だから興味をもってやれることで，中学の３年

生に種のまきかただとか，ダリヤの球根の植えかたなど

を教えてもついてこないだろう。子どもの心理を無視し

たものだ◎

向山花だん，草花ということばがほとんどきえて，

かきだしがほとんど作物となっているのは何か意味があ

るのか，都市ではやらなくてもよいということでしょう

か。

保泉草花が３年にうつったということは，全く別の

意味があるのではないか。というのは，今度の学習指導

要領では,学校行事の中に，「勤労・生産的行事」という

のが新たに取り入れられています。そしてこの内容は，

日本教育新聞（４３．１２．１９日）の解説によると，「これ

は学校で農園をもっていたり，村で植林などしたりする

行事に積極的に参加させ，勤労を琳重する態度の育成に

そなえるというもの。その扱いは地域や学校の実態に応

じて計画・実施することになっている」という'性格のも

のである。とすれば当然栽培学習とむすびつく。「君た

ちはもう卒業だから，最後に花をかざって卒業しろ」と

いうぐあいに生産的行事に強制的に参加させ，ただだま

って働く期待される人間像を作ることを目標としたもの

であろう。

栽培がなくならなかったと喜んではけっしていられな

いのではなかろうか。

体制側の家庭像をろこつに示した女子向き内容

向山食物についてはどうでしょうか。

坂本ほとんどかわりありませんね。１年では青少年

の献立，２年では成人向きの食物，３年では幼児と老人

ということになっています。今まで病人食というのがあ

り，看護が入っていましたが，それはとられたようで

す。

植村職業別，労働別の栄養が今までありましたが，

それがぬけてしまって，あいかわらず１年から献立，献

立の連続のようです。

調理上の性質がでているのが新しい。このへんが私た

ちの今まで追求してきたことと関連あるといえばいえ

る。１年の米とイモの性質，２年で，デンプンとカンテ

ン，３年でコムギコがでてくるが，これは系統でも何で

もない。

そして，「知ること」「作ること」がやたらとこまかく

でてきます。たとえば「米飯を作ることができること」

「煮込じるを作ること」「ルーを作ること」「いり卵を作

ること」……等,々，そして最後に必らず「盛りつけが手

ぎわよくできること」がでてきている。

実習例をはずしたというが，女子向きでは実習例が本

文の中に入ってきた。前よりももっと強いしめつけで

す。

佐藤中学を川れぱすぐにおよめに行けるようにとい

うことかな。（笑）

坂本２年では「インスタント食品を用いたスープを

作ることができること」というのがあり，以下たくさん

「作ることができること」がならんでいます。現在の社

会体制をよくはんえいしています。現在あるものでなん

とかやりくりしろというのでしょう。資本主義体制下に

おけるあちら側の要求する家庭生活の縮図のようなもの

がろこつにあらわれているようです。そして生産過程に

関することは何ひとつ教えようとしていません。

本間インスタント食品などほとんどの生徒は作った

経験をもっている。そして，男女を問わずまちがいなく

できる。これが学校で教える内容かどうか……教科とい

よりも何というか……ばかばかしくなってくる。

向山学校でインスタントラーメンでも実習で作らせ

７



るようになれば相当売れるでしょうから……食品会社か

ら圧力がかかっていると思われても仕方がないね。（笑）

資本家に奉仕する消費者教育というところですね。

植村道徳的なことも見逃せません。もりつけのよう
な形式的感覚的なことがでてくる。特に女子教育のムー
ド作りを強調しているようです。

佐藤だんだん頭にきたね。

向山被服についてはどうでしょうか。

植村１年ではビニロン，ポリエステルなどが，２年

では’アセテートとかアクリル系がでてくる。これらは

どう知らせるのか問題になるところ。きちんと科学的に

教えないと，インスタントと同じで市場の販売を紹介す
る域を出ないのではないかと思われます。

また，あいかわらずパターンによって体に合わせて着
ること。日常着，休養着，外出着という３つの分け方で

作らせることにより日常生活がわかったかどうかが主目
的。それに，手芸的なものがまとまって入ってきてい

る。いろいろな手芸をほどこすことにより，あたかも休
養がとれるような印象である。

坂本衣服の着かたというのもでてくる「目的に応じ

た被服を製作し，着装をくふうする能力」というのがそ
れ，

本間まさに週刊誌そのままといった印象ですね。

植村家庭生活の枠の中でのやりくりさんだん。社会
的な面には全く目をとざされ，家庭の中でのやりくりで
１年から３年まで通しています。

向山その他，住居や保育についてはどうでしょう
か。

坂本やはり本質的には変わりありませんね。今まで

の住居は３年の屋内配線と関係づけていたのが今度はユ

年におりてきて，「家具の修理」とむすびついたようで
す。もともと系統性などないのですから３年のものが１

年までおりてきても都合のわるいこともないのでしょ

う。そして，あくまでも個別的な「家」であって，社会
的な存在としての家ではないのです。

佐藤現在の体制の中で住居が教材になるのかどうか
も問題にする必要がある。バラ色の夢でしかないのでは

ないか。土地問題や．住宅問題は資本主義のしくみの問題
にかかっている。それを「自分の家の設計図をかきなさ

い」などといって，あなたの家は部屋がいくつあるの，
私のところは１つ……などという授業になったらたいへ
んなことだ。

今こそ自主編成運動を強めるとき

隅

向山さて不十分ながら一応各分野をいっしょに考え

てきたわけですが，いろいろな問題が数多くでているわ

けです。このへんでもう一度もとにもどって，今度の指
導要領の中では，技術家庭科はどんな教科なのかという
ことでしめくくりたいと思うのですが。

佐藤前提が期待される人間像であり，後期中等教育
の差別教育につながっているのであるから，この教科だ

けをつついてみてもどうにもならない。全体の問題だと

思う。その中でも技・家の指導要領は，にてもやいても

くえないようだ。ことばだけは塑性加工とか，エネルギ

ー変換だとかかいてあるが，中味は生産技術教育とはほ
ど遠いものだ。

このままでは教師そのものがイカれてくるのではない

だろうか。思想的に完全にスポイルされてしまうことを

指摘したい。内容的には，電気が男女によって１学年ち
がうことだ。これは絶対にゆるせない。実力行使をすべ
きだ。

当面とんでもない案だということを全国の仲間と共に

広める必要がある。そして，無視することだ。われわれ

は今までの実践をさらに充実したものにして続けていく
以外にないと思う。

保泉３３年度改訂のときも問題はいっぱいあったがこ

れほどではなかった。スカットしたものが何一つとして

ない。いちばん目だつのは柱になっている消擬知識を入

れて生活でくくったことがガンになっていると思う。‘性

格がはっきりした。生産技術を柱にして生産のしくみを

教えることは，社会の批判につながることをおそれたの

であろうと思われる。

ただ，実習例がないことだけがすくいではないか。そ

して理論的根拠がないのだから，何をやってもかまわな

いということだ。現場の中から新しい教材を作り出そう

という芽が出ることを大切にしていかねばならないと思

います。

植村社会体制がすごく反映しているといえます。消

我物資が氾濫してきて，それを簡便に取り入れていき，

そのていどで満足しろというのでしょう。

今までは何か実践の目標があった。女子向きは男子向

きに近ずけることにより，生産技術の視点から家庭科を

みなおしてきたが，今度はますますそれができにくくな

ると思いますが，今度の指導要領は特に現場教師への説

得力に欠けると思います。そこでやはり，今までの研究

を続けて自主編成をしていくことが当面の課題になるの

ではないでしょうか。

坂本全体として男子向きの内容が女子の方に傾斜し

望
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てきたことが目立ちます。また文章がひじょうに具体的

でこまかく内零を規定してきていますね。特に女子向き

は，実習例がとれたどころか，本文の中にとり入れられ

てしまった。したがって教材選択の自由や指導法の自由

までうばわれてしまわないよう，特に注意していく必要

があるのではないでしょうか。

稲本まさにマイホーム・マイカー時代の常識科。職

場の中で人間疎外がおきたら日曜大工や家庭園芸でいや

して，明日はわすれて働けというもの。男子向きのほう

は，各分野の蛾後に「産業の中ではたしている役割につ

いて考えること」とあるが，産業について理解できるよ

うな内容は教えず，生活からはじまって生活でおわって

いる指導要領で，どうやって教えようというのだろう

か。砿気が利用されることにより生活が豊かになったと

いうことばで終ってしまうような授業になりかねないと

いう印象をうけます。

向山３３年度改訂のときは技術・家庭科の新設という

ことで，特に注意して検討してみたのですが，それでも

今日のような座談会にはならなかったと思います。もと

~､～､'､～､＜感想＞へ～､～､～､～､～－～

もと生活を豊かにするのにインスタントスープの作り方

や，音楽装置の選び方を知っていたところで豊かになる

はずがないと思います。生活を豊かにするバロメーター

は労働者の賃金を上げることが良いことはわかりきって

いるからです。もともと生活などというものはひとつの

教科として系統性があるはずがなく，雑多なものだと思

う。その中から内容を選んだのではもはや教科としても

体系はむりなのかもしれません。タナがこわれたらタナ

を作り，家具がきたなくなったらニスをぬり，腹がへっ

たらインスタントラーメンをたべて生活しろということ

を教える教科になりさがっていいものでしょうか。

今日は十分検討する機会もなかったのでまとまらなか

ったと思いますが，この全文がひとりひとりの手にわた

るようになれば，おそらく，現場教師の総攻撃に会うだ

ろうと思います。全国各地で徹底的に批判検討し，わた

したちのめざす，生産技術教育を１日も早く確立したい

ものです。

（文責・向山）

学習指導要領案技術・家庭科を読んで

一 一世 アー ベニ ーハー、一＝､一ーへ＝

学 校行事となる栽培学習

１２月１７日に発表された，新指導要領案をみて，「こん「君は，残念ながら，○○点以下なので，××コースで

なにひどいもの」になるとは，予想だにしなかった。△△の学習はしなくてもよい」という，人間性を無視し

改訂の作業が，秘裕裡に行われていたために，その経た教育になりさがってしまったことが，公教育として許

過は勿論のこと，傾向さえも，皆目わからなかったが，されてよいことなのだろうか。

｢調和と統一ある教育課程をめざす｣とか，「内容の精選」「能力に応じた教育」とか「学習の個別化」とかきれい

とか，「運用にあたっては，弾力性をもたせる」とか，なことばで現場への指導がなされるであろうが，国語や

基本的なことは，いろいろな機会に知った。英語や数学などの学力だけ，学力や，能力がはかれるも

現行の指導要領との比較において，新指導要領を考えのなのだろうか。このへんの批判もひとまず，あとまわ

ることは，基本的に，まちがっているが，その中でも，しにして，技術・家庭科について考えてみたい。

特 に，。技術・家庭科の目標や性格について考える。

「あなたは，女だから，○○の学習はしなくてもよるし細かな検討は.していないが，ひととおり，新指導要領

い）という，男女差別の教育からを読みおえてみて，特に目にうつることばを，ひろい出
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してみよう。目標では

「…………生活を技術の面から，くふう改善し，明るく

豊かにする能力や態度を養う」とある。この目標が各分

野で「生活を豊かにするための木材の利用を考える，金

属の利用を考える，機械の利用を考える，電気を考える

作物の栽培を考える」という表現で各分野がまとめられ

ている。技術・家庭科教育で，生活を豊かにすることが

できるのだろうか。賃金や物価への対策によって可能と

思えるのだが……。

もう一つは各分野で

「日常生活における家具の選択について考える，金属製

品の選択について考える」

機械の分野で，「機械の部品の交換ができること｣，

「……価格などに応じて機械の選び方を考えること｣，

電気の分野で「電気機器の銘板やカタログの読み方を知

ること｣，「……価格などに応じて音響機器の選び方を考

えること」などの表現があちこちにみられる。

何を意味しているのだろう。まさか，技術科の教師が，

家具屋，金物屋や電気屋のセールスマンの片棒をかつげ

と言っているのではありますまい。

「選び方」については，原理や構造について科学的な理

解を育ててやれば，おのづから考え出されてくることだ

ろう。「カタログの読み方を知る」ことよりも，「けい光

灯にしろ，モータにしろ，教える内容はたくさんある。

道徳の13の徳目の中に，「つとめてものごとを理性的

に判断し，秋極的に真理と真実を求めて，よりよい結論

に達しようとすること」という徳目がある。

科学的な知識や，原理や法則，しくみなどを教えないで

上述のような徳目が達成されると考えるのだろうか。

。栽培学習について考える。

現行の栽培学習のとりあげ方と比較して考えてみると

ａ、３年の総合学習がなくなったこと

ｂ，１年での栽培学習が３年にうつったこと

ｃ・「特別活動」の中に，勤労・生産的行事が，新たに

加わったこと

。、近代技術ということばが消え，生活を豊かにする技

術・家庭科となったこと

この４つの改正点から栽培学習を考えてみると

どうしても，栽培学習が，３年の卒業期の対策としか

考えられない。「君たちは，もう少しで卒業するのだか

ら一つ学校をきれいにして行く意味で，花だんか，農園‘

でも卒業記念に作ってほしい」とね。

「エ年生は学校入ったばかりだから，これから君たちが

この学校を作って行くという意気ごみをもってほしい」

「２年生はこのところ少し，中だるみの感じをうける，

机や椅子もこわす。渡り板をや募る，公共物を大切にし

よう，そこでこれらを修理しよう」

これが，勤労・生産的行事の本質である。

教科の中味が，生活指導や行事にもちこまれること

は，教科として存在価値がなくなったことに等しい。

かつての職業科が，学校農園のイモ堀り，草とり，便

所のくみとり，イナゴ取りに利用されていたことは経験

してきたことだ。

ここで，また一つ，歴史がくりかえされた。そのくり

かえしが，教育の進歩をさまたげる方向に……。

生徒も，指導教師もこの教科への魅力を失い，教育が

停滞することだろう。

新指導要領の栽培分野についての細かな検討はまた次

の:機会にでも私の考えを発表したい。

（府中３中か保泉信二）
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金 属加工の 問題点
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１ かわった点めにならないかを物語る証 明 で も あ る 。 以 後 文 部 教 研 あ

（１）厚板金加工が削除されたこと。薄板金と厚板金をたりの研究が実習例の研究に向うであろうことも予想さ

わけることの無意味さは従来からいわれてきた。それれうる。

は，チリトリの製作，ブックエンドの製作ということに（３）１年の目標が「……金属製品の製作に関する基礎

重きがおかれていたからで，板金加工としてまとめるの的技術を習得させ……」ということから「……塑性加工

は当然のことである。の特徴について理解……」と塑性加工と明文化されたこ

（２）（実習例）がなくなったこと。教科書の製図をまと。２年の目標が「……工作機械の基礎的な取扱法を粘

る写しし，製作することが子どもたちの教育にいかにた密・確実に進める態度……」という表現から「……切削
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加工の特徴について理解……」と切削加工だということ

になったことである。

（４）金属と生活との関係について新学習指導要領では

内容として明文化している。総括的目標の「……生活を

明るく豊かにす……」の具体化であろう。技術史もとり

あげられた。

（５）現行のものに比べて内容が細かく規定されてい

る。その他，熱処理，切断のしくみ，切削のしくみがは

いっていること。また，「加工作業における安全につい

て指導」することが強調されていること。

２仕事が中心である

（実習例）は取り除かれたが金属製品の製作を通して学

ぶということであって，金属製品の製・作に関する材料や

加工法について学ばせよということである。板金材料や

棒材料の性質を理解させることで，金属材料の一般的な

性質からそれらを取りあげていくということではない。

鉄を中心にして金属材料を系統的に教えない限り，断片

的な材料知織でしかない。鉄の炭素含有量による性質の

変化，温度や熱処理による変化を教えない限り金属材料

を理解することはできない。また加工法それ自体はそう

した金属の性質の中から考えだされたものである。材料

と加工法との関連が切りはなされていて，特に加工法や

使用法に重点がおかれている。「……を適切に操作し…

…」「……を適鳳切に使い……」という表現は何よりもこ

のことを物語る。金属の．性質と使用法や加工法が密接に

結びついていることが明らかであるのに，あえて製作に

重きをおいていることは，この教科の目標が「仕事を合

理的，創造的に進める能力や協同，責任および安全を重

んじる態度を養う｡」（目標の３）ということであって，

技術を科学的に学ばせたり，技術学を教えるということ

よりも，勤労や,仕事をさせることにある。科学的な知識

を教えることよりむしろ実習という仕事をさせること自

体が教育になっている。このことは現行の学習指導要領

と全く同じである。

３鋳造・鍛造はとりあげられてない

塑性加工で学ばせるものは板金加工だけである。板金

加工といっても切断，折り曲げでプレス加工ははいって

いない。また鍛造がはいっていないということである。

鋳造や溶接についてもふれられていない。現代の生産技

術を支えている労働手段の多くは鋳造や鍛造によった機

械で占められている。私たちは，この教科を一般技術教

育と考えてきた。したがって生産技術の基本を学ばせる

ことにある。鋳造・鍛造は金属加工の基本的なことであ

り，金属を理解させることにも格好のものである。また

機械学習の基礎となることでもある。

新学習指導要領では日常生活との関連が強調され，生

活に必要な技術を習得させることであって生産技術では

ない。このことも現行のものと一貫して流れていること

がらである。生活に必要な技術は生産技術を理解するこ

とによって理解されるのである。日常生活で使用する金

属製品は確かに板金が多い。このことによって板金加工

をとりあげたのであろう。しかし，塑性加工の特徴を理

解させるのに板金加工だけでできうると考えているので

あろうか。この特徴ということばがあいまいであって範

囲や内容の説明がない。目標のとおりにとるなら，板金

加工における塑性の特徴ということになる。このことは

切削加工の特徴ということについてもいえる。

４技術史について

技術の社会的側面や技術史は私たちの主張してきたこ

とである。金属と生活との関係としてとりあげられるこ

とになった。学習指導要領が内容としてとりあげたこと

を評価したとしても問題は教科書の内容であり，私たち

教師の主体的な姿勢にある。内容はおそらく便利史観に

貫ぬかれたものであろう。技術の発展の契機や時代背景

が問題であり，技術をどうとらえるかという技術の根本

にふれることがらである。技術史の問題に限らず，技術

をどうとらえ，学習指導要領をどうとらえるかというこ

とが教師の主体性の問題であり，実践者としての教師の，

責任でもある。

（静岡県藤枝市立瀬戸谷中学校・村松剛一）
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現場が混乱する 電気 分野

はじめに

新指導要領案は，１７日に現場教師の不安と興味に満ち

た中で文部省から発表された。そこで，要領案の電気分

野の中味について，概略と問題の指摘をしてみた。

１３年から２年におりただけの内容があること

現行３年で学習していた内容のうち次の各内容が２年

で学習するようになっている。

①番目に電気回路のしくみを指導することがあげられ

刀



ている。

電気学習を進める上で，回路学習の重要性は理解でき

るが，改訂要領にいうところの電球・ブザ・スイッチ・

電池などと書かれているが，果して，最少限これだけの

題材を扱わねばならないのか疑問である。

さらに，回路学習の内容を詳細にみると，コンデンサ

とか交流電源の記号を用い，しかも，回路図が読図でき

ることとなっている。この場合，コンデンサや交流がど

のような意味を持つかを回路全体としてもとらえること

ができないと，本来意図する回路学習があいまいになる

といえる。この点をとらえてみても，何故コンデンサ・

交流がいきなり現われたのか理解しがたい。実際問題と

して、中学２年の男子に(というより男女の生徒に)目標

でうたわれているような、科学的な根拠を理解させる、

ことができるのだろうか。これは生徒の発達段階や系統

性のある指導を無視したところの大変な飛躍といわざる

をえない。

そして，電気も製作学習を通して指導することが望ま

しいとか，研究大会で述べられているが，製作に必要な

材・料の見積もりができることが目標となるに至ってはあ

まりにも現実の社会生活を無批判に肯定し，与えられた

中でしか、、明るく豊かな生活．を思考できない子供を

育てる結果になる。

②番目に電気機器の点検の指導をするとある。

回路計のもつ意味は理解できるが，これがあくまでも

電熱器具，照明器具，電動機といった製品が具体的に示

されていることは，それらの、しくみ、と関連させてど

のような意味をもつものか教授過程の困難が想卿像される

のである。つまり，原理・原則に重きが置かれると，第

２理科になって，技術科としてのねらいが無くなるとい

われるが，電動機を例にとっても，原理は無視してよい

といえるかどうか。③番，④番に，それらの保守の方法

とか，しくみの問題を指導するようになっているが，原

理原則を無視して技術科指導は可能だろうか。明らかに

教育現場ば混乱するだろう。教師にしても何を教えるの

か生徒にしても何を学習するのか。創造的とか，工夫と

か豊かな生活といった言葉にオブラートされて，思考力

が低下されて命令だけを素直に聞く子供ができ上ってい

くのではないだろうか。そんな市民を作りたくない。

⑤番目にば，日常生活における電気機器の選択とかを

指導するといっているが，これは明らかに，大衆消幾生

活に根ざした，経済社会の欠陥といえる。教育がその学

問的中立を失ない，政治的な渦中に巻き込まれている姿

ではなかろうか。まして，電気機器の銘柄はまだしも，

1２

カタログの読み方を知るに至っては新指導要領の価値観

を疑いたくなる。全くナンセンスだし，教育現場にある

技術・家庭科教師をバカにしているものである。

⑥番目に，池気と生活との関係という項日があるが，

睡気に関する法則制限について知ることはよいにしても

その扱い方を間違えると法的拘束力が前面に出て，法に

よって，善良な人間が支えられているとか保謹されてい

るのだという考えがうすれるのではないか。それと，通

気を利用することだけが強調されて，ここまで生活に密

着した篭気の歴史的側而が忘れられて，指導内容から遊

離するようでは要領として片手落ちといえる。

２３年の電気学習から電磁波が抜けたこと

電波のもつ，社会的，科学的な意味づけは無視されて

家庭科に類するような，豊かな家庭生活が強調されるた

め増幅回路が３年の電気学習の柱になっている。このた

めに，増幅回路から派生する問題点が次々と列挙され

る。例えば，ＴＲとかダイオードが入っているし，音響

機器の選択に至ってはどうも内容として首をひねらざる

を得ない。

ＴＲやダイオードの原理を無視して指導するのだろう

か。研究会の過程で，理科と技術科のちがいを明確にせ

よとか’技術科は第２理科であってはならないなどと意

見を聞いているが，この内容をどう扱ったらよいだろう

か。地域の研究会ですら明白であったが，現場教師は従

来の指導要領に抵抗を感じて研究会への参加もすぐなか

った。そして，このように産業界の技術に見合った内容

を教育現場にいきなり持込んで，真の技術教育ができる

かどうか相当疑問である。

３共学の実践はどのように発展するか

家庭科における電気学習は従来と同様に第３学年にそ

のまま残っている。ここで問題になるのは，憲法にいう

学問の自由とか，教育基本法の教育の機会均等といった

法の精神及び，教育理念に基づく共学体制である。

男女共通分野としての内容は男子が２年に，女子が３

年といった改訂要領のため，ともすると実践が不可能に

見えるが，かえって，学校経営全体からみた場合には，

家庭科教師をはじめ，他教科の教師の認識が得られて，

やり易くなるといえる。それは，このままでは，技術科

教師（男子）は３年の学級担任として自分の学級の女子

の授業もやらずして，進路指導うんぬんはあり得ないか

らである。つまり，学校経営全体からのバランスを考え

た時，技術・家座科教師は従来の狭い教育理念だけだと

１～２年だけの学級担任でしかなくなるからである。そ

して，持時間といえば，２２時間プラスアルファで，その

ご豊
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し

しわよせがいつもくるのである。研究会にも傍観者的立

場で参加しなかった教師も，最早，立上がらなくてはな

らなくなったのである。

学校内の持時間の不平等を主張し，子供に真の学力を

つけて，そこから明るい豊かな生活が得られることを学

ばせたいものである。

（杉並区立高円寺中学校・志村嘉信）
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改 訂案 を 詩 んで

１ １
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学習指導要領改訂案が発表されたのを３種類の商業新

聞と，産業教育連盟より送付していただいた教育新聞等

によってその概要を知ることが出来た。しかしこの発表

を見て，十分考え，検討を加えるいとまのないままにこ

の文を書くことになっていたため，正しく問題点を指摘

することや批判を加えることが出来ないが，発表を見た

時の私の感じたことをかきつらねてみたい。

１目標と内容を見て

現行の学習指導要領は目標として４項目がかかげられ

ていたが，改訂案では一応「生活に必要な技術を習得さ

せ，それを通して生活を明るく豊かにするための創造工

夫の能力および実践的な態度を養う」と，この教科の総

括的な目標が設定されているが，ここで一つ気になるこ

とは，生活という言葉が大きく表面におし出されている

ことである。具体的な内容を見なければはっきりいいき

ることが出来ないが,この「生活に必要な技術」「生活を

明るく豊かにする……」ということによって，これから

の現場における実践が，生活に目をうばわれ，生活の中

に埋没する危険性をもっているように感じる。なぜなら

ば，義務教育における技術教育のねらいは，子供達に，

技術とは何かをとらえさせることにあり，生産（生産労

働）とのがかわりにおいてのみ技術を正しくとらえさせ

ることが出来るのであり，生活に目をうばわれ，生産か

ら目をそむけた実践の中では，この技術教育のねらいは

達成出来ないと考えるからである。

次に内容として示されている各学年に配当されている

分野を兄るとき，現行指導要領に示されていたものが２

～３変動しており，学習が発展的，系統的に行われるよ

うに配慮され，その範囲と程度が示され，各領域ごとの

標準授業時間や実習例は示されていないときかされた。

ここに示された範囲と程度がどのようなものか明確に知

ることが出来ないが，①設計，②材料，③用具，④測

定，⑤安全，⑥消費知識，⑦技術と生活といつたふうに

区分されているようである。この内容の各領域の区分の

中にも，目標に示された「生活」ということがはっきり

生かされており，生産者としての技術教育ではなくて，

消養者を育てるための技術教育であるといった感じをも

たざるを得ない，また女子向き内容を見る時，その内容

は現行の指導要領よりさらに後退しているといわざるを

得ない。３年生において家庭電気の内容がいれられてい

るものの，この内容は現在市場にあふれている電気製品

をいかに上手に使うかがその中心となってくるであろう

し，今まで１年生におかれていた設計製図，家庭工作ば

姿を消している。これは女子の教育から、技術教育をは

ずし，従来の家座科教育のわくの中にひきもどそうとす

る１つのあらわれであると考える。今度の指導要領の改

訂のねらいの中に，能力別のクラス編成ということがか

かげられているが，この能力別ということばのかげに，

差別教育につながる道すじがかくされており，この考え

が，技術家庭科における男子向きと女子向きとの中にも

明らかに示されているとしてとらえることが出来るので

はなかろうか。

２男女共学の立場から

現行指導要領の完全実施にはいってから今日まで，指

導要領の批判と検討を加え，その結果を実践の中で点検

していくという中で，技術家庭科の学習は，男女別々に

なされるべきものでなく，男女共学がこの教科の本来の

道すじであることを見出し，困難な条件を一つ一つのり

こえてその実践にのり出し，今までの苦しい実践の結果

をもとに，男女共学を基本にした教育計画を作成するこ

とが必要となった現段階において，改訂学習指導要領案

をみつめていくとき,この改訂案は,現場の実践の中から

見出されてきた男女共学の道すじからは，現行の指導要

領よりもさらに遠のいていっている。男子と女子との間

の断層はますます広まっていっている。生活に必要な技

術を習得させるという目標のもとに，女子にほ家事裁縫

的な技能或は技術を習得させるだけでいいのだろうか。

新しい時代に生き，次の世代に生きていく生命をはぐく

み育てていく女性にも，生産にかかわる技術を，具体的

な実践を通してとらえさせていくということは極めて重
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前回の教育課程改訂の重点に科学技術教育の向上があ

げられていた。この趣旨によって，技術・家庭科が新設

され，いろいろ批判はあったが，職業・家庭科より，技

術を教えるという点で前進したと思われた。今回の改訂

では調和と統一ある教育という率で，技術・家庭科にと

って，生活に前より一胴むりやりに調和させられた感が

強い。生活に必要な技術という点は教科が発足して以来

常に批判されてきたが，それらはほとんど無視されるど

ころか，日本の現在の荒廃した生活に迎合する教科内容

である。

機械の指導は従来と同じ２年，３年にわかれており，

機械を教えるのではなく，機械の整備のしかたと機械の

使い方を教えることが主になっている。２年の指導内容

の一番はじめに，動く模型の製・作があげられているが，

これは産教連の主張を真似たようなものだが，指導に系

統性がないから，ただ模型を作ってみたということだけ

で終ってしまい，機械の学習の中でどんな意味があった

のか理解されないであろう。機械学習では，①手・道具

による労働から機:賊への発達，②機械の基本的しくみ，

③機械の構成と対‘偶，④動力の伝達，⑤運動の仕方を変

えるしくみ，・・…･という流れの中で動く模型を作ること

が生きてくるのであって，その流れを取らないで，模型

だけ作ってみても，ただの工作だけに終るだろう。

３年の目標に，エネルギー変換という言葉が出てくる

が，これと見合う内容はどこにもなく，民間教育団体が

従来使っていた言葉だけを取り入れ，本質的な考え方は

何も入っていない。内容の一番はじめに工具，測定具の

使用法を持ってくるようでは，内燃機関を教えようとい

う姿勢は全くなく，整備のやり方だけを指導すればよい

と考えているのだろう。この指導要領にもとずいてでき

る教科書は，自動車会社が作る整備解説書のようなもの

になるだろう。そこにはもはや，科学や技術は入らず，

ただやり方だけ，教育の現場で使う本ではなく，書店で

いのであろうか。たとえどのように改正されようとも私

たちは，自分達の実践の中でつかみ育ててきた大切なも

のを，私達の手でしっかりまもり育て，さらに発展させ

ていかなければならない。

（京都府船井郡殿田中学校・世木郁夫）
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機 械分野を中 心 に
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要なことであり，このことは男女の性別にかかわりな

く，すべての人達が平等に学びとっていかなければなら

ないことであり，男子も一人の人間として家庭生活を営

んでいく以上，家庭に関する最も基本的なことがらは，

女子と共に学ぶべきであろう。この基本的なことがら

が，指導要領作成にあたった人達にどうして理解できな

販売している趣味の本と同じものになるだろう。

安全についての指導がとりあげられたのは，従来の技

術科に事故が多かったことを示している。国会でも問題

になり，技術科教師はこの点の改善を期待していたので

あり，指導内容にとりあげたのだから，安全への設術に

は予算の裏付けをもってのぞんでほしいものである。

機械材料については大変せまく限定した内容について

のみ教えればよいとしている。これでは材料の一面しか

教えることができず，系統的に総合的に教えるという観

点は全く見受けられない。

機械の選択について指導するという項目は生活に必要

な技術という発想から出たものだろうが，指導内容の一

項目として入れる必要があるのだろうか。機械について

の指導を完全におこなえば選択する力だってつくはずで

ある。３年の内燃機関を術えた機械の選択とは，都会で

はオートバイ，自動車の選択ということになる。中学３

年生にこんな事を教えても何の役にも立たない。マイカ

ーの時代とはいえ国民の大部分には縁のない事柄であ

り，それを義務教育の内容に取り入れることは疑問であ

る。

今回の改訂は全般的に技術が，家庭生活に必要な技

術，生産技術でなく消費をするために必要な技術となっ

てきた。資本主義体制の中で生産されたものをいかに消

費するかという指導が主流をしめ，科学技術教育の向上

が，教育界から強く叫ばれていることにもかかわらず，

ますます後退していってしまった。技術史(機械の歴史）

を教えるという主張は多く聞かれたが，今回の改訂で，

指導要領の通りに教えるのでは，まずその必要性が感ぜ

られなくなった。技術科が発足してからはじめての改訂

で教える内容がさらに結選され，充実されるだろうと多

くの技術科教師は期待していたにも拘らず，期待を裏切

りやる気をなくさせる改訂である。

（杉並区立高井戸中学校・本間正彦）
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新しい指導要領の電気のところを見たとき，私は２，３

度目をこすり，ほおをつねってみました。そして，私の

読みちがいでないことがわかったとき，思わず，「バン

・ザーイ」とさけびたくなりました。それほどすばらしい

指導要領，どんなにほめてもほめたりないほどのものな

のです。以下にその理由をのべます。

まず，現行の指導要領では，電気の内容は｢照明器具，

電熱器具，砥動機，電信機などの製作や･修理に必要な技

術の基礎的事項を」指導することになっているので，私

たちはその「技術の基礎的事項」というアイマイなこと

ばにさんざ悩まされたものです。産教連の大会でも，ま

た教研集会でも，それどころか文部教研でさえ，いつも

「基礎的技術とは何ぞや」という論議が大まじめでかわ

されて来ました。ところが今度の指導要領にはそういう

アイマイなことばは消えてなくなり，そのかわり，２年

では「電球，ブザ，スイッチ，電池などを用いた電気器

具の設計と製作を通して，電気回路のしくみについて指

導」してから「電熱器具，照明器具および電動機を備え

た電気機器の点検」やそれらの「保守の方法および安全

な使用法について」指導し，そのあとでそれらの「しく

み」や，それら「に用いられる材料･」のことを指導する

ことになり，また３年では「増幅回路を用いた装置の設

計について」指導してから，おもむろに「電気回路要素

のはたらきと使用法について」指導すればいいので，そ

のあとはもう「増幅回路を用いた装置の組み立てと調整

の方法」「組み立て作業における試験方法」「安全」など

について指導すればよいだけなのです。つまり，これま

でアイマイだった「技術の基礎的事項」とはこれだけの

ことなのだ，と，実に明快に，おどろくべき卒直さで，

私たちにその正体を見せてくれたわけで，これをたとえ

ば社会科の，小学校で問題になった「公民的」というこ

とばが中学校では総括目標からはずれてたり，神話が表

面から消えたりして，なんだかまわたに針をつつんだよ

うな薄気味わるいのにくらべてみると，この卒直さは全

く賀重なものといえるでしょう。

ですから，ここに記されたことだけ指導してさえおけ

ば，それで基礎的技術を習得させたことになるわけで，

しかもその内容たるや，なに一つ「理解」させる必要は

ないのです。これはもう「学習」ではなくて訓練だと言

つた方がよいでしょう。ですから私たちは，ムチをもっ

てどなりつけていさえすればいいのです。こうなれば，

技術科の教師ぐらいラクな商売はない，というわけで

す。

なにしろ，現行の指導要領では，たとえば「電気回路

要素／真空管，コイル，コンデンサー,抵抗,電源など」

とあるだけで，それをどうしなければならないか，なに

も書いていないものですから，私たちはそれらのものの

性質とか，それらを使ってできる回路の理論にいたるま

で理解させなければならないのだろうと思って，いろん

なことを苦労してやってみたわけです。ところが，こん

どは，その「はたらきと使用法」を「知ること」だけは

要求されていても，理解することはどこにも要求されて

いないのです。また「……できること」という項目もた

くさんありますが，それはたとえば「ねじ回し,ニッハ，
。

･･･…などの工具を適切に使う」ことだとか，「コードと

電気機器の接続」することのような，今さら指導する必

要もないことであってみたり，でなければ「使用目的に

即して，増幅回路を用いた装腫の設計ができること」の

ように，もともと中学生にできるはずのない無理な要求

であることが誰の目にも明らかなものだから気がらくな

のです。

何よりも一番ありがたいのは，新しい指導要領が，論

理的に全く支離滅裂で，これだったら何をどう教えても

文部省としては文句をつけられた義理ではないことを自

ら認めていらっしゃることです。たとえば３年ではまず

最初に「増幅回路を用いた装極の設計」が出て来るの

に，それに使う「砺気回路要素のはたらきと使用法につ

いて」はそのあとで指導するようになっています。これ

はたとえば熱機関を先に学習してそのあとで気体の熱に

よるぽうちようのことを教えたり，加速度の方を速度よ

り先に学習させようとしたりするようなものではないで

しょうか。いくら「総則」に「．．…･内容に示す事項の順

序は……指導の順序を示すものではない」とことわって

あっても，これではだれが見てもなっとくしないでしょ

う。「学校においては……順序にくふうを加え」たらよ

い，ですませることのできる問題ではないはずです。

増幅回路だけではありません。２年の「電熱器具，照

明器具および電動機を備えた電気機器」について見て
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も，点検や保守がさき，「しくみ」はあとになっていま

す。しくみもわからない物の〆何を点検せよとおっしゃ

るのか。この指導要領を作られたエライ先生方の頭がみ

などうかしているのでなければ，「わからんでもよいか

ら言われた通りやれ。モンクをいうやつはクピだ.ﾉ」と

どなりつけるおつもりなのでしょう。中学生時吻代からそ

のようにムチでいためつけて飼いならそうというのでし

ょうか。

ですから，もし本当にどの指導要領に忠実な教科書が

できたとすれば，そこを教えるときに，文部省のエライ

人はこんなバカなことを考えてるんだよ，と生徒に実例

を示すことができますし，またもしこの順序に忠実でな

い教科書だったら，文部省はこうしろと言ってたんだけ

どその通りできないからこんな教科書になったらしい

ね。君たちどっちが本当だと思うか？と，問いかける

ことだってできます。どっちにしても教室で大つぴら

に，誰はばかることなく，文部省や支配階級の悪口が言

える，そのことを考えると今からうれしくてうれしく

て，胸がワクワクします。

それは困る，とおっしゃるなら，それなら私たちが何

をどう教えようとモンクのいえたスジあいではあります

まい。だいいち「技術における理論」なるものを数年前

からふりまわしていたのは，文部省調査官の鈴木寿雄先

生御自身じゃありませんか。それを今さら，技術科と

は，やり方だけ教えたらよい教科だ，理解させなくても

よいからとにかくだまってやらせろ，ですむとでも思っ

ていらっしゃるのでしょうか。つまり文部省には，技術

教育を指導する能力はないという告白をされたものとう

けとられてもしかたありますまい。指導能力の欠如を自

ら告白した文部省の作った指導要領に何の拘束力があり

ましょう。もともとこんな支離滅裂な内容なのですか

ら，逸脱もクソもない，何をしたって文部省としては文

句のつけようがないという，つまりこれは大いに自主編

成を奨励してくれる，というよりも自主編成せざるをえ

ない組み立てかたになっているので，だから鍛初に申し

ましたように，こんなありがたい指導要領はない，とい

うわけなのです。全国の技術科の先生方，大いに自信を

もって自主編成をすすめましょう／新指導要領バンザ

イ.／

（神戸市立原田中学校・小川顕世）
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、１ カロエ分里予の問題点の概要
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第１学年，第２学年の木金工の柱は現行と全く変化が木材の比重，含水率などもはいっている。木材にはたら

ないといっても過言ではない。板材→角材，板金→丸棒<力の関係を，どうして角材製品に求めるのか。金工の

の系譜がそのままである。この系譜には技術教育の科学方は材料の花盛りになりそうである。１年にアルミニュ

性は一片のかけらもないことは今までも何回も指摘して一ム。２年に,炭素鋼・黄銅・合金鋼などの性質と用途，

きた。本質が不変ないし反動化しているのだから何とも「同じ材料でも焼処理の方法によって‘性質が異ること」

しょうがないが，小手先の変化を気のつくままに大略褐を知ることとある。やっと材料の基本が一人前に顔を出

げる。したが ，棒材加工は何をやらすことになるか現場の

１木工機械１年の丸のこが２年に移る。角のみ機の教師もまた苦労一とにかくブンチンに包括される旋盤

使用のできないところは，はぷいてよい。丸のこも指導・ボール盤・ねじ立ては残っているのであるから。しか

を欠くことができる。また，１年の木工機械（自動かんし，残っているといっても，、残っていない、といって

な，糸のこ機）は２年にまわしてもよい。手押しかんなもよい。「内容の取り扱い」の項で，旋盤・ボール盤・

は完全に姿を消した。しかし、こしかけ、をふくむ、角ねじ立ては欠くことができるようになっている。とする

材製品、が消えるわけではなく，かわりに、両刃のこ、と最低、やすりかけ、ということになろう。、鍛造、な

、平かんな、が幅を効かすことにあいなる。安全のためどは１言もでて来ないが「熱処理」を拡大解釈すればと

に万々才でござる，と喜んでいられようか。この問題もいうことにもなる。しかし「熱処理の方法によって性質

要は技術教育の内容と題材を選定する基準が非科学的なが異ることを知ること」という文章からは、鍛造、はで

ので，自己矛盾を生じているのである。そのうちに、のて来ないようである。とすると，「イヤイヤながらの技

み、も使用禁止などにならねばよいと思う。術科教師」は、ヤスリがけ、だけになる。そうでもしな‘

２材料木材の強さなどが２年にまわった。相不変，ければ電気の時間が生み出せまい。

Ｚ６

建昌
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３指導法について

、実習例、や、配当時間、がなくなっているので，自由

な実践ができるだろう，と思うのは間違っている。多

分，教科書のページ数や指導書，伝達講習会などでこと

細かにでてくるだろう。そのことは今回の指導要領の文

章表現の細かさから予想される。特に大きく変ったのは

指導法までも規定してかかっていることで，これは現場

の教育権一民主教育の本質にかかわる－を完全に無

視したものである。、……について知ること、という表

現はよいが，「椛想模型をもとにして，組立図を第三角

法でかくことができること」となると，ここでは明らか

に、構想模型、が強制されている。別に、俳想模型、に

反対しているのではない。こうした限定的な文章表現を

指導要領が行うことが問題なのである。これは学習の内

容を規定することと違って，教師のぢつ主体的な指導法

を規制してかかる恐れがある。模型→組立図が一つの指

導上の流れであることもあろう。特に板金加工ではそう

かも知れない。そのことが最も有効な指導法であったに

せよ,指導要領で規定する内容ではないはずである。「指

導書」なりに、模型をつくると……のことがらを理解さ

せやすい、といった程度のことなのである。

「指導の項目」で「加工作業における測定について指導

する」「安全について指導する」などの表現は当りまえ

のことが書いてあるから，そのまま読みとれるが，「日

常生活における家具の選択について指導する」となると

方法も含めた文蹴となってくる。その項の事項に，「自分

のからだに適合するいすや机の形状と寸法を知ること」

となると，もうどうしようもない。あたかもいすや机を

教材にせよといわんばかりである。技術教育の科学的な

法則性を学ぷことと，日常の知恵が結びつくことに異論

はないが，「家具」のえらび方までを規定するとは何と

も心わびしい限りである。技術教育をまともな科学的教

科として系統づけて実践して来れば，いすや机の形状・

寸法を知ることが，いかに教材とかけ離れたものかわか

るはずである。、いす、や机のことを知るのではなく，

各部材に加わる、力のモーメント、そして接合部の形状

と、強度、の考え方それ自体が技術教育の目標になって

いるのである。この指導要領の基盤にある、期待される

人間像、のやすっぽいヒューマニズムと，労働者の階級

意識をまひさせる「豊かな生活」のための工夫・創造と

いう限界が端的に表明された項目である。

とにかく「欠くことができる」といわれる項目を欠い

て行くと，日本の技術教育の貧困さが説明されるし，完

全に欠かさず指導すれば，知識・技能・態度がそれぞれ

つぎはぎされたポロポロの技術科的人間像が生まれてく

るであろう。このことは加工分野ではまだ，ものがっく

りやすいことによって救われるであろうが。

（武蔵野５中・佐藤禎一）
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インスタント食品は生活を豊かにするのか

－-一食物分野を検討する－－－
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３７年度版は調理という呼び方であったが，案によると結合状態による加熱上の変化を１つの学年にまとめて学

食物と改まっている点，技能にかたよらない記噸が含ま習しないのだろうか。このこと瞳調理実習にも関連して

れていないだろうか。栄養学的な迫り方と調理学的な迫くる◎１年で米飲，煮込みうどん，ルーを用いた煮込み

り方を混ぜ合せようと意識的にとりくまれたのであれじる，２年で味つけめし，乾めんをゆでた類の調理，３

ぱ，一応前進とみたいのだが，細かくみていくと体系的年ではすし飯，かゆ，小麦？卵・砂糖・膨化剤を用いた
な裏づけが全くないのにはがっかりする。 菓子を作ることとなっている。家庭の調理が母から娘に

例えば(3)食品の調理上の‘性質について指導する。とい体験的に伝承されてきた方法と，学校教育は変わらない

う項が各学年に設けらｵ'戸一見調理をする前に実験でたしでよいのだろうか。物の本質をみきわめることによっ

かめる科学的なとりあつかいかと思われるのだが，１年て，転移性のある力がつくのである。科･学的な原理をぬ

で米といもの性質を知ること。２年はでんぷんとかんてきにした学習では何回経験させても応用発展の力は得ら

んの性質を知ること。３年では小麦粉の性礎を知るこれない。共通目標の]L，科学的な根拠を理解させ技術を

と°となっている。いづれも炭水化物の多い食品でその実生活に活用する能力とあるが，どこをとっても目標に

特性を調理に利用する上のたしかめであろうが，なぜ別あてはまらないのである。

な々ものとして部分的な性質だけに限ってしまうのだろ栄養学的な面についても１年青少年，２年成人，３年

う。なぜ炭水化物を多く含む食品の特性として，分子の幼児，老人の栄養と献立とあいかわらずであるが，献立

1７



をつくる能力はどう学習することによってつくのか，こ

の辺で根本から考え直してもらいたかった。そうすれば

摂取迅のめやすなどという，あいまいで，国の食糧政策

をうのみにさせる学習から脱することができたのにと残

念でならない。又，２年の成人向き栄養と献立に，前回

では，家族の栄養に'性別・年令別の他に労作別摂取量の

めやすが明記されていたのに，案ではどこをみても見当

らない。どんな成人を考えようとしているのか気がかり

である。

各学年の食物学習を生活との関係まで触れているのは

よいと思うが，生活のおさえ方が皮層的である。例えば

１年では日常の食事作法ができること，２年では調理の

能率化と生活時間との関係について考える。３年では食

１i､難:情や家庭経済に応じ.て，家族の食生活の合理化につ

いて考えること……とあるが，その結果，各学年とも実

習のねらいに感じよく盛りつけることが強調されたり，

２年ではインスタント食品を用いたスープを作ることが

堂有と示されたり，経済に至っては実習と何ら関連がな

いのである。共通目標の生活に必要な技術を習得し，生

活を明るく豊かにする創造の能力と実践的態度に到達す

ることはとうてい無理なのである。

なお，男子向きは実習例が省かれた点だけは現場の創

意工夫ができていい，と言われているが，女子向きの

食，衣分野に限っては今まで以上に具体的な実習例が示

されている。家庭科教師の主体性を立案者達は頭から否

定しているのだ。こうした考えを排除していかないと，

家庭科はいつまでたっても古いからを打破ることはでき

ないのではないか。

（武蔵野２中植村千枝）
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マイホーム主義の徹底をはかる技術・家庭科

＝ロー－〃タヶタター一タタタタ”■＝コグター_＝』”、ググー一●ｐ”凸

幻年度から実施される中学校学習指導要領(案)が発表

になった。私は被服分野，保育分野および工的分野とし

ての機械と電気について所信を述べてみようと思う。

１被服分野

実習としては１年ブラウス・スカート，２年休養着(パ

ジャマ)，手芸（ししゅう，あみ物，染色のうち二つ以

上）３年ワンピースドレス，幼児の遊び着と配分されて

いる。

製作計画の立て方については各学年とも、型紙の選択

と補正ができること、という項目があげられている。従

って今まで通り既成の型紙の利用ということになるであ

ろう。、着用者の体型と個性に適したデザインができる

こと、という内容がうたわれているが，これも既成の型

紙を使っての変化にとどまる。他の加工学習つまり木材

加工，金属加工などはすべて設計製図から作業が始まる

のが常道だが，布加工に限って，製図を全く無視してし

まっていることは科学性を失った単なる技能主義という

ほかはない。人間の体型はたしかに複雑ではあるが，型

紙はりっぱな展開図である。型紙の作製過程を知らなけ

れば補正の理解も充分定着させることはできないのであ

る。

被服材料･の特徴については１年で綿，レーヨン，ビニ

ロン，ポリエステル，２年でアセテート，ナイロン，ア

クリルというせんいの種類をおさえ，織り方として１年

Z８

で平おり，あやおり，２年でタオル，ネルなどの添毛お

り，３年でしゅすおりと分けて取りあげられている。被

服材料の特徴を扱うことには意義があるが，３年間に分

散して，単なるら列に終ってしまっては意味がない。繊

維産業の発展の歴史のなかで，手織機→自動織機→不織

布の流れを認識し，天然せんい→再生せんい→合成せん

いと急速な発展をとげた背景を理解しなければならな

い。人間の力で作り出したものだという把握のし方で，

衣教材における化学的教材としての材料学習にポイント

をおいた取扱いこそ望ましい方向であろう。

また被服分野では各学年とも、被服と生活との関係に

ついて指導する、という項目があげられているが，、季

節にふさわしい日常着の薪方、、休養と被服との関係、

、目的に応じた薪装、等友，消費生活にのみ重点がおか

れ，人間の生活における最も価値のある生産的生活のあ

ることを無視したのはどういうことか。これでは，今盛

んにいわれるマイホーム主義を益々助長させるような結

果になりはしないか。こんなことでは衣教材の目的は一

層迷路におちこんでしまうのではないかと不安になるば

かりである。、女の子だから洋服も縫えないようではお

嫁にもいけないでしょう、式の方向づけで，これだけの

衣教材を女子に課するというのでは全く時代錯誤もいい

ところである。

２保育分野

琴南豊

一望
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今までとかくの批判があったにもかかわらず，３年に

その内容がみられる。、幼児に対する関心を高める、こ

とが目標にあげられているが，今日の家族構成が専ら核

家族傾向をたどっている現実の中では，０才児保育から

の保育園にでも行って実習しなければ，到底実態は把握

できない。しかも15才に満たない女生徒に、幼児に対す

る関心を高めよ、と言辞を弄しても，それは空念仏に等

しいといいたい。かつての高等女学校における家事・裁

縫・育児の概念に余りにも強く取り付かれすぎているの

ではないだろうか。

３家庭機械（２年）

目標は、家庭:機械の整備を通して機械のしくみについ

て理解させ，機械を適切に使用する能力を養う、とあ

る。これは雌初の家庭という二字を削除すれば，そっく

りそのまま２年男子の目標となる。そして(1)～(7)の項目

に分けて細かく記載された指導内容は男子(2)～(8)と全く

同じである。女子には動く模型または生活用品の設計と

製作が略されているのである。

４家庭電気（３年）

これも家庭機械と同様，家庭の二字を除けば男子の内

容と同じである。ただ男子には，電球・ブザ・スイッチ

・電池などを用いた電気器具の設計と製作という実習が

伴っている。

しかし驚いたことに男子では同じ内容を２年で学習す

ることになっている。男子と女子の能力にほっきり１年

の差があるとでもいうのだろうか。教育にこのような差

別があってよいものだろうか。勿論，科学的な方法でさ

えあれば，料理をやっても，裁縫をやっても能力の開発

はあり得るのだが，将来に生きる人間の教育という面

で，差別された教育は絶対にあってはいけないと思う。
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同じ内容を一方では２年で学習し，一方では３年で学習

するということを，教育される側が差別として感じとっ

たとき,差別の意識はさらに拡大されていくものである。

教科としてそういう危険はおかすべきでないと思うので

ある。

以上今度の指導要領の改訂に当って問題点をあげてみ

た。現行の指導要領についても，男子と女子の将来の進

むべき方向を位置づけた内容に大きな疑問を抱いていた

のだが，その押しつけを改めることはおろか，さらに明

確に女子の家庭生活における家事・裁縫・育児の技能習

得が一層力説される結果となった。そこには，生産的生

活を全く抜きにして，いかに合理的な消喪生活を営むか

を目標とすることしか残されていない。われわれ人間に

は，消喪することの前に生産労働という極めて重要な生

活があるにもかかわらず，労仙の主人公となるべき能力

の開発は見向きもされなくなった。布の選び方，用具の

選び方，洗剤の選び方，龍気機器の選び方，銘板やカタ

ログの読み方の指導ときてはまさに，物質文明の虜にな

ってマイホーム主義の徹底のためにおかれた教科としか

思えないのである。

マイホーム主義も今でこそ多くの人友の心をとらえる

ことができるのであって，ｖ,わぱ今日的現象でしかな

い。社会の進展によって，マイホーム中心の生活も大き

く変革することが考えられるのだが，教育というものが

このように目先のことに囚われすぎてはおしまいであ

る。いつの時代にも，どんな社会にでも生きつづけるこ

とのできる内容で，国民のすべてが要求するものでこそ

一般普通教育としての価値を見出すことができるのでは

ないだろうか。

（大田区立大森７中坂本典子）
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一堂

－総則・技術家庭（男子向き）

第１教育課程一般＝1．学校においては，法令およ

びこの章以下に示すところに従い，地域や学校の実態お

よび生徒の心身の発達段階と特性をじゅうぶん老I直して

適切な教育課程を編成するものとする。

２．第２章以下に示ず国語，社会，数学，理科，音楽

美術，保健体育，技術・家庭，外国語，農業，工業，商

業，水産および家庭の各教科（以下「各教科」という)，

道徳ならびに特別活動の内容に関する事項は，特に示す

場合を除き，いずれの学校においても取扱わねばならな

い◎

学校において特に必要のある場合には，第２章以下に

示していない内容をつけ加えてもさしつかえないが，そ

の場合には，第２章以下に示している各教科の各学年も

しくは各分野の目標または道徳もしくは特別活動の目標

やこれらの内容の趣旨を逸脱したり，生徒の負担過重と

なることのないようにしなければならない。

３．略

４．学校において特に必要がある場合には，学業不振

のため通常の教育課程による学習が困難な生徒につい

て，各教科の趣旨をそこなわない範囲内で，各教科の各

文部省は12月17日，中学校学習指導要領案を発表した。そのなかで，「総則」の一部と’技
〃

術・家庭の男子向きの全文を資料･として掲戦することにする。

女子向きおよび選択教科職業については，次号以下に掲赦することにする（編集部)。

学年または各分野の目標および内容に関する事項の一部

を欠くことができる。

５．略

６．第２章に示す各教科の各学年または各分野の内容

に示す事項の順序は，特に示す場合を除き，指導の順序

を示すものではないので，学校においては，各事項のま

とめ方や順序にくふうを加え，効果的な指導を行なうも

のとする。

７．選択教科については，次の事項について配慮する

ものとする。

①生徒に各学年１以上の選択教科を履習させるもの

とするが，その際，生徒の進路，特性等をじゅうぶん考

慮し，それぞれの生徒に適した選択教科を履習させるこ

と。

②略

③磯業，工業，商業,.水産，家庭およびその他特に

必要な教科については，主として第３学年において履習

させるものとするが，地域や学校の実態および生徒の必

要に応じて第１学年から履習させることができること。

８．略

９．略

第２略

第３略

総則

中学校学習指導要領案

Ｊ
－－

＜別表＞
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区
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１
年

第
学

２
年

第
学
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学年，

必修教科の授業時数

国
語

１７５

175

175

社
会

140

140

175

数
学

140

１４０

140

理
科

１４０

140

140

幸
園
率
不

7０

7０

3５

美
術

７０

7０

3５

体
育

保
健

125

125

125
弓
一
己
●

家
庭

技
術
．

105

105

105

授
業
時
数

道
徳
の

３５
①

3５

3５

授
業
時

特
別
活
動数．

５０

５０

５０

Ｕ
■

業
時
数

に
あ
て
る

選
択
教
科
等授

140

140

175

数総
授
業
時

ｴ190
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第 ８ 節技術・家庭

第１目標

生活に必要な技術を習得させ，それを通して生活を明

るく豊かにするためのくふう創造の能力および実践的な

態度を養う。

このため，

１計画，製作，整備などに関する基礎的な技術を習

得させ，その科学的な根拠を理解させるとともに，

技術を実際に活用する能力を養う。

２家庭や社会における技術と生活との密接な関連を

理解させ，生活を技術的な面からくふう改善し，明

るく豊かにする能力と態度を養う。

３仕事を合理的，創造的に進める能力や協同，責任

および安全を重んじる態度を養う。

第２各学年の目標および内容

男子向き

〔第１学年〕

１目標

（１）図面の製図と読図を通して，技影法について理解

させ，製作意図を的確に表現する能力を養う。

（２）主として板材で構成する木製品の波計と製作を通

して，木材の性質と加工法との関係について理解さ

せ，使用目的に即して製作品をまとめる能力を養

う。

（３）主として板金で構成する金属製品の設計と製作を

通して，塑性加工の特徴について理解させ，‘使用目

的に即して製作品をまとめる能力を蕊う。

２内 容

Ａ製図

（１）立体を図示する方法について指導する。

ア立体を斜投影法や等角投影法によって図示する

方法を知ること。

イ直方体などの立体を斜投影法や等角投影法|雲

．って図示できること。

ウ立体を第一角法によって図示する方法を知るこ

と。

エ立体を第三角法によって図示する方法を知るこ

と。

オ第一角法と第三角法の違いを考えること。

力立体を第三角法によって図示する場合の正面の

選び方を請えること。

キ匝方体の組み合わせによって構成された立体を

第三角法によって図示できること。

ク第三角法によって図示された立体の投影図をも

とにして，その立体を斜投影法や等角投影法によ

って図示できること。

ケ斜投影法や等角投影法によって図示された投影

図をもとにして，その立体を第三角法によって図

示できること。

（２）製図用具の使用法について指導する。

ァ水平線，垂線および斜線をひくのに必要種製図

用具を適切に使うことができること。

イ、円と弧をかくのに必要な製図用具を適切に使う

ことができること。

ウ必要な寸法を測りとるための製図用具を適切に

使うことができること。

（３）製作図のかき方について指難する。

ァ設計と図面との関係を知ること。

イ製作に必要な組立図と部品図について知るこ

と。

ウ．製作図として必要な図の数と厩置を考えるこ

と。

エ製図用紙の大きさと尺度について知ること。

オ線の用途に基づいて，その使いわけができるこ

と。

力寸法線，寸法補助線，引出線および寸法数字を

知ること。

キ形状と加工法を表わす記号について知ること。

ク基準面や基準線をもとにして，寸法記入が適切

にできること。

（４）図面と生活との関係について指導する。

ア規格の必要'性について知ること。

イ図面が日常生活や工業製品の生産に重要な役割

を果たしていることを知ること。

Ｂ木材加工

（１）主として板材で構成する木製品の設計について指

導す:る。

アスケッチによる構想表示の方法を知ること。

イ製作品の使用目的に即して機能，材料，構造，

澱用などの設計の要素を考瞳し，製作品の構想図

をかくことができること。

ウ板材のじょうぶな使い方と接合法を考えるこ

と。

エ構想図をもとにして，製作図を第三角法でかく

ことができること。

2Ｚ



えること。．

Ｃ金属加工

（１）主として板金で構成する金属製品の設計について

指導する。

ア模型による構想表示の方法を知ること。

イ製作品の使用目的に即して機能，材料，椛造，

饗用などの設計の要素を考慮し，製作品の榊想模

型を作ることができること。

ウ構造の強さを増す方法を考えること。

エ構想模型をもとにして，組立図を第三角法でか

くことができること。

オ組立図をもとにし，ふち折りしろや仕上げしろ

を考慮して展開図をかくことができること。

力製作図をもとにして，材料の見積もり方および

製作工程表の作り方を知ること。

（２）板金材料と接合材料の特権およびそれらの使用法

について指導する。

ア金属の塑性変形について知ること。

イ軟鋼板，亜鉛鉄板，アルミニウム板などの板金

材料の性質を知ること。

ウはんだ，リベットなどの接合材料の使用法を知

ること。

（３）金工具の使用法およびそれらによる加工法につい

て指導する。

アけがき用具を適切に使い，板金にけがきができ

ること。

イたがねや金切りぱさみの切断のしくみを知るこ

と。

ウ切断工具を適切に使い，板金の切断ができるこ

と。

エ穴あけ工具を適切に使い，：板金に穴あけができ

ること。

力接合用具を適切に使い，板金の接合ができるこ

と。

キ塗装用具を適切に使い，板金の塗装ができるこ

と。

（４）加工作業における測定について指導する。

ア測定における誤差について知ること。

イ鋼尺，直角定規などの用具を使って，加工部分

の正確さの検査ができること。

（５）加工作業における安全について指導する。

ア金工具を使用する場合に起こりやすい事故と，

その防止法を知ること。

イはんだごての安全な取り扱いができること。

一
壱
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オ製作図をもとにして，材料･の見獄もり方および

製作工程表の作り方を知ること。

(2)木材，接合材料および塗装材料の特徴ならびにそ

れらの使用法について指導する。

ア繊維方向による木材の強さの違いを知ること。

イ木材の収縮について知ること。

ウ接着剤と緊結材の性能と使用法を知ること｡・

ェ透明塗料と目止め剤の性質と使用法を知るこ

と。

i3）木工具と木工機械の使用法およびそれらによる加

工法について指導する。

ア切りしろと削りしろを考慮して木取り寸法を決

め，けがきができること。

イ糸のこ盤や自動かんな盤の構造と操作法を知る

こと。

ウ平かんなや両刃のこぎりの切断のしくみを知る

こと。

エ両刃のこぎりや糸のこ盤を適切に使い，板材の

のこぎりびきができること。

オ平かんなや自動かんな盤を適切に使い，板材の

かんな削りができること。

力接着剤や緊結材を適切に使い，製作図に基づい

て組み立て加工ができること。

キ木材の素地を生かした透明塗装ができること。

14）加工作業における測定について指導する。

アさしがね，直角定規などの用具を使って，加工

部分の正確さの検査ができること。

15）加工作業における安全について指導する。

ア木工具を使用する場合に起こりやすい事故とそ

の防止法を知ること。

イカロエ法に応じて木材を確実に保持できること。

ウ糸のこ盤や自動かんな盤の安全な使用法を知る

こと。

エ換気や火気に注意し，塗料と溶剤の安全な取り

扱いができること。

16）日常生活における木材，接合材料および塗料の選

択について指導する。

ア使用目的，使用条件，・価格などに応じて，木

材，合板，接着剤，緊結材および塗材の選び方を

考えること。

(7)木材と生活との関係について指導する。

ア木製品に関するデザインと加工技術の進歩につ

いて知ること。

イ生活を豊かにするための木材の利用について考
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ウ板金材料の安全な取り扱いができること。

（６）日常生活における板金製品の選択について指導す

る。

ア‘使用目的，使用条件，価格などに応じて，板金

製品の選び方を考えること。

（７）金属と生活との関係について指導する。

ア塑性加工技術の進歩について知ること。

イ生活を豊かにするための金属の利用について考

えること。、

３内容の取り扱い

（１）内容のＡの指導に関する製図規格については，

「ＪＩＳＺ８３０２製図通則」によることを原則とす

る。

（２）内容のＢの(3)および(5)の木工機械については，第

２学年において取り扱うことができる。また，その

指導を欠くこともできる。

（３）内容のＣの(3)の力，キおよび(5)のイについては，

取り上げる題材によって，その指導を欠くことがで

きる。

〔第２学年〕

１目標

（１）主として角材で構成する木製品の設計と製作を通

して，荷重と材料および構造との関係について理解

させ，使用目的や使用条件に即して製作品をまとめ

る能力を伸ばす。

（２）主として棒材で構成する金風製品の設計と製作を

通して，切削加工の特徴について理解させ，使用目

・的や使用条件に即して製作品をまとめる能力を伸ば

す。

（３）機械の整備を通して，;機械を大切に使用する能力

を養う。

（４）電気機器の取り扱いを通して，電気回路のしくみ

について理解させ，電気機器を安全に，しかも適切

に使用する能力を養う。

２内容

Ａ木材加工

（１）主として角材で構成する木製品の設計について指

導する。

ア製作品の使用目的や使用条件に即して機能，材

料，柵造，加工法，凝用などの設計の要素を考慮

し，製作品の構想図または椛想模型による表示が

できること。

イ曲げ応力が生じるような荷重が加わる部材のじ

ょうぷな使用法を考えること。

ウ角材の接合法を知ること。

エ構造の強さを増すための補強法を考えること。

オ榊想図または構想模型をもとにして，製作図を

第三角法でかくことができること。

力製作図をもとにして，材料表と製作工程表の作

成ができること。

(2)木材と塗料の特徴およびそれらの使用法について

指導する。

ア引張り強さ，圧縮強さなどの材料の強さについ

て知ること。

ウ不透明塗料の性能と使用法を知ること。

(3)木工具と木工機械の使用法およびそれらによる加

工法について指導する。

ア丸のこ盤や角のみ盤の構造と操作法を知るこ

と。

イ両刃のこぎりや丸のこ盤を適切に使い，角材の

のこぎりびきができること。

ウ平かんな自動かんな盤を適切に使い，角材のか

んな削りができること。

エのみや角のみ盤を適切に使い，ほぞ穴あけがで

きること。

オ木工具を適切に使い，ほぞ作りができること。

力製作図に基づいて，組み立て加工が的確にでき

ること。

キ木材の透明塗装またば不透明塗装ができるこ

と。

(4)加工作業における測定について指導する。

アさしがね，直角定規などの用具を使って，加工

部分の正確さの検査が的確にできること。

イ加工不良の原因を考えること。

(5)加工作業における安全について指導する。

ア木工機械を使用する場合に起こりやすい事故を

知ること。

イ丸のこ盤や角のみ盤の安全な使用法を知るこ

と。

ウ木材の形状や寸法をもとにして，機械加工の適

否の判断ができること。

(6)日常生活における家具の選択について指導する。

ァ使用目的や住居の条件に応じて，家具の選び方

を考えること。

イ自分のからだに適合するいすや机の形状と寸法

を知ること。

(7)木材と生活との関係について指導する。
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イ平面，直角，平行などの工作の精度の検査がで

きること。

ウ加工不良の原因を考えること。

（５）加工作業における安全について指導する。

アエ卿作機械を使用する場合に起こりやすい事故に

ついて知ること。

イ卓上ポール盤や小型旋盤の安全な使用法を知る

こと。、

ウ加工法に応じて材料を確実に保持できること。

（６）日常生活における金属製品の選択について指導す

る。

ア使用目的，使用条件，価格などに応じて，金属

製品の選び方を考えること。

’(7)金属と生活との関･係について指導する。

ア切削加工技術の進歩について知ること。

イ日常生活や産業の中で果たしている金属の役割

について考えること。

ｃ機械

（１）動く模型または生活用品の設計と製作を通して，

機械のしくみについて指導する。

ア運動の方向や速さを変えるしくみをもつものを

投計し，製作することができること。

イ回転運動を往復運動に変えるしくみをもつもの

を設計し，製作することができることｄ

ウ平行運動のしくみをもつものを設計し，製作す

ることができること。

（２）機械の整備に必要な工具の使用法について指導す

る。

ア締めつけ方や締めつけ順序を考慮し，ねじ回し

やスパナの使用ができること。

（３）機械の整備作業における安全について指導する。

ア盤lIlii工具の安全な取り扱いができること。

イ換気や火気に注意し，潤滑油と洗浄油の安全な

取り扱いができること。

（４）機械の整備の方法について指導する。

ア盤備の目的に応じた分解と組み立てができるこ

と。

イ組み立てを考慮した分解部品の整理の方法を考

えること。

ウ機械部品のスケッチの方法を知ること。

エ部品の洗浄および部品の異常の有無の点検がで

きること。

オ部品の交換ができること。

力回転部やしゆう動部に，給油が適切にできるこ

一望
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ア生活嫌式の変化と加工技術の進歩との関係につ

いて知ること。

イ日常生活や産業の中で果たしている木材の役割・

について考えること。

Ｂ金属加工

（１）主として棒材で構成する金属製品の設計について

指導する。

ア製作品の使用目的や使用条件に即して機能，材

料，榊造，加工法，費用などの設計の要素を考慮

し，製作品の構想図または構想模型による表示が

できること。

イ金属の接合法を知ること。

ウ公差について知ること。

エ構想図または構想模型をもとにして，製作図を

第三角法でかくことができること。

オ製作図をもとにして，材料表と製作工程表の作

成ができること。

（２）加工材料と工具材料･の特徴およびそれらの使用法

について指導する。

ァ炭素鋼，黄銅などの加工材料の'性質と用途を知

ること。

イ炭素鋼，合金鋼などの工具材料の性質と用途を

知ること。

（３）金工具と工作機械の使用法およびそれらによる加

工法について指導する。

ァけがき用具を適切に使い，材料にけがきができ

．ること。

イ切断工具を適切に使い，材料の切断ができるこ

と。

ウやすりがけが適切にできること。

エ卓上ボール盤や小型旋盤の構造と操作法を知る

こと。

オドリルやバイトの切断のしくみを知ること｡、

力卓上ポール盤を適切に操作して，材料に穴あけ

ができること。

キ小型旋盤を適切に操作して，端面削りや外周削

りができること。

クねじ切り工具を適切に使い，ねじ切りができる

こと。

ケ塗装用具などを適切に使い，表面の処理ができ

ること。

（４）加工作業における測定について指導する。

アノギス，マイクロメータなどの用具を使って，

加工部分の正確さの検査が的確にできること。
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と。

（５）機械の:機箭と機械要素について指導する。

アベルト車と歯車の運動伝達のしくみを知るこ

と。

イカムとリンクの運動伝達のしくみを知ること。

ウつりあいおもりとはずみ車のしくみを知るこ

と。

エ平軸受けと玉軸受けの特徴を知ること。

オねじ，ピン，ばね，ブレーキなどの機械要素の

はたらきを知ること。

！(6)機械に用いられる材料の特徴について指導する。

ァ機械部品として広く用いられる炭素鋼の特徴を

知ること。

イ複雑な形状の部品や圧縮力を受ける部品に用い

られる鋳鉄の特徴を知ること。

ウ機械の摩耗，さびなどを防ぐためや機械を軽戯

化するために用いられる合金鋼と軽合金の特徴を

知ること。

エゴム，皮，プラスチックなどの非金属材料の特

徴を知ること。

オ潤滑油の性能を知ること。

’(7)日常生活における機械の選択について指導する。

ア使用目的，使用条件，価格などに応じて，機械

の選び方を考えること。

イ：機械の説明図や仕様書の読み方を知ること。

（８１機械と生活との関係について指導する。

ア機械の品質の向上と部品の互換性との関係につ
〃

Ｉ'､て知ること。

イ生活を豊かにするための機械の利用について考

えること。

Ｄ電気

（１）電球，ブザ，スイッチ，寵池などを用いた髄気器

具の設計と製作を通して，電気回路のしくみについ

て指導する。

ア抵抗器，コイル，コンデンサ，スイッチ，遮

池，交流電源などの図記号を用いてかいた回路図

の読図ができること。

イ電球，プザ，スイッチ，騒池などを用いた電気

器具の回路の設計ができること。

ウ製作品の回路図をもとにして，製作に必要な材

料･の見穣もりができること。

エねじ回し，ニッパ，ラジオペンチ，はんだごて

などの工具を適切に使い，回路図に基づいた製作
ができること。

（２）遮熱器具，照明器具および電動機を備えた電気械

器の点検について指導する。

ア回路計のはたらきを知ること。

イ抵抗の測り方を知ること。

ウ電気機器の導通試験による点検ができること。

エ直流電圧と交流瞳圧の測り方を知ること。

（３）電熱器具，照明器具および電動機を備えた電気機

器の保守の方法および安全な使用法について指導す

る。

アコードの許容電流および接続器やスイッチの定

格について知ること。

イ使用する電気械器に適ずるコードと接続器やス

イッチを選ぶことができること。

ウ接地の目的と方法を知ること。

エ感電，過熱短絡などによる事故の防止ができ

ること。

オコードと電気機器の接続ができること。

（４）屋内配線ならびに電熱器具，照明器具および電動

機を備えた電気機器のしくみについて指導する。

ア電燈，＝ンセント，スイッチ，配電盤などの図

記号を用いてかいた屋内配線図の読図ができるこ

と。

イ屋内配線のしくみを知ること。

ウ電熱器具のしくみを知ること。

エ照明器具のしくみを知ること。

オ電動機を備えた電気機器のしくみを知ること。

（５）電気機器に用いられる材料の特徴について指導す

る。

ア導電材料の特徴を知ること。

イ絶縁材料の特徴を知ること。

（６）ロ常生活における電気機器の選択について指導す

る。

ア使用目的，使用条件，価格などに応じて，電熱

器具，照明器具および電動機を備えた電気機器の

選び方を考えること。

イ磁気機器の銘板やカタログの読み方を知るこ

と。

（７）池気と生活との関係について指導する。

ア日常生活に必要な遁気に関する法的制限につい

て知ること。

イ生活を豊かにするための電気の利用について考

えること。

３内容の取り扱い

（１）内容のＡの(3)および(5)の木工械械については，そ

2５



ること。

ウ部品の洗浄および部品の異常の有無の点検が的

確にできること。

エ部品の交換が的確にできること。

オ内燃機関の運娠が適切にできること。

力暖気運転の必要性を考えること。

キ潤滑油を定期的に交換する必要性を考えること

ク排気ガスの色や:機関から出る音をもとにして，

機関の作動状態の良否が判断できること。

（４）内燃機関およびその動力伝達装腫の機i識について

指導する。

ア燃料と空気の混合および点火または着火のしく

みを知ること。

イシリンダに混合気または空気を吸い込み，シリ

ンダから燃焼したガスを排出するしくみを知るこ

と。

ウ燃料の燃焼によって生じる力を軸の回転運動と

して取り出すしくみを知ること。

エ潤滑のしくみを知ること。

オ冷却のしくみを知ること。

力動力の伝達を断続するしくみを知ること。

キ変速装極のしくみを知ること。

（５）内燃機関に用いられる機械材料と燃料の特徴につ

いて指導する。

ア燃料の燃料による高温と高圧に耐えるのに適し

たアルミニウム合金や合金鋳鉄の特徴を知るこ

と。

イ動荷重を受ける部品の材衝および材料処理の方

法を知ること。

ウガソリン・澄油などの燃料の性質を知ること。

（６）日常生活における内燃機関を備えた機械の選択に

ついて指導する。

ア使用目的，使用条件，価格などに応じて，内燃

機関を備えた機械の選び方を考えること。

イガソリン機関とディーゼル機関の得失を知るこ

と。

（７）機械と生活との関係について指導する。

ア機械技術の進歩について知ること。

イ日常生活や産業の中で果たしている機械の役割

について考えること。

Ｂ電気

（１）増幅回路を用いた装腫の設計について指導する。

ア真空管，トランジスタ，ダイオードなどの図記

号を用いてかいた回路図の読図ができること。

＝曇

〔第３学年〕

（１）目標

内燃機関の整備を通して，エネルギーの変換と利

用について理解させ，機械を適切に活用する能力を

伸ばす。

（２）増幅回路を用いた装置の設計と製作を通して，電

子のはたらきと利用について理解させ，電気機器を

適切に活用する能力を伸ばす。

（３）作物の環境調節や化学調節を加味した栽培を通し

て，作物の生育条件と栽培技術との関係について理

解させ，作物を計画的に育成する能力を養う。

２内容

Ａ機稜

（１）内燃機関の整備に必要な工具と測定具との使用法

について指導する。

ァ整備工具を適切に使用できること。

イすきまゲージ，トルクレンチなどの測定具を適

切に使用できること。

（２）内燃磯関の整備作業における安全について指導す

る。

ア換気や火気に注意し，燃料の取り扱いができる

こと。

イ感電に注意し，電気系統の点検ができること。

ウ換気や火気に注意し，内燃機関の運転ができる

こと。

（３）内燃機関の整備の方法について指導する。

ア機関本体の分解ができること。

イ合い印などに注意し，順序よく組み立てができ

ｄ
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の指導を欠くことができる。

(2)内容のＡの(3)のエおよびオについては，取り上げ

る題材によって，その指導を欠くことができる。

(3)内容のＢの(3)および(5)の「小型旋盤」について

は，その指導を欠くことができる。また，ｉ~卓上ボ

ール盤」については，第１学年においても，取り扱

うことができる。

(4)内容のＢの(3)のクおよびケについては，取り上げ

る題材によって，その指導を欠くことができる。

(5)内容のＣの(1)のア，イおよびウについては，生徒

の必要に即して，この中のいずれか一つ以上を選択

して指導するものとする。

(6)内容のＤの「電動機を備えた電気機器」について

ば，単相交流用のものを取り扱うことを原則とす

る。



イ電源回路のしくみを知ること。

ウ増幅回路のしくみを知ること。

エ使用目的に即して，増幅回路を用いた装置の設

計ができること。

オ製作品の回路図をもとにして，材料表と製作工

程表の作成ができること。

(2)電気回路要素のはたらきと使用法について指導す

る。

ア抵抗器のはたらきと使用法を知ること。

イコイルのはたらきと使用法を知ること。

ウコンデンサのはたらきと使用法を知ること。

エ真空管やダイオードの整流作用と，その使用法

を知ること。

オ真空管やトランジスタの増幅作用と，その使用

法を知ること。

力電池のはたらきと使用法を知ること。

キ変圧器のはたらきと使用法を知ること。

クスピーカのはたらきと使用法を知ること。

(3)増幅回路を用いた装置の組み立てと調整の方法に

ついて指導する。

ァ製作品の’性能を低下させないような部品の配置

および配線の方法を考えること。

イ部品の取り,付けが適切にできること。

ウ回路図に基づいて順序よく配線ができること。

エ組み立てた装置の調整ができること。

オ遜気的な雑音の防止について知ること。

(4)組み立て作業における試験方法について指導す

る。

ァ回路計のしくみを知ること。

イ直流電流の測り方を知ること。

ウ抵抗測定によって回路部品の検査ができるこ

と。

エ抵抗測定，電圧測定，電流測定などの方法によ

り，増幅回路を用いた装置の検査ができること。

(5)組み立て作業における安全について指導する。

ア作業中における感電や短絡の防止ができるこ

と。

イエ具の安全な取り扱いができること。

(6)日常生活における電気機器の選択について指導す

る。

ア使用目的，使用条件，価格などに応じて，音響

機器の選び方を考えること。

(7)遜気と生活との関係について指導する。

ア砥気技術の進歩について知ること。

Ｆ
■
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イ日常生活や産業の中で果たしている電気の役割

について考えること。

ｃ栽培

（1｝作物の環境調節や化学調節を加味した栽培計画の

立て方について指導する。

ア栽培する作物の‘性質およびその品種の特性を知

ること。

イ作物の環境調節や化学調節を加味した栽培法を

知ること。

ウ作物の生育過程と管理作業との関係を知ること。

エ栽培に必要な施設，用具および資材について知，

ること。

オ栽培の目的に応じた栽培計画を立てることがで

きること。

（２）作物の栽培に適する環境と，その調節法について

指導する。

ア作物の生育と温度，湿度，日長などの環境との

関係を知ること。

イ作物の生育に適する土の‘性質を知ること。

ウ作物の生育に必要な肥料の成分とその効果を知’

ること。、

エ栽培に適する環境の調節法を考えること。

（３）作物自体の生育の調節法について指導する。

ア作物の生育と摘心，摘芽などの生育調節法との

関係を考えること。

イ作物の生長，着果などの化学調節の方法を知る

こと。

（４）栽培に必要な施設，用具および資材の使用法なら

びに管理作業について指導する。

ア栽培に必要な施設や用具を適切に使うことがで

きること。

イ栽培に適する土の調製ができること。

ウたれまき，さし芽，移植，植え付けなどの作業

が適切にできること。

エ作物の摘心，摘芽，整枝などの作業が適切にで

きること。

オ・保温，換気，かん水，日おおい，施肥，除草な

どの作業が適切にできること。

力殺菌剤と殺虫剤の特性と，その安全な使用法を

知ること。

キ作物の病気や害虫の防除が適切にできること。

（５）作物の環境調節や化学調節を加味した栽培につい

て指導する。

アガラス室，ピニールハウスなどを使用した草花

２７



またば野菜の加温栽培ができること。

イ温度処理の効果を利用した草花の栽培ができる

こと。

ウ日長処理を利用した草花の栽培ができること。

エ生長調節のための薬剤使用を加味した草花の栽

培ができること。

オ蒲果剤の使用を加味した野菜の栽堵ができるこ

と。

力草花または野菜の養液栽培ができること。

（６）栽培と生活との関.係について指導する。

ァ作物の品種改良および栽培技術の進歩について

知ること。

イ生活を豊かにするための栽培について考えるこ

と。

３内容の取扱い

（１）内容のＡの題材として車両を取り上げる場合は，

運転技術の指導は行なわないものとする。

（２）内容のＡの(2)のイについては，取り上げる題材に

よって，その指導を欠くことができる。

（３）内容のＢの(2)の「電気回路要素のはたらき」につ

いては，それぞれの特徴を理解させる程度にとど

め，定量的に取り扱わないことを原則とする。

（４）内容のＣの(4)のイおよびエについては，取り上げ

る題材に聖って，その指導を欠くことができる。

（５）内容のＣの(5)のアから力までについては，地域や

学校の事情に即してｊこの中からいずれか一つ以上

を選択して指導するものとする。

第３指導計画の作成と各学年にわたる内容の取

り扱い

１指導計画の作成に当たっては，次の事項について配

慮するものとする。

（１）第２の各学年の内容のＡ，Ｂ，Ｃなどに充てる授

業時数については，そのいずれかにかたよることな

く，内容に応じて適切に配当すること。

（２）第３学年においては，学校において特に必要があ

る場合には，第１の目標の達成に支障のない範囲内

において，当該学年に示すＡ，Ｂ，Ｃなどのそれぞ

れの内容の一部を欠くことができること。また，当

該学年に示すＡ，Ｂ，Ｃなどのいずれかを，同等の

教育的価値を有するものと認められる他の内容をも

って代替することもできること。

（３）第２の各学年の内容のＡ，Ｂ，Ｃなどについて

は，相互に密接な関連を図り，理科，社会科などと

の関連もじゅうぶん考慮して適切に配列すること。

（４）学習活動は，実習を中心として，内容に示す事項

が有機的な関連をもち，総合的に展開するように計

画することを原則とすること。

２実習を中心とする題材の選定に当たっては，,次の観

点を考慮して選ぷ必要がある。

（１）内容に示す事項の指導に適切なもの。

（２）題材間に系統性があるもの。

（３）生徒の興味や能力の程度に即しているもの。

（４）家庭生活の充実発展に役だつもの。

３実習の指導においては，次の事項について配慮する

ものとする。

（１）用具の整理と保管，材料の購入と配分など，管理

に関する能力をじゅうぶん養うようにすること。

（２）服装と学習環境の整備，安全規則の励行など，安

全の保持にじゅうぶん留意すること。
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学習指導要領案をめぐって－一般商業紙の論調一

‐■凸■■■■＆■■■■■■■■■■■各■ ■■■■■ぜ□■■■■｡

さる12月18日の一般商業紙の朝刊は，１７日に公表され

た学習指導要領案の要旨を一斉に報道し，それぞれ，指

導要領案の特徴を指摘した。そのなかで，朝日，毎日，

読売の三大紙の論調を参考としてとりあげよう。

まずはじめに，朝日のマンガー横山泰三氏の社会戯

評一は，指導要領案の一面をよくとらえている。ｒＩ'学

急行という電車は生徒をのせてホームを離れている。ホ

ームには，文部省という役人が，ホームに談みのこされ

2８

た生徒に対して君たちは「ドン行に乗るんだよ」と言っ

ている。そうした絵の下に「能力別学習」とゴチックで

かかれている。ついで，読売のマンガー近藤日出造氏

一では，「戦団はフタバのうちに」ということばにそ

うて，坂田文相の似顔絵に「中学校学習指導要領案」と

かかれ，それが生徒に，鉄かぶととコン棒を与えている

絵がかかれている。この２つのマンガは，学習指導要領

案の２つの特徴一「能力別学習」と「公民教育一愛

－㎡
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認

国心教育」のもつ本質の一面をよくとらえているといえ

る。

各新聞の学習指導要領案への論調は，「公民」教育と

「能力別教育」の２つにしぼられている。

朝日では，「落後者に救いの手一問題は差別感を生

む恐れ」「敗戦の反省消える－歴史」という見出し

で，学習指導要領案を解説している。そして社説におい

て，能力別指導について，つぎのようにのべている。

「……能力別学習は，抽象的にいえば，理にかなったも

のであろう。しかし，それが，実際に行われた場合に，

ほたして目的通りのキメ細かい教育になるのか，あるい

は遅退児をおき去りにする結果になるのかは，別問題で

ある。そして，それは教育条件と教師の自覚にかかって

いる。とくに義務教育の段階では，すべての生徒に，義

務教育の要請する教育内容を獲得させる責任を国が負っ

ている。そのためには，教員の増員，教室・教材・教具

の充実などの措置を取り，おくれている子に，他のもの

以上の精力的な努力を傾けねばならぬはずのものだ。そ

れがなければ，現在のはげしい進学競争の中では，遅退

児の能力を開発することより，むしろ能力差の確認と差

別だけに終ってしまう危険が大きい。．…･･」として，「能

力別指導に必要な教育条件」の整備を文部省にもとめて

いる。

「公民」教育については，つぎの点において疑問がわ

くとのべている。

「……“社会規範と秩序の意義”（公民）などが強調

されるわりには，基本的人権，民主主義，平和主義とい

った憲法の核心的理念が，やや通り一遍にしか扱われて

いないという印象を免れぬ……また明治維新についても

「近代日本の発展にはたした役割」「当時の人々の苦心」

といった側面が直線的に強められているきらいがある。

つ重り「日本人としての誇り」のために，歴史が使われ

すぎていないか。……そのことがかえって科学的認識を

育てる妨げにならないか，倫理性の先行した歴史ではな

く，子どもにもっと歴史への客観的認識を考える必要を

訴えたい。……」

毎日では「“能力より指導'’というが……素手で“理

想”に挑戦－－施設まだまだ，重荷負う教師，差別指導

におちいる危険も」という見出しで，学習指導要領案を

解説している。つづいて社説では，朝日の論調とほとん

ど同じで，能力別指導と「教育現場の問題として考えた

場合クラス編成やグループ編成の必要を通じて“差別”

“選別'､の弊害が生れてこないとはいえない。生徒のな

かに，無用の優越感，劣等感が生じることは，とくに義

務教育段階ではできるだけ避けなければならない。その

ためには，父兄の協力も必要だろうが，それを含めての

配慮を単に現場教師に求めるだけでなしに，教育行政当

局としても，施設，設備，教育組織などの点で，現場の

努力を助ける必要があるだろう……」

ついで，「公民」教育についての毎日の論調は，朝日

のように批判的でなく，「一部でいうような“憲法，教

育基本法の精神の空洞化”というようなものではあるま

い。少なくとも個人の尊厳，基本的人権を軽視するかに

受取れるところは“案”のどこにも見当らないのであ

る。問題があるとすれば，それは，学習指導要領にある

より，むしろ，教育現場にこそあるとみるべきだろう」

読売では，「“公民”意織養う社会科の改編，能力差

教育とり入れ」を見出しにして解説している。社説では

社会科の政治・経済・社会を「公民」としたことの問題

点には全くふれずに，能力差教育について，原則として

異論はないが「遅れた生徒と進んだ生徒に特別の教育を

しようとする際，必要になるのは能力に応じたクラス分

けである。この場合，義務教育における差別という問題

にぶつかる。感じやすい少年の心に差別をうえつけたと

いう記憶は長く残り，劣等感が刻みつけられることに対

して教師はどう対処するか。……教師の創意と研究に期

待したい｡」

以上ほ，３大紙の論調の要点であり，商業紙らしい論

調にすぎない。次号には教育関係紙誌の論議を掲栽しよ

う。

陽

郎
劃

帥 米 ＊

2９



資料：学習指導要領の変遷
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(向山玉雄）

年

型
年

聖
年

2６

年

躯
年

鋤
年

詑
年

鍋
年

鐙
年

|規定

指導要領

文部省通

途

指導要領

（改訂）

中産羨

一次建議

中産振

二次建議

指導要領

(改訂）

指導要領

(改訂）

指導要領

(改訂）

教科名

職業科．

職業科

および

家庭科

職業．

家庭科

職業．

家庭科

職業．

家庭科

職業．

家庭科

技術．

家庭科

技術.

家庭科

主な性格・目標

①勤労の精神を養う

．②職業の意義と貴さを自覚させる

③職業生活を営むために必要な

基礎的知識や技術を身につける

①各種職業についての基礎的知

識技能の啓発

②将来の進路を適切に選択する
能力を啓発する

③職業を得るのに有用な知識と
技能を与える

①実生活に役立つ仕事を中心と

して，職業生活に対して理解を

深める。

②啓発的経験を重視し，実生活
に役立つ知識，技能を養う

③地域社会の必要や学校や生徒

の事情により特色をもつ

①職業生活，家庭生活に役立つ

基礎的技術の習得

②職業指導は教科外におき．男

女共通とするが比重をつける

③義務教育としての普通教育の

教科

①進路に関係なく，職業生活お
よび家庭生活を経済的技術的な

らびに実践的に営む

②国民経済および国民生活の改
●

善向上に役立つもの

①生活における経済的，技術的

社会的な面に関する知識，技能

態度

②一般教養として男女共通

③職業生活における情報ならび

に啓発的経験に役立てる

①生活に必要な基礎的技術の習得

②表現，創造の態度の育成

③製作，操作などの学習経験よ

り生活を向上させる

④近代技術に対する理解，協同

と責任を重んじる態度

。生活に必要な技術の習得，生

活を明るく豊かにするくふう。

創造と実践的能力

主な分野・内容
凸

農，エ，商，水産，家庭の中から

一科または数科を選択，職業指導

をつけ加える‐

啓発的経験（トライアウト）を

主とする

㈱栽培，飼育，漁業１１画)食品加
工（ﾊ)事務，㈲製図㈱機械操

‘作Ｉ'､ｌ手技工作，（ﾄ)調達，儲保

健衛生，（ﾘ)その他

①仕事②技能③技術に関す為

知識理解④職業生活についての

社会経済的な知識，理解

栽培，飼育，漁，食品加工，手

技工作，機械操作，製図，文識

事務，経営記帳，計算，職業指

導など

狭い地域主義を誹除する

男女共通としてずそのうえに傾

斜をつける。

第１群淡林，水

第２群工業

第３群商業

第４群家庭

塵l共通昔
lと傾端

第ユ群栽培

第２群エ業

第３群商業

第４群漁業

第５群家庭

第６群産業と職業

０
１

、
。

各群35時間

共通残りは

性別により

傾謡

男子向き，女子向きの系列で共

通を廃止

栽培，設計製図，木材加工，金

属加工，機械，電気，総合実習

調理，被服，住居，保育

エ的分野を中心に内容編成

･栽培の１年を３年に，３年電

気の一部を２年に，２年の機械

製図と３年の総合実習を削除

･いたるところに消費知識を入

れ生産技術的視点を麹く

備考

指導要領は

６冊

週４時間

｢新制中学の

教科と時間数

の改正につい

て」の通達

週３～４時間

105～140時間

（12項目）

１年－４分類

６項目

２年－２分類

４項目

３年－２分類

４項目

指導要領の拡

大解釈

140時間

(週４時間）

140時間

(週４時間）

105時間

(週３時間）

105時間

45年移行

47年完全実施



L、

技術科のよい授業への探求
－教材をどのように構造化するか－

.と=三三塁｣ニーーー

はじめに

さいきん，「授業研究」ということばがよく使われ

る。われわれ現場にあるものが，このことばを使用する

とき，生徒をはなれた「研究授業」や，教師のための研

究でないことは明らかである。

それゆえ，生徒を主体とした，生徒のための「授業研

究｣，すなわち，技術科の「よい授業」とは何か，その

「よい授業」をするために，われわれはどうしなければ

ならないかを考え，実践してみた。

ここでは，「よい授業」に向けての，私なりに考える

諸準備の一端である。

１技術科におけるよい授業とは

日頃の授業を反省してみるとき，これで「よい授業」

になっているか，生徒たちは学習に喜びを感じ，充実し

た１時間をおくれたかどうか，など考えれば考えるほ

ど，授業に対する不安がおこってくる。

私は，これまでの「研究授業」で，指導主事や参会者

の多くの先生方から，板書のしかた，生徒の座りかた

はては生徒のことばっかいに至るまで，数多くのこまご

ました注意，助言を受けてきた。

そして，それらのことに対して，いろいろと勉強もし

てきたが，やほり自分の授業に満足どころか不満がます

ます起りはじめた。そこで，思い切って「うまい授業」

を棚上げにし，少しでも「よい授業」に近づく努力をは

じめた。

しかし，「よい授業」とはどんなものだろうか。それ

はきわめてむずかしい課題である。とりあえず，日々の

実践活動をよりよくしていくために，つぎの事項をとり

上げてみた。

「よい授業ｊをするために

（１）教材を目標にあわせて締選する

西 出勝雄

－価値あるものをより少なくより深く-

12）教材の識造化をはかる

－教材は羅列でなく組織だてる－

(3)一時限の授業の構造化をはかる

－ 明 確 な ね ら い を 立 て る -

14）学習活動を主体化する

－意欲的な学習にする－

(5)創造的思考を高める学習指導にする

－考え，つくり出していく学習の場をつくる－

２教材のとりくみ

教材を私なりに分析し，その技術のもついみを指導体

系に統合し，単元の教材の構造化をはかった。

つぎの図は，単元（分野）の教材の構造化の基本形で

ある。「中核」というのは，その単元でねらう技術の中

心となるものである。「事実の認識｣，「技能｣，「法則性

・原理性」の三項目は，たがいに有機的なつながりをも

つものであり，また同時にその異質性において，たがい

にはたらきあってｗ一つの技術をつくり上げていくもの

である。たとえば，木材加工において，ラワン材という

事実の認識から，その木材の性質という法則性をつか

み，はじめて，その利用法，加工法が考えられる。これ

は技術の順序をいみするのでなく，学習者の技能から事

実の認織に至る場合もある。すなわち，中核をささえる

３つの技術の柱を考えたのは，たんに，３つに分けてみ

るというのでなく，技術のいみをとらえ，教材の意図を

明確にするためである。

なお，この３項目は，かつて鈴木調査官の使われたも

のであり，石川県の産業教育研究会で編集したカリキュ

ラムにも使用したものである。

I;伽



践関主部内側

つぎにこの基本形をもとにした１'例を示したい。

（33ページ参照）

３学習指導のとりくみ

この単元の教材の緋造化をもとにして，学習過程図を

作製した。さらに学習過程図をもとにし，授業の指導過

程の樵造図，それにしたがって’１時限ごとの授業の指

導過程の講造図を作製し，「よい授業」への準備とし

た。これらは教師の側としてであるが，生徒が主体的に

受けとめなければ，けつきよく一方通行におわるにちが

いない。そのために，実習例を中心として目標をたて，

計画し，自ら考えつくり出していくレポートをとらせ

た。

つぎにこれらのｌ例を上げる。前記の単元の教材の構

、７

名一部の櫛造と作用

If-i翌

｡

ものわ

Ｂ・・‘ 亜要とするもの

＋
－４造化図とあわせてご批判をいただきたい。Ｃ… あまり重要としないもの

〔３学年機械の学習過程図〕

(25時間）、雨I閉り

点火装世とi殻1１

I麺リ
－ ①

①
①
③
①
①
②
②
、
、
①
⑤
①

機械の発逆

↓
関の砿頑

↓

しくみ

↓

と原動力伝達のしくみ

↓

澗洲竣競

↓

↓

機械の発逃と原動機

原動機と内燃機’②

司ｶｿﾘﾝ機関の

DIq

L』

ガソリン機関のしくみ
とはたらき

|機関のはたら喜
④

賎間主部外側とｉ

〔単元の教材の構造化の基本形〕

⑤
Ｚ

LＰ

|燃料装置⑥
Ｌ
錘
に
識
亡
作
ｒ

3２

↓ 分解・組立てと

卜機関の調盤・雛備と操作

れている

ﾛも座

|調整整備と蕊

|考案般計

①

実験

P』

L』
＝Ｌー

機関に応用されている

機椛の製作・実験

↓

↓

盤作と実験

↓

学習の発展とまとめ

-|製作と実

匙

⑥

浩誕

学習の発展
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分解・組み立て

と手入れ

【蝿リ

術と調盤・雌備と

操作

《畷リ

3型

〔授業の指導過程の構造図〕

〔単元例〕機関の調整・蕊備と操作（６時間）
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〔１時限ごとの授業の指導過程の構造図〕
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２ 学習の要点事項

３学習内容

（１）例を上げて道具から機械までの発達経路を説

明しなさい。

（２）原動機の意味と種類を上げなさい。

ﾄー

3５

匿目機関の機樺模型の製作（スライダクラン

ク，２サイクル機関）

おもな工具 トノレ ク

！
操作はなぜ

必要か’
一 －－－－--=

~－一一一一一一一茨１１~、ｆ

え 停止す愚

う淫fの順序と点

検要恢 ！
際止の原理

と方法

おもな工災を雌州
する

加工工典と

機械工共に
ついて！

学習をまとめ機関
を格納する

〔実習例を中心としたレポート例〕

単元

題材（本時） 機関の起動・操作・停止の方法と分解・組み立ての準備

時数

配時

６

％



(3)内燃機関の種類と意味をいいなさい。

(4)往復スライダクランク機織の製作と実験（回

転しやすいように）

・スライダの往復する距離をａとしクラソクで

の長さをｂとした場合の関係式をかきなさ

い。

。回転しやすくするためにどのようなくふうを

したか。

・設計上

・製作上

（５）２サイクル機関模型の製作と爽験

製作上の注意

ア往復スライダクランク機機の応用とし

て考える。

イ各死点，吸気口，掃気口，排気口の位

置

製作上の条件

ア圧縮比は７～10にする

イ排気鼓は100～300ｃｃとする

（６）２サイクル機関と４サイクル機関の特徴を比

ｊ陵しなさい。

４反省

（１）むずかしかったところ

（２）とくにくふうしたところ

（３）興味をもったところ

（４）その他，模型をつくっての感想

おわりに

「よい授業」への道はまだほど遠い。しかし，私は，こ

れまで述べてきたようなことが，「よい授業」のために

少しなりとも近づきつつあると考える。このような授業

研究が正しいのだということでなく，教師は明確な意図

をもって，生徒も同じく意図的に教材を受けとめ，主体

的な学習活動に意欲をもつことに授業の本質があると考

えるからである。

私は，これら企画したことがらをさらに実践，反省

し，よりよきものに進めていきたいと考えている。

さいごに，レポートの反省の項目を，つぎの４つの観

点に立ってまとめ，今後の「よい授業」のための資料と

したい。

（１）実習時にどんな困難点にぶつかったか

。紙材で可動部分をつくること。

。まっすぐスライディングさせること

･排気量，圧縮比など条件内に設計すること

３６

。つり合いおもりのきめかた

・ピストンの形・大きさの設計のしかた

･連接棒の長さと回転のしやすさの関係をきめる

こと

(2)ぶつかった困難点をどのように解決したか

。回i伝をよくするために，軸はまがりにくいも

の，軸受けとして厚紙を何枚もかさねた

。ピストンを動きやすくするために，マッチ箱な

どを利用した

。連接棒とクランクうでが回転中接触しないよう

に，厚紙の座金でとりつけのくふうをした

。模型をうまく動かまために，クランクうでを原

動とした

(3)実習時にどのようなところに学習の興味をもった

か

。２サイクル機関のしくみの合理的なこと，また

それを考えついた人

･まったく単純な運動のくりかえしなのに，一つ

の機賊をしくむのにさまざまなくふうが必要なこ

と

。つり合いおもりをつけたこと

。紙でも，使いようによってはかんたんな機械材

料紙にすることができること

(4)技術学習における実習学習の考え方，学力の定着

のしかたはどうか

・実物をみたとき，なんと複雑なものかと思った

が，もとは実に単純なものだ

。図面をみて作りはじめるとき，かんたんなもの

だと思ったが実にややこしい。

。模型でも,作ってみるとよくわかり，エンジンが

生き物のように思えた。

条件づきの製作はいやに思ったが，かえって勉

強になったと思う。

。材料によるかも知れないが，人間の手は不器用

なものだ。設計図通りにしあげられる道具が必要

だ。

･動くしくみを作るのには，ごまかしはきかな

い。

。こんなしくみで，よくあれだけ回転するのか，

なっとくできない。

。２サイクル機関と４サイクル機関の長所を持ち

合わせたエンジンができないものだろうか。
（石川県加賀市立錦城中学校）

壷爵
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｢ラジオ学習」のすすめ方

階
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教師側の考え方の底流として，生徒一人一人が大げさな

ラジオ受信機をそれぞれ生徒たちの手で計画し，それを

設計製作の方向で遂行させようとするのでは決してな

く，「一部の回路要素を正しい科学的知識と，技術的知

識をもとにして考察し変えたりすることによって合理

的，より効果的なものを創造実践させる」というとらえ

方をしている。

１「ラジオ学習」のとらえ方

中学校の技術・家庭科３学年におかれた「３球ラジオ

受信機」の単元は，もちろん，この教科の電気学習の流

れの中におかれ，それまで学習を積み重ねたものの「法

則」や「原理」が適用されるようなより発展された教材

としとてらえるのが学習の体系としては普通の考え方で

ある。しかし，ことこの単元に関する限り，それはいつ

も正しいとらえ方とはいえない。むしろそれまでの「室

内配線」「電熱器具ｌ「けい光燈」とはかなり切りはな

して考えられる面も多いというようにも思われる。なぜ

ならば，「電熱器具」とか「室内配線」というような単

元では，それらの物を製作する過程の中で学習が進めら

れて行く経過をとらないで，すでに他人の手によって完

成されているものについて分解したり組み立てたり，観

察したりそして測定したりという作業を繰り返しながら

電気の諸法則，原理が習得されていくプロセスを経るの

が普通の学習展開法である。ところで「ラジオ学習」に

おいてこのような学習のとらえ方をしたり，また単に配

線図を見ながら部品配置，組み立てのみで終ってしまう

ような形がとられれば，技術・家庭科の最も重要なねら

いである「論理的思考陶冶」を期待することは全くとい

ってよいほどできない。そこで私はこの学習を指導する

座

２学習計画

上記のようなふまえ方で，次のような学習プランを私

はたてて実践している。ここで一言触れておかねばなら

ないのは，本校では今年度より第３学年の授業編成につ

いては，週１時間男女共通学習として「電気」単元を年
●●■●●●

間通しての33時間のカリキュラムをつくり，「電気回路」

「回路計」「室内配線」「電熱器具」「照明器具」「電

動機」などを指導している（このことについてはいずれ

もその「とらえ方｣，「共通学習の意義」などについても

語りたいと思っているが）ので下の表は，週２時間の男

子向きの授業だけのものである。

Ｊ
小
姓

Ⅱラジオ学習」指導計画（９月～３月２時間/週）

２．電波とその伝わり方

３．基本的な回路瀧成
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『

配 当時数 指導の童点

１．送・信と受信 (１時）ａ、送受信のしく象ｂ・放送電波

(２時）ａ・電波ｂ，波長と周波数ｃ、電波の
種類，用途ｄ、電波の伝わり方

(２時）ａ，ケルマニウム．ダイオード検波ラジオ

ｂ・ストレート型ラジオｃ，高一増幅付ラ

ジオ（ｄ，スーパーヘテ震ダイン式ラジオ）
〔１時）ａ，配線記号

(奮)|翌麓議の帯蕊纂の現象(爽習〕
3７

４．回路要素とその性質

５．二極管の動作原理

ユヨー



(１時〕

６．電源回路 (１時）｜ａ、電源トランスｂ･平滑作用

７．三極管の動作原理 (１時）｜ａ・ブリッドｂ・バイアス電圧

1時｜ｃ，Eg-Ip特性曲線ｂ・増幅（実習）

８．五極管を用いた電力増幅回路 (１時）｜ａ・スクリーングリッドｂ・サプレッサグ

リッドｃ，カソード抵抗ｄ・バイパ

スコンデンサ

(２時）｜ａ検波の方法ｂ、電磁誘導作用ｃ、９ ． 同 調 ・ 検 波 ・ 再生回路

再生

10．三球ラジオ受’信機の配線図

_厚』

1時

－畠；

が，「１．送信」で指導した変調波がどのようなし く み 捧 磁 ね 上 1 回 不 オ ン フ ン フ 上 １ 回

で低周波だけとり出せるかを理解させる意味で，私はこランプ１個

の回路を徹底的に頭の中にたたき込むことを生徒たちに「７．三極管の動作原理」では大きな問題は，グリッド

求める の で あ る 。電圧変化による増幅作用の理解を引き出すことである。

「４．回路要素とその性質」においては,交流,しかもまず私が黒板に次の図のような図をかき生徒との話し

周波数の高いもの，低いもののそれぞれが，抵抗，、コイ合いが始まる。

上記表中の実施時数中（）は主として識義時数と，（）のない時数は実習としている。

ル，コンデンサの容量の大きさとの関,係に触れて，それ

３学習展開の例らの現象をはっきりとらえさせる。この方向で穴あきポ

私が特に注意しながら進めることがらについての展開一ドに，賊入した下記部品にそれぞれ端子を自作して，

をいくつかの項について簡単に述べてみよう。ハンダレスキットとして班ごとに生徒たちに与え，ラン

「３．基本的な回路構成」では下図に示すゲルマニウう°の点燈のしかたなどを通して，この諸現象を会得させ

ムダイオード検波ラジオを最も重点的に理解させる。もるよう２時間の実習をとっている。このキットを私は
●●●●●●●●●●●●

ちろん，この段階のものなら製作させる気持は毛頭ない「電強磁象キット」と呼んでいるが，ただ単にこの現象

理解に役立たせるだけでなく，「回路を正しく．組む」と

いうラジオ学習の核心にも触れる実習も兼ね備えたもの

ともて利用させている。部品群は下記の通りである。

スイッチ１個ヒューズ１個

電源コード’00Ｖ用

ｺﾝデﾝｻ101"F’1似F:::;2窪
相互コイル，OｍＨチョークコイル２０Ｈ

抵抗１０２１Ｋｐ×３５００ｐ

棒磁石１個ネオンランプｉ個

６．電源回路（１時）ａ、電源トランスｂ･平滑作用

７．三極管の動作原理（１時）ａ・ブリツドｂ・バイアス電圧

１時ｃ，Eg-Ip特性曲線ｂ・増幅（実習）

・８ ．五極管を用いた電力増幅回路（１時）ａ・スクリーングリッドｂ・サプレツサグ

リッドｃ，カソード抵抗ｄ・バイパ

スコンデンサ

９．同調・検波・再生回路（２時）ａ検波の方法ｂ、電磁誘導作用ｃ，

再生

１０．三球ラジオ受信機の配線図（１時）

１時

3８

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ 19．研究発表

20．電子技術の発達史と現代産業

1時

(２時）

こら-寺下f5

’

11．部品検査

12.組立て（その１）

13.組立て（その２）と測定

14．測定と応用
１

15．創作

1６トランジスタ

１７トランジスタを用いた回路の研究

１８製作

１時

時
時
時

２
２
２

２時

〔２時）

２時

(10時）

｡正しい部品

｡正しい回路

｡回路の研究ｂ・動作の正しさ

｡三球受信機の転用

｡電子管と回路

ａ・ケルマニウムとトランジスタｂ･トラ

ソジスタの瀧造と働きｃ・トランジスタ
巳

の特徴ｄ・ＰＮＰ型とＮＰＮ型

｡総合実習として



1Ｌ

際=|鍔し=一定を結論的に扱う。
Ｔ「さて，この図では，

プレート電流はどんな流

れをするかな」

Ｓ「グリッドがあっても

そこに電圧がかかってい

ないので一定のプレート

電流が流れるだけです｡」

とることが主眼では決してない。あるいはこの実験をし

なくてもよいと思っている。生徒たちには，電子の動く

状態を判断しながらこのＥ９－〃の変化のグラフの形は

容易に頭の中でかけるものであるからである｡ねらいは，

グリッド電圧の変化法がいかに有利なものであるかとい

うことである。また，グラフの形がわかっていれば，増

幅の意味はかえって容易に理解されるような気がする。

「８五極管を用いた砥力増幅回路」では五極管中を流

れる電子を合理的にコントロールするという目的を明ら

かにすれば，スクリーングリッド電圧，歌プレツサグリ

ッド寵圧は何人かの生徒には私の説明をきかずして理解

できる。電源回路でもそうだが，この回路のグリッドリ

ークにしるまたカソード抵抗にせよ生徒たちの回路中の

｢抵抗」に対する認識はほとんど「電圧降下」としかとら

えていない。１アンペアの電流がＲオームの抵抗に流れ

たときその両端に発生する電圧がＺＲボルトである－

すなわち，オームの法則の「Ｅ＝ZR」の持つ意味をここ

で特に強く扱いたい。

「９同調，検波，再生回路」

まず同調については，電車の吊革，吊り橘，ブランコ

等のゆれ動く平易な例で理解させ，電気的には，最終段

階で，交流に対するコイル，コンデンサのリアクタンス

が等しくなったとき，そのＬＣ回路に最も電流が流れ易

いことを知らせ，発展的に

Ｘｂ＝Ｘｚ，

ｘ‘=赤ｘ血=，原'Ｌ＊竿=２重j‘ｚ
の式を与え，等式を変形させて

ノー2壷す瓦

Ｊ
４

ほとんどの生

徒たちはこの実

験結果を通し

て，グリッド電

圧の変化が，プ

レート電圧の変

化より贈幅とい

う現象を得るた

めに有利なこと

を知る。

ただしここでお

断りしておくが：

私はこの特性を

６Ｊ５ＧＴ

Ｒｐ
Ｌ１

１２

１ＣI卜』'''一 ＩＦ

(mA）【
８

Ｔ「よし，ではグリッドに負の電圧をかけてみよう｣(こ

こでグリッドにバイアス電圧を与えるよう図示する）…

………ということで生徒との話し合いは進み，グリッド

電圧を少し変化させるだけで，プレート電圧を大きく変

えたと同じ現象がおき，プレート恋流も大きく変り，Ｒｐ

の両端に増幅現象が出るという具合で進んでいく。ここ

まではよいが，

Ｓ「先生,‘グリッド電圧を少しだけかえてどうしてプレ

ート電流は大きく変るのですか」

Ｔ「それはグリッドが，電子の出るカソードに近い位置

にあるからだよ」

Ｓ「しかし，三極管を割ってみたらグリッドは，プレー

トとカソードのちょうどまん中にありました」

Ｔ「うん。そういうタイプの真空管もあるよ。それじゃ

何が問題になるのだろう」

Ｓ「？」

実際はグリッドの網の目の大きさも問題にされるが教

科書の説明では生徒の解答と同じで彼らは判然と納得し

ていない様子である。

Ｓ「それじゃ先生，グリッド砿圧を何ボルト変化させる

とプレート電流は何アンペアくらい変化するのですか｡」

Ｔ「それは真空管によって多少違うから何ともいえない

な……｡」

ここで私は自作教具を取り出し実際に入る。下側の装

６
４
２
０

Ｉ

－２０－１６－１２－８－４

Ｅ”（ｖ）弓一

ｉ
一壱

3９

当Ｔ④Ｔ,「ユ

！手姉
置により，別図のようなＥ９－妙曲線を作らせる。生徒

たちはこんな実験でも結構楽し<測定をくり返し曲線を

かいていく。

できあがったところで，曲線のみ方を一応説明し，

Ｔ

Ｅｐ

①
Ｅ。

６Ｊ５－ＧＴ

．E／三6殉Ｖ－Ｌ←

」｜｜’

Ｚ

|毎

量
／

／

Ｚ

雛
／

／ ／

／

／
囚



の式を導かせることにしている。ただし２だ』Ｆの式につ

いては周波定数であるというだけで深くは追求しない。

「10．三球ラジオ受信機の配線図」

ここが本単元の一つの大きなやまで，以上の三回路

(電源・寵力増幅，同調検波）を結合することによって，

ラジオ回路が完成することを知らせ，全員一人残らずの

生徒が回路図をかくことができるようにし，同時にテス

トを行なって確認し合いながら組立てに備える。

以前,池上正道氏は電流の流れる筋道を考える中で，

この回路図を全生徒にかけるよう指導しているといわれ

ていたし，またその授業を拝見もしたが，私もこの指導

法には全く賛成で絶対不可決のものだと信じている。

「11.組立て(1)，１３組立て（２）と測定」

本校は技術・家庭科の設備には他校に比して割合恵ま

れていて，ハンダレス式のセットが32セッドある。私は

このハンダレスのものでラジオを組立たせることそのも

のについては，幾多の問題があるように思われるが，特

に「ラジオ回路を作る」ということと，限られた時間で

組み立て，測定を完了させるということになると，この

セットを用いるほうが学習を進めやすいと思っている。

「15．創作」

ここで今までの電子管を用いた回路をくふうさせて自

分たちで考えた電気回路を作らせて，その回路図をグル

ープの中でかかせて提出を求め，その中のすぐれたもの

をプリントし，研究会形式の授業としてとる。中には，

日曜日等を利用して部品を集め，インターホン，高周波

増幅回路，アンプ，三極管の特性試験回路等を試作して

来てしまうグループもある。

「16．トランジスタ１７．トランジスタを用いた回路の

研究」

ここは発展学習として取り扱うところであるが，最近

の通信機には欠かせないトランジスタについて，特にト

ランジスタの構造とその働きを基礎的な段階でとらえて

指導をする。いくつかの基本回路例をあげ，真空櫛を用

いた回路と比較し検討させてみる。

「18．製作」

最後に総合実習という意味で真空管・トランジスタを

用いた応用回路を考えさせ，グループ別の討議を経て，

なるべく多くのものを自作するような方向で製作をグル

ープごと（生徒によっては個別）にさせてみる。

４ 指 導の重点

何はともあれ，冒頭に述べたたように，「より発展した

ものがいかにくふうできるか」というねらいで授業をす

4０

すめるということで，特に気を配っていることは次の５

点である。

①、理論学習，計測においては，教師からの結論説明

はなるべくあとにまわすようにし，生徒の疑問と思って

いるような点についての発問を多くして「なぜ」という

言葉をより多く出させるようにと「考える」ことの重要

性を認識させる。

②理論学習での「深入り」は禁物だと思う。電磁現

象，交流理論のわからない生徒に，いたずらに多くの知

識を与えるよう努力すればするほど，生徒はこのむずか

しいラジオ理論から離れていく。「追求する動機」を与

えることこそわれわれの必要な使命である。

③先にも述べた通り，生徒が「回路図をかく｣，そ

して実際に「回路をつくる」ということを徹底的に訓練

すること。いいかえれば，ラジオ回路の中での諸現象が

浅くていいから，まんべんなく理解できていることにも

なるが，とにかく，「回路」に始って「回路」に終るの

が，ラジオ学習の大きなポイントであると思う。

④電子現象というか，真空管のしくみを完全に理解

することも必要である。

⑤でき得る限り多くの場で「オームの法則」をいろ

いろな形で適用できることも大切なことである。

最後に一言ふれておきたいのは，２０世紀後半はトラン

ジスタの世の中といわれているが，半導体というものの

理論を正しくつかむには，中学生の段階ではまだまだ研

究の余地がある。したがって，真空管を用いたラジオは

時代遅れも甚だしいという時代の要求を卒直にとり入れ

いきなりトランジスタラジオの製作という方向をとるこ

とには私として現在では抵抗が感じられる。やはり基礎

理論は真空管から始めるという今の方法を守りたい。

５おわりに

このような学習指導法は，ごくありふれたものかも知

れない。要は，われわれが生徒を指導する場合，国民の

教育として「考える」ことを前面に打ち出した教育がな

されているかどうかということだと思う。

「学習意欲とは」「創造性とは」「学力とは」等々 むず

かしい問題も多くあるが，いくら一般教育科目としての

技術・家庭科であっても，考え，そして明日を創り出す

訓練の行き届いた教育をという理想の中で「越境箱門校

？」といわれるいろいろな社会的に問題因子をふくんだ

私の学校で，先述の一時間の男女共通学習やら，このラ

ジオ学習等を実践している拙い報告，叫責を頂きたいと

思っている。（東京都千代田区立一橋中学校教諭）

-遇

－-３



技術・家庭科指導案

日時昭和43年11月１２日第２時

ｉ
Ｉ

４１

探求学習における構造化
－家庭ミシンー

Ｉ
青木千枝子

司当ﾖｒＬｚ、ｒ，上戸

Ｉ
学級２１Ｈ２２Ｈ２３Ｈ（第一家庭室）

題材家庭機械（ミシン）

学習問題脚部はどんなしくみになっているだろう。

またどんな動き方をしているだろうか。

１本時のねらい

①ふみ板の揺動運動が回転運動に変わる複雑なリ

ンク機構であることを理解する。

②脚部の動きを観察し，グループ学習により話し

あいを深め，疑問を解決しようとする態度・能

力を身につける。

２本時の位置

前時機械について・動力伝達径路…………２時間

本時脚部のしくみ…………２時間(本時は第１時）

次時アーム部のしくみ……．．………･………４時間

３指導上の留意点

。教科書をみると原理的なものや構造が多いため，

複雑な要素がたくさんあると思い，すでに抵抗を

感じる生徒が号くらいあった。「と，扱いば案外
かんたんなのに，ずい分たいへんな構造を学習す

るんだ」という先入感をつよく感じている。模型

と具体物をどうかみあわせて指導したらよいか，

実態にそくしながら，リンク機構のしくみを気づ

かせる，自主性の高い学習にさせていきたい。

。リンク装置が他に使用されている部分があるだろ

うかと，探求する姿勢を身につけることにより転

移できる能力を養いたい。

４学習過程

学習の場は，教師が知誠をあたえるものでなく生徒が

主体となって問題や疑問を常に把握できる授業形態にさ

せたいと願っている。即教師は側面に立って，示唆，助

言，暗示をあたえ，生徒のつまづきを是正しながらねら

いへ到達したいと考えている。静岡女子短大の高原先生

は次のようなことを述べられている。「探求学習とは,探

求的な問題体系をつくることによって，主体的な理解椛

造を組織立て系統的な知識体系を消化していく学習であ

り，そしてそのような学習能力としての学力を培う学習

であると言ってよい」「あるいは探求学習とは学習にお

ける態度や方法を優先させることによって発展する学力

を，養うことを中心とする学習形態である」といわれて

いる｡このような学習は,生徒個倉に思考が深まり創造性

がより活発になされるため，自然と主体的活動が形成さ

れる。創造性については，あたらしいものを発見したり

発明したりするものでなく，未知の世界を発見し学習す

るものである。したがって創造的思考も発達してくると

考えている。また学習を生き生きさせるためには，教科

における構造化が必要であると思う。何をどの程度の深

さに教えなければならないか，どの範囲までおさえをお

いたらよいか等について，学習過程における構造化はぜ

ひ教師として理解していなければならない。以上のよう

な考えに立って工的学習においては次のような学習を実

践してみた。

４

５
分

形態

１
１
１
１
’
１
１
１
０
０
１
■
■
■
咽
■

Ｉ何を｜何 どのように（反応予想，指導助言）

＜疑問の発表＞

Ｐ，ふ承板が上下に動くがベルトがまわるのはなぜ

か。

Ｐピットマソクランクはどんな章わり方をするか。

時間｜評価で

疑問が把這で

きたか。

脚部の機

権を雲解

する

脚部のしくゑは

どうなっている

か。（動力をう

相
互
学
習



模型と実物ｶﾐ

か染あわされ

たか。

け入れ伝達する

しく象）

･どんな動きを

しているか。

Ｐ、ピットマソ棒・ピットマソクラソク・ふゑ板のく

みあわせはどうなっているか。

Ｐ・ふふ板が下るとクランクも下がる，上るとクラン

クも上る。なぜか。

＜仮説をたてる＞

Ｔ・ふ象板が上下に動くとベルト車は回転する。図示

して予想をたてて象よう。

Ｐ．･ふ象板をふむとクランクがいったり来たりして，

ベルトがまわる。

（図示はフリーハンドでかんたんに）

＜仮説を実証する＞

Ｔ、脚部の動きを部分的に観察して募よう。

Ｐ・ふ象板

ビｯﾄ言ﾝ棒｝上下運動

ピシ…ｸﾗﾝｸ}回騒運諭ベルト車

ベルト回転運動

“２

↑
相
互
学
習

距
分 動力伝達から

応用発展され

た予想がたて

られたか。
↑

グ

ル

。各部の観察

フ
学
習

－望
”
分

＜証価＞

知識理解・ふみ板，ピットマン棒，ピットマンクラ

ンクのしくみが理解できたか。

。てこクランク機:鱗の死点がわかったか。

ふ皐板一ピットマソーピットマソ棒一ピット

マソクラソクーベルト車

↓
－

相

四節回転

機勝を理

解する

。リンク機雛と

はどんなこと

か。

Ｔ・脚部のしく象は４本の棒をつないだものと同じで

固定された部分は中足にある。

。４本のリンク棒はミシンのどの部分にあたるか

（模型を用い）

Ｐ・ふみ板・ピットマソ棒・クランク・中足の部分を

実測し昔で図示
模型と実物を比較する（Ｂが回転するとＤは左右

に動く）

Ｒ

万

豊と

｡足部のしくみが正しく図示できたか。

｡グループ学習を協力して進めていこうと

する態度が蕊われたか。

習

技 能

態 度

一#

'8‘

てこクラソク

機構力§理解さ

れたか、

Ａ
固
定

ピ
ッ
ト
マ
ン
棒

相

溺旦-』
亙

習

,学Ｔ･ふ象仮の揺動運動がクランク郭Ｉの回転にかえてい

る。（てこクランク）

・ふ承板が滑らかに動かないのはどんな時か。

Ｐ・ふ鏡板が平らな時，前傾している時

Ｔ・上死点・下死点といって一直線にとどまっている

位腫の時は惰力により回転させることをしらせる

く課題＞

Ｔ，ピットーマソ棒の長さをかえると回転調子，足のふ

ふ具合はどうなるだろうか、

ピットマソ棒の

長さをかえた実

験

相
互
学
習

次時の学

習 ３
分
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Ｚ

４

考察

「書く」という実技とミシンの観察をさせながら思考の

深化につとめてみたところ，予想外の発言が生徒からで

て来た。それは「ピットマン棒の上にある丸型の輪は何

だろうか，ピットマン棒とクランクは関係が深いと思う

が」等，よい発問がなされ私自身，内心うれしかった。

この時軸受ということばを教え，側面の掲示に軸受の図

がでていたため生徒はすぐに納得した。教師が「こうな

んだよ」と知識内容を教える時もあるが賞料により理解

させる時もある。一般に静かな学習集団であるため，や

や不安であったが学習は自分ひとり，ひとりのものであ

るという観点にたって進めた。つまり生徒に学習方法を

形成させることにより学習意欲が高められていくと思っ

ている。授業を終えて生徒は次のように感じている。

Ａ子一今日の授業はとてもおもしろかった。それは

私達の出した疑問が解決してすっとしたからだ。

模型を作ってやったのがとてもよくわかった。

Ｂ子一ふみ板・ピットマン棒の長さを計ったりして

何の役に立つのか。はじめ計りながら思った。で

もふみ板が中心軸によって，てこの働きをされて

いて，前からふむ方が小さな力で大きな作用をす

るという「てこ」がここにいかされているとは思

わなかった。

Ｃ子一脚部のしくみがわかりやすく，とてもよかっ

た。私もしっかり発表できたと思う。発表者は同

じ人になってしまったが，いろいろな模型を使っ

てやると，とてもおもしろくわかりやすい。

（静岡県藤枝市西益津中学校）

西益津中学を見学して

もう学校ぐるみの「授業研究」は10年になるという西

益津中学校。昨年偶然の機会から発表大会を見学し，そ

のつみあげの深さを目のあたりにみて，これは１人だけ

の感動にしてはいけない，来年はぜひ仲間を連れてきた

いと思い，武教研の仲間４人とお伺いしました。

美しい菊に囲まれた玄関に通じる路をとおると，三階

建の古い木造校舎の玄関に出ました。もうかなりの見学

者達が入っていて，上ぱきがありません。しかしスリッ

パなしでもチットも汚れない，先ず行きとどいた手入れ

のよさに目を見はりました。このことは掃除ばかりでは

ない，校舎の使い方の工夫が実にいいのです。各教室は

全部各教科教室になっていて，しかもホームルーム教室

としても使われるので，背而黒板はホームルームの伝達

や計画を主にし，壁面は長期の班や学級のとりきめをポ

スターにしており，残りの大部分は現在学習している中

味の資料や，計画表，学習進度表などいつぱいに掲示さ

れています。国，社，数，英など時数の多い教科は各学

年別になっており，理，音，技家などの教室は特別設備

教室なのでホームルーム併用ではありません。狭いなが

らも各教科別研究室が全部揃っていることも，教科研究

をいかに大切にしているかわかります。

探究学習についてば本文でくわしく述べられているの

で省きますが，子どもたちの自主性が十分のばされてい

ることが随所で感じられました。本時の学習の中味は何

-か，が全員わかっていること，可能なかぎり予習学習を

してきている。発表班になっているところは班学習をし

て本時に予定されている中味で自分達でわかったこと

と，理解できなかった箇所を発表し，これが授業導入に

なって，わからなかったところを，教師はいくつかの示

唆を与えながら問題解決へと導いていきます。だから子

どもたちの姿勢は積極的で，リンク装置のしくみを調べ

るときも，各班全員がミシンの脚部を観察し，記録する

のが；さっととりくみ，これが女子だけの授業なのかと

思うほど意欲的なのです。どうしてもわからなかった箇

所，ピットマンクランクの折れ曲った軸について質問が

出され，リンク装置の基本原理と，そのための装置，そ

の応用型が具体的な模型を使ったり，壁面の図を説明し

たりして授業が深められていくのが，実にみごとなので

す。真剣な１時間が終る頃，さらに深まった形で残され

た問題が次時の学習として問題提起されました。

指導要領に示された中味をはじから教えこむのではな

く，何が学習としてねうちがあるかを精選し，それを骨

子としながら，子どもたち自から学習内容を発見させ堀

下げ問題解決へと迫らせる，これが自主編成の１つの方

法ではないかと思ったのです。他の教科の授業でも，例

えば美術では版画をすっていましたが，作業着に着かえ

て真剣にとりくんでいたし，英語では読みの学習のとき

は教師を囲むように．の字型に机を並べて大きな声をは

りあげていた。などなど１～２分ののぞきみでしたが，

ここの生徒は全力投球している十，と感じました。さて

辞そうと青木先生の教室の前を這るとみごとなコーラス

がきこえてきました。帰りのホームルームで青木先生の

担任のクラスが合唱しているのです。後列の男子などは

体をのびあがるようにして歌っている。

授業の自主性が生活をも変革しているのだ。私達４人

は，わずか２時間足らずの見学であったのに，実に大き

な感銘を受けたのでした。（東京都武蔵野２中植村記)’

４３
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Ⅳ

油Ｉ

自 動制御

井上光洋

4.1調速機の振動現象と安定
－‘

自動制御の歴史のところで述べたように，自動制御が

工学の理論として研究されはじめた最初の装置は，Ｊ・

ワットの遠心錘調速機である。Ｊ・ワットが発明した蒸

気機関は蒸気力が弱く，比較的容易に回転制御が可能で

あった。しかし19世紀後半，産業革命が進行する過程の

なかで，より強力な動力が必要となってきた。まずこの

ためには，熱効率を向上させることと商い蒸気圧で強力

な蒸気機関をつくることが不可欠の問題であった。

Ｊ・ワットの蒸気機関は蒸気圧が低いため，蒸気ター

ビンの回転によってえる遠心錘の遠心力で，蒸気弁の開

閉を制御していた。つまり自力制御方式をとっていた。

だが，蒸気圧の高い強力な蒸気機関を完成させてみる

と，ふつう常識では考えられないような問題がおこって

きた。

それは回転速度を制御しているにもかかわらず，回転

速度が周期的に大きく変動する現象がおき，回転速度の

制御がうまくゆかない，いわゆる振動現象である。

フィードバック制御において，この振動現象はやっか

いな問題である。自動制御の歴史の初期の頃は，もっぱ

らこの振動現象を解析し調速機をうまく運転するにはど

のようにしたよいか力学的研究が行なわれていた。

そして後に述べるラウスの安定判別法，フルピッツの

安定判別法が発表された。

さて，蒸気圧の高い蒸気機関の回転速度制御は，どの

ように行なっているか簡単に説明しよう。

図4-1は，蒸気圧が高いために自力制御ができないの

で，補助動力として油圧サーボ機構を用いて蒸気弁の開

閉を制御する調速機系である。油圧サーボ機織を導入す

るとパワー増幅されるので制御弁は蒸気圧にうち勝ち，

制御がうまくゆく。

城へ

|‘

四一屋鹿

I王油

蒸気タービン

図４－１

ここで，目標値汐とフィードバック信号錘（制御量）

との差（てノー必）に比例して3『が定まる，つまり比例動

作であるとすると，

，'＝た,(z'一苑）（4-1）

蒸気タービン系の方程式は

畷十難=た豊(y+"）（4-2）
となり，この調逮機系を定値制御とするとＵ＝０である

から，４－１式と4-2式より，Ｊを消去すると，

帯十('+雌z)=蝿“（4-3〕
となり，これが油圧サーボ調速機の微分方程式である。

ここでI‘を単位ステップ入力とすると，４－３式の解は，
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延の=点恵('一‘一等竺膿） (4-4）

ラプラス変換表示では

施2/ｓ
（4-5）ｚ(/)＝泌~!(1十A'た2)＋Ｔｓ

これをブロック線図であらわすと図4-2となる。

さて制御系の安定，不安定を調べるにはとのようにし

たらよいだろうか。はじめてフィードバック制御系の安

定問題を研究したマックスウェル（JamesClerkMax-

Well)は，求められた代数方程式の複素根の実数部が全

部負であれば，その系は振動現象をおこさず，安定であ

るといった。現在わたしたちが接している一般的な制御

系でいえば，特性方程式Ｇ(s)＋１＝０の根が実数部が

すべて負であることを意味している。

4.2.1ラウスの安定判別法

1887年，英国の力学者ラウス（EdwardJhonRouth）

は，"ATreatiseontheStabilityofaGivenState

ofMotion"と題する論文を発表し，

代数方程式の根の実数部がすべて負である，つまり複

素平面の左半平面に根が存在する条件を提出した。

ラウスの安定判別を要約すると，

特性方程式

Ｆ(s)＝α0s"＋α１s"－１＋…………

＋α"-,s＋α"＝０（4-6）

とすると，特性方程式の係数α0,α,,α2……,α泥から判

別する方法である。

（１）特性方程式（4-6）の係数α0,α,,α2……,α”を一

列にならべて書く，このとき係数に欠けていくものがな

く，同符号である。もし欠けているものがあったり，異

符号な係数があった場合は，不安定であ

図４－２油圧ザーボ調速機系のブロック線図

９（2】灘(1)十

。？ Ｇ（s）」

Ｊ・ワットの調速機とことなっているところは，油圧

サーボ機構によって（てﾉー ｴ）がパワー増1幅され，胸倍と

なり，ｙ＝た,(Ｕ－ｪ)が蒸気弁に作用することである。

このように，現在使用している調速機は，ほとんど補

助動力として油圧サーボをとりいれ，制御性を良くする

ようにしている。

4.2安定論

自動制御系が実際に使用され，その機榊を果すために

は，振動現象があらわれては絶対にいけない。まず制御

系が安定でなくてはならない。では安定とは何であろう

か。それはフィードバックの原理が有効に働いているこ

とである。つまり，実際の動作によって生じた値と目標

とした値をつき合せて，少しずつその差を減少させてゆ

くようにつぎの動作を行う。これを繰り返して，ある一

定の状態におちつくことである。

力学的にいうならば，図←3のような凹面，平面，凸

面に球をそれぞれのせると仮定すれば，安定の概念は明

確である。凹面では，球に少し力を加えて変位させて

も，何回か振動するが，その振動は減衰して一定の点に

－
Ｎ

ワ

Xe｡ ．Ⅲ

ルゴ
１＋ＴＳ

もどる。

しかし平面と凸面上の球に少しでも力を加えると，決

して球はもとの位置にはもどらない。このように力学的

に見た安定は直観的にわかるであろう。

図４－４一般的な制御系のブロック線図

る。

（２）係数を，２行にならべて，

α０α２α4α６．．．１

α１α３α５α７・・・

６１６２６３………

("+')行易餓…::剛(4-7）
ｅｌｅ２。・・・．｡．。｡．．・・・・

ＪＦ・………･……･…
、９…･･･……………

4５

図４－３つり合い点の安定性

万ﾜﾗﾜ≦皇ラフ7ﾜジ

安定

漸近安定一→4塁一漸近不安定

があるとする

中立 ,不安定
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この系は安定であることが証明された。

ラウスとフルピッッの安定判別法は非常によく似てい

る。それぞれ個性ある方法で，同じ結論をえたことは，

興味深いものがある。

そのほかの安定別判法としてナイキスト(Ｈ･Nyquist）

の方法がある（高井宏幸箸，“自動制御理論”オーム社，

参照）彼は1932年フィードバック増幅器回路の設計の

際，考えついた。この方法は，安定性の問題のみなら

ず，どのくらい安定か，という問題にも拡張でき，今日

でも，制御系の解析の有力な武器となっている。

もしこの行列式が負であれば不安定である。

たとえば

Ｆ(s)＝s4＋4s3＋7s2＋8s÷４

（4-11）

という特性方程式の安定性を調べ

てみよう。係数は全部正であるか

ら条件(1)に満足されている。つぎ

に，

墨=|f:|=20>Ｏ
（4-12）

墓=|縦|=，‘髪。
（4-13）

-望多
4.3自然界におけるフィードバックと振動現象

自動制御を学んでいると，非常におもしろいことに，

制御の考え方が多くのことに適用でき，すっきりと物象

を解析してくれることである。たとえば，山陰地方では

ササの花が咲いた年は，野ネズミが大麓にふえる。しか

しいつのまにネズミの数が減ってゆく。もっとも人間

が田畑の作物を荒すのでネズミたいじをやるからだとい

う理由もあるが，それとて数は知れたものである。ササ

は-1-何年に一度花をつけ実をむすぶ。ササはイネ科の植

物で，野山のどこにでもはえているので，ネズミにとっ

ては，いたるところ食物の宝庫となり,旺盛な殖繁力で，

今度は，ササの実を食べつくす，すると逆にネズミはサ

サの実や食物からお前たちは，数がふえすぎたぞ，とフ

ィードバック信号を受ける。ネズミは全部生きながらえ

ることは到底できない。あるネズミはうえて死ぬ，ある

ネズミは自殺する。北欧では，何年かの周期で何万とい

うネズミが海中に身をなげ集団自殺す:る光景が見られる

ネズミの食物の牡

咲サ
〈サ

山
吹
０
０
０
０

１
２
３
４

１
１
１
ｆ

２
２
２
ワ
』

ａ
α
ａ
α

●
●
●
●

●
●
●
■

●
。
①
●

②
●
●
■

●
●
●
■

●
●
●
●

５
４
３
２

“
“
“
“

句
〕
同
一
“
１
４
、
ｕ

“
α
ａ
ａ

＞０（4-10）Ｈｆ＝

それぞれの係数，６，c,α,e,.f,９，を下の諸演算できめ

てゆく。

難鰯士、
このとき，１列の数列α０，α１，６，，ｃ,，α,……がすべ

て，同符号であれば，安定である。

4.2.2フルビッツの安定判別法

ラウスとは独立に,スイスのストドラ(AurelStodola）

は水力発電所の水車用調速機の安定性について研究して

いた。彼は数学者フルビッツ(AdolfHurwitz)に研究を

依頼した。フルビッッは独自の方法で安定判別法を導き

出した。

特性方程式

Ｆ(3)＝α0s''十als7m-;＋α2s"-2＋……

…………÷α流-,s＋α"＝０（4-9）

とすると，根の実数部がすべて負である必要十分条件

は，

（１）係数，α０，α,，α２，……，α"が正である。もし，

負の係数があれば，系は不安定である。

フルピッツの行列式Ｈｉがすべて正である。

_』と

年の
。“・

イl自
が

一

N邦Ⅱ

図４－５食物の量とネズミの数の関係

4６

１
／ ネズミ② 数
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というが，まさにこれであろう。そしてもとの安定した

状態に戻るのである。このように自然界にもフィードバ

ックが存在し，すべてのものに相互依存の関係が成りた

っているといってよかろう。

また，ネズミの数の増加は，ネズミを食べるタヌキ，

キツネ，フクロウ，タカにも影響をおよぼし，ネズミが

うけたようなしっぺ返し（フィードバック）を受ける。

自然界の事柄の間には，このように「原因と結果」と

いう規則的な関係が存在することに気づくでしょう。そ

して互いに信号の交換が行なわれ，全体をみわたしたと

き，信号の伝達径路は閉じたループ（環）をなしている

ことがわかる。これが非常に重要なことである。

馨

〃
カミ

z均値

〆

園’４－６

＊ 課 ＊

一目でわかるように工夫した独特の内容構成。十年にわたる資料蒐集と研究で，政策・施

設･教材・文具･事件・思想･教師像などを掘り起して評価した類のない大作。

この閉じたループは，互いに調節可能であるし，これ

が重要な性質である。

図4-5の食物の堂とネズミの数との関係は，ある安定

な制御系にデルタ関数α(ｵ）を入力としていれたときの

出力応答と全く同じある。“(1)とは非常な短時間に１

の値をインプットすること｡）

さて，ある地域に，ウサギとオオカミだけが住んでい

るとしよう。もちろんオオカミはウサギを餌にして生き

ている。だからウサギが多くなると，ウサギを食べて，

オオカミがふえる。オオカミは今まで以上にウサギをつ

かまえて餌にしてしまうから，逆にウサギの数はへる。

そうなるとオオカミは食物不足におちいり，数はへ

る。すると一方で敵の数が少くなるのでウサギの数はだ

んだんふえる。このようなサイクルを繰り返すと，一定

の時間の遅れで追いかけっこを互いにやっていることが

わかるだろう。これを図に禅くと図4一6のように表わさ

れ，周期的な振動をおこしている。しかしながら，実は

このような振動をおこしながら，安定なのである。しば

しば，ほんの少しの振動をおこさせておいた方がより安

定である場合がある。自動車の運転手は，方向が定まっ

ていてもハンドルを左右に少しずつうごかして，方向を

制御している。やはり経験からえたものではあるにせよ

理論にかなったことなのである。

（東工大教育学研究室）

図説近代百年の教育
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東京教育大学数授唐濯富太郎箸 Ａ４判上製函入豪華本定価8,000円

国土社

寺子屋時代から今日にいたる百年余の日本の近代教育を，危大な資料.から写真で復元し：
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授業の組織

授業の準備と遂行

生徒の知識と能力の考慮

家政実習室の若干の問題

村洋子豊

の休憩時間は，いくぶん修正されうる。たまたま料理が

休憩時までに仕上がらず途中になる場合には，当番（各

班からでている）は休憩時間に休まず，授業時に教師の

指示を受けて休憩する。

教師は，実習室の整頓や，安全技術の規則をしらせ，

生徒を班に分け（希望により)，生徒用の裁縫ミシン，

アイロン，作業席，種々の器具その他をきめる。実習室

の内部の整頓のし方や，安全技術の規則の掲示表を，よ

く見える場所にはることをすすめる。実習がはじまるま

でに教師は，器具，道具，裁縫ミシン，アイロンなどの

装備の点検をしておく。

教材の正しい選択は，授業を組織する上での重要な意

義を有している。主要な労働の教材は，プログラムに定

められている。補習作業(u）を教師は予定しておく。例

をあげると，第315学校では，この作業のために，指物

工場の．仕事用前掛け縫い，作業用上被のしるしつけ，タ

オル手拭いのの折り返しステッチ，太鼓に用いる革紐縫

いその他が計画されている。この社会的に有用な仕事

は，ひじように教育的な意義をもっており，それのみな

らず，少女たちは,課業として補習作業を遂行しながら，

一一

授業の組織

プログラムに決められた家政の授業にかかわる短かい

配当時間，ならびに学校における家政実験室，実習室の

不充分さに伴う困難性を考慮しながら，学習過程を正し

く，よく計画して編成することがとりわけ重要である。

「料理」の細目の学習は，学校が実習に要する野菜（学
（10）

校実習場その他から収穫する）を大いに利用することが

できる学年度第１期のはじめに導入することが一層よ

い。

学校は家政の授業に要する機械器具，道具その他をと

り揃える。布地は通例，生徒の饗用で購入する。裁断と

裁識の授業に必要な教材の例を，表１にあげた。食料品

は，一部分を生徒の費用で購入するが，学習聾用，学校

農園，父母委員会の資金その他で入手する。

農業学校の調理の授業用には，実習場からとれる野菜

や果物の収；礎物が実さいに利用されることが望ましい。

家政の実習室でおこなう授業ば継続授業（45分ごとに１０

分の休みを入れる）である。調理を実施しているばあい

表１裁縫に必要な材料

一

調理実習用設備

んじく，粗キャラコ
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授業の準備と遂行

教師は，授業の準備を，主要な指導文献によって明確

にされている教科プランの分析と，細目の研究からはじ

める。それを基礎として，半年以上の（全学年間が望ま

しいが）授業同案を作成する。こうして，教師にとって

は，適切な器具，直観教具を準備したり，また充分に，

より興味のあるテーマの理解のために必要な教材を集収

することが可能になる。事実，家政の授業にかんする適

確な立案は，教科プランの実施を実り多いものとし，よ

り組織的な，より興味深い授業の遂行を可能にするであ

ろう。

労働教育のプログラムについての解説書や，家政につ

いての解説書，さらには，方法論的教示についても慎重

に研究することが必要である。教師は，立案化された年

間での，生徒たちが受けとらなければならぬ知識や能力

の範囲を明確に呈示しなければならない。

課業の能率は，‘仕事にたいする教師の準備の質にかか

っている。教師は，どのような目的によってその授業を

おこない，なんのために学ばなければならないか，授業

の結果，少女たちがいかなる知識と能力を受けとったか

を明確にしなければならない。このばあい，訓育的規律

の諸課題も考慮すべきである。

家政の教師が，プログラムにもとづいて，学習にたい

する一定段階における，仕事の具体的なプランを作成し

たり，時には，‘仕事の要綱さえも作成しておくことは有

益である。、鱈謡聖霊鑑..､冒妄‘『窓認溺i醗蝿認蕊

教師は，具体的なプランを作成して，それぞれ課業の

内容や，そのさまざまな教材を正確なものとし，授業実

施上の組織だてられた形態について十分な計画をねる。

教師は，課業にかんした適切な文献に目を通し，子ども

たちが理解しなければならない新しい用語や概念に留意

し，説明を必要とする理論的な教材を区別し，対話の内

容を決め，実習に必要な直観教具や他の教材の準備をす

る。ついで，･作品製作の技術的な過程を研究し，それぞ

れの作業の時間配当をする。この作品は，その後の直観

教具として利用される。作業方法のデモンストレーショ

ナターシャカメイニワ調理の時間で

ンを考慮にいれておく。調理室における実習実施には，

事前に教師は料理の技術をよく理解しておく必要があ

る。

実習は，生徒の力に応じたもの，かれらの年令や発達

に適応したものでなければならないが，とり決められた

プログラムの枠内にとらわれる必要はない。教師は，子

どもたちが受けとった知織や能力の定着について，たえ

ず心を配り，すでに実施された教材の複習と点検に留意

することが大切である。今回の授業が，前回の授業およ

び次回の授業とに，それぞれ緊密な関連がなければなら

ない。さらに，授業と他の一般諸学科との結びつきの方

法と形態をよく考慮しなければならない。

学習フィルムを課業でデモンストレーションするぱあ

いには，あらかじめ点検をしておき，そのために必要と

される説明を用意し，フィルム観覧のあとは，生徒とと

もに作業の組織について考え合い，また，テーマについ

ての問題点を一覧表にして作成する。

工場見学のばあいには，よく組織だてられた見学班を

つくり，観察対象となる教材を正しく選択することが必

要である。

授業をどのようにすすめるか，その形態をきめておく

必要がある。授業は，ベルが鳴り，子どもたちが家政の

教室へ入ってから始められる。学習教材は，すべて授業

が始められるまでに準附され，実習の過程で，それらを

利用できるようによく老噸しておかなければならない『。

まずはじめの授業で，子どもたちは，作業席を決めら

れるが，これは学習年間を通じて変更しない。生徒のグ

ループを一つの材料に割り当て，そのグループから責任

者を出させる。これは，課業のプランを立てるさいに考

慮しておき，それぞれの作業の種類を，たどえば，ミシ

ンで縫うことと，手の作業をおこなうこととを交替にや

Ⅲ
虻

Ｉ
堤

裁縫についての知識と熟練を確実なものにしていくので

ある。

社会的に有用な労仙にむけて，生徒を穣極的に参加さ

せる企業の注文品作りの，重要性は大きい。学校はこの

さい，裁断と裁縫の実習に要する材料を受けとる。しか

し，注文品の選択は，プログラムを考慮しながらおこな

われなければならない。



調理の授業展開例（90分）

１．組織部分調理室へ到着，作業着の若用，手洗

い，学級日誌に欠席者のしるしをする（５分）

２．新しい教材の説明および指導（５－１０分）

３．作業席において，当該の作業指導と実習

（50-55分）

４．できあがった料理について，外見上の評価と味覚

の評価 （15-20分）

5．食器洗い，作業場所の整理，手洗い（10-15分）

生徒の知識と能力の考慮

家政科教室において実習される生徒の知識の考慮につ

いては，,他の一般教育諸学科についての知識の考慮と同

様な要求がなされる。だが，この知識の考慮と相ならん

で，被服製作や食物調理その他についてのさまざまな手

法をおこなう子どもたちの能力もまた考慮しなければな

らない。現在においては，まだ家政についての公式の評

価基準が完成されておらず，そのために教師たちは，生

徒の活動にたいする正しい評価をすることに，はなはだ

困難さを味っている。評価が，知識と能力について確実

な反映をなしていない場合が，ひじょうにしばしば見う

けられるが，評価は，子どもにたいする理解と，明白さ

がなければならず，客観的で，公平なものでなければな

らない。

あるぱあいには，教師が，作品にたいする他のいろい

ろな要求を考慮もせずに，単にその作品の外観について

のみの，一般的な評価をくだしたりするが，あれこれの

実習の正確性や質についてのべてみよう。もしも，シュ

ミーズ裁縫についての作業終了後，ある一般的な評価を

おこなうぱあいの例をとってみると,そこでは,みんなの

注意をえりぐり縫いの始末に向けさせることもできる。

そのなかには，折り伏せステッチおよび縁ステッチをお

こなううえでの大切な操作が少なからず含まれている。

作品の外見上の評価は，製作上の質として要求される

ことについては正しく理解されず，子どもたちが作業を

おこなうぱあいの欠陥をただすようにはなしえない。モ

スクワ第315学校では，ネグレジェ裁縫のとき，教師は

学級日誌のなかに採寸，製図，刺しステッチ，折り伏せ

ステッチ，穴かがりその他についての評価をおこなっ

た。つまり，この評価は，一つ一つの作業をやりとげた

ときに，かならずなされてきたのである。これは評価を

垢こなうばあいのもっとも正しい扱い方であるが，ここ

では紋切型は避けるべきである。教師が主要な事実に見

合わせて，製作に要した時間を計算し，評価をするぱあ

いには，こうした例もある。

基本的な基準となる作業の諸評価は，理論的な教材の

知識，作品の質および製作のために要した時間などであ

るが，かならずしもこれらに拘束されてはならない。そ

れぞれの実習作業の質や作業の手法，労働との関連，作

業場所との関連，器具との関連も同様に重要な基準とな

_』

裁縫の授業展開例

１．組織部分裁縫室へ生徒の到着。学級日誌に欠

席者の記入（２分）

２．新しい教材の説明，あるいはすでに着手されてい

る作業の，次の準備についての教示（５－１０分）

作業席においての当該の作業指導と生徒の実習

（65-70分）

３．知識および能力の点検（５－乱0分）

４ ．作業の総括的 な 点 検 （ ７ － １ ０ 分 ）

５．作業席，未完成の製作品，器具の整理および手洗

い （５分）

らせるようにする。

テーマについて説明を終えてから，子どもたちに作業

に着手することを指示する。授業の内容や目的にしたが

って，教師は，いろいろのやり方を説明する。

授業をおこなうぱあい，全体としてすべてのグループ

を，個別的には，一人一人の子どもを視野において，お

こなわれなければならず，そのために教師は，課題の遂

行に気を配りながら，作業席から作業席への巡視をつね

におこない，規則正しい学習態度や，器具の使い方を注

意深く見まもり，正しい作業手法その他を示す。多くの

子どもたちが，ある誤りをくり返すぱあいには，作業を

一時停止して，どのようにしてその誤りを改めねばなら

ないかを説明する。プログラムに定められているすべて

の教材は，学校における授業のなかでおこなわれるが，

つぎに，授業の展開例をあげてみよう。

皇

｡

実 習室の概観
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る。実習の評価にさいしては，子どもたちの自主性の度

合，作業を正しく計画する能力を考慮しなければならな

い。あるばあいには，黒板に回答を求めて評価すること

もある。作業が班ごとにおこなわれているぱあいには，

その評価は，個禽の生徒の仕事を妨げないようにおこな

う。

以下にモスクワ第151学校，第204学校，第315学校の

５－６学年生にたいするコントロール作業の結果，さだ

められたおのおのの作業にかんするいくつかの評価基準

をあげてみよう。

刺しステッチ縫い目がきれいに仕上げられ，針目

が布端から，一定の間隔にきめられた線上に，正しく縫

われているぱあいの作業はく５＞点に評価される。定め

られた線から，１ミリメートル以内でそれることは許さ

れる。評価く４＞では，しるしの線から，針目が1.5ミ

リメートル以内，＜３＞では２ミリメートル以内のそれ

についてなされる。作業が粗雑で，針目が規定の線から

過度にずれており，布地の断面が合わないぱあいの作業

はく２＞点に評価される。

縁ステッチ縫い目が正しく揃って仕上げられ，折
へ－、デー へ■－戸

り返しがすべてにわたって，定められた大きさに規則正

しくやりとげられ（１ミリメートル以内のそれは許され

る）布端しを折り目から０．１センチメートルの間隔に，

針目はきめられた線にそって，正しく縫われているぱあ

いの作業はく５＞点に評嬢価される。評価く４＞では，規

定の線から１．５ミリメートル以内のそれを，＜３＞では

２ミリメートル以内のそれは許される。仕事がいいかげ

んで，できあがった縫目が所定の大きさにまもられてお

らず，針目が規定の線からいちじるしくそれているぱあ

い，その作業はく２＞に評価される。

折り伏せステッチ縫い目の仕上り‘がきれい{ことと
－＝、－－ヘーーヘー邑戸～＝＝高彰へ〆、Ｆ

のっておｌ)，針目がきめられた線にそって縫われている

とき（１ミリメートル以内のそれは許される）には，そ

の作業はく５＞点に評価される。２ミリメートルを超え

ない程度にわきへそれるぱあいには，評価はく３＞にな

され，わきへのそれが，２ミリメートルをこえたときに

は評価はく２＞になされる。

学期末には，･作業課j謹として学習された実習の応用に

結びつけて，コントロール作業を導入することもある。

コントロール作業の実施のためには，教師は前もって，

型紙や裁断布を用意し，適宣に糸や針を選んでおく。

コントロール作業は，通常は比較的評価の低いときに

とり入れるべきである。

６学年の裁縫

家政実習室設備の若干の問題

家政実習室は，８年制学校に学ぶ生徒たちが，裁断や

料理〆住居や衣類の整理にかんして，理論的，実践的授

業をおこなうために，特別に設備されたものである。

家政実習室は，1958-1959学年度より，家政の細目

が，労働教育のなかへ導入されたこととの関連づけで，

各学校に設けられるようになった。

諾学校の実践においては，家政実習室の編成にたいす

る学校の指導がきわめて無蛮任になされていることがた

またまみられ，授業が，さまざまな教室でおこなわれて

いる。このような作業組織では，優れた授業をなしとげ

うるはずがなく，安全技術の規則や，衛生的な諸要求そ

の他のことを実施することもできえない。

特別に設備された優秀な家政実習室の設立は，学習の

途にある生徒たちの実践活動に向けての教育を保障し，

また設備，器具を長期間にわたって安全に管理すること

を保障するのである。

実習室は，裁縫室と調理室の２部屋に作られることが

目的にかなっている。実習室はまた課外作業のために利

用されたりする。必要な部屋が不足しているときには，

家政の授業が実施できるように，特別な装置を用いて，

普通教育の一つでおこなうこともありうる。家政実習室

の設備配置の可能的なプランを，図１，２，３にあげる。

足

／
碇

図１家政実習室における設備配置プラン

ユー勉強机２－裁縫ミシン３－戸棚４－アイ

ロン台５－アイロン敷台６－人台７－鏡

８－黒板９－流し台１０－仮縫い室１１－椅子お

よび調理台１２－レンジ

5』
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訳者から

今日はソビエトの評‘価の問題について若干のべてみま

しょう。

今回の「認識と能力の考慮」を読まれた方は，なに

か，日本の高校家庭の技術検定などと類似していると疑

問をもたれる向もあろうかとおもわれます。表面のみを

みますと，ソビエトの評点法は，日本のような５点法

で，点の多い順に秀，優，良，可，不可となりますが，

評価法の質からいえば，日本のそれとは全く異ったもの

です。これば，完全な絶対評価であり，能力，習熟の実

際の価値がつけられるものであって，５がクラス全員に

つくこともありえますし，むしろ，そのために，みんな

が学習し合い努力し合っております。いわば，学習した

ことの総括としての評価であって，選別や差別のための

評価ではありえません。

５点評価法は，1943/坐学年度から実施されておりま

すが，評価，点検についてのカイロフの見解をきいてみ

ましょう。

「生徒たちの労働には，点検と評価がぜひ必要である。

それがおこなわれる場合にだけ，生徒たちの労働は，や

りぬく態度や委託された仕事にたいする責任感や作業の

高い質をもとめる志向を育てていくであろう。

労働についての学習過程に応じて，生徒たちが遂行し

た作業を点検し，評価するさいに，教師たちは，労働の

作業中の観察からえられた資料･に注意をはらい，生徒た

ちが製作した製品を検討する。そのぱあい，作業の量と

質とが，またそれの遂行の適時さと正確さとが，注意さ

ｆ
望

文献イ．ア．カイー戸フ，教育学Ｉ，Ⅱ

矢川徳光訳明治図書

（北海道教育大学）
／
匙

5３

れるｏ

作業の査定と統制との正確とは，課|題の遂行を計画す
さしず

るさい，また指図するさい，範囲と作業の質にこいする

要求とをどの程度きめていたかに左右されることが，ひ

じように多い」

評価の対象は，口頭の答,文章による答,考査の仕事，

実際の仕事，グラフによる仕事，作業場，生産現場，学

校付屈豊圃の労働などがあり，評価方法は，いかにして

生徒の向上をはかり，労働や学習を刺激し，高めるかの

研究にかかっております。

ついでながら，日本の高校家庭検定番をひもとけば，

きゅうりを１分間に０．２センチの厚さに何回包丁を使え

るかとか’６時間以内に大裁あわせ長着を１枚縫うこと

ができるかなどということが列記されておりますが，こ

れらはまさに，お針女や調理婦の養成といえましょう。

いかに社会が発展し，国の体制が変っても，家庭科が，

「技術」を無視してはなりたたない教科であることは言

うまでもありませんが，技術検定のあり方は，あきらか

にいきすぎであるといえましょう。

ソビエトのぱあいの評価にしても，点検にしても，こ

れらとは，反対の観点にたったものなので，その評価方

法のなかに－，たとえば裁縫をみても－１ミリ，２

ミリの誤差についての評点があるというだけで，日本の

技術検定と同一論ずるわけにはいかないということは，

明白でありましょう。

鰯国土新書最新刊／

蒲生英男著
価320円〒８０画 本理科教育小史

儒教的観念論に馴らされていた近世の日本に，近代科学の実証精神が輸入されて以来，

わが国の科学技術の発展を底辺からささえてきた“理科教育”の一世紀を，その制度・

内容・教授法にわたって詳細に分析研究した労作。

国士社
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発表されたことでもあり，この批判検討に勢力がそそが

れることと思います。この教研が実り多きものになり，

全国に広められるかどうかは非常に大きな意味をもって

います。産教連の会員の中からも何人か参加することと

思いますが，集会の成功を心から祈っています。いずれ

成果については本誌へも掲載したいと思っています。読

者の中で参加された方はぜひ感想などをおよせ下さい。

１８次産教連の準備進む今年の産教連夏季全国集会

は，広励を候補地として交渉を進めておりますが，広島

の三吉先生の骨折りで会場は「宮島」にきまりそうで

す。会期はまだはっきりしませんが，７日，８日，９日

の３日間を案に交渉しております。学習指導要領も出た

ことでもあり，徹底的な批判活動と自分たちの自主編成

運動をそれまでに盛り上げたいものです。（向山）

会斐納入についての提案

どこの団体でも会饗集めに苦労しているようですが産

教連でも同じで，会費をきちんと払ってくれる会員ほ３

分の１ぐらいしかいません。つまり，入会するときは良

いのですが，その後支払がないので，実際には会員であ

るのかないのかわからなくなっている会員が多いので

す。これは会饗をわざわざ送るのがめんどうだというの

が最も大きな原因です。そこで会費を切手（15円切手）

で300円分送ってくれても良いことにしたところ，かな

り払いがよくなりましたが，それでもまだまだです。そ

こで会灘のかわりに原稿をかいていただくということを

提案したい。原稿の分戯は400字詰原稿用紙で５枚以上

（雑誌技術教育１頁分）でいかがでしょうか。そうすれ

ば，会員は年一回は機関誌に顔を出し、しかも自動的に

会澱が支払われるというわけです。

この提案に賛成して下さる方は，「会幾分原稿」と指

定して事務ﾙjに送ってください。

原稲の内容は次のようなものでいかがでしょうか。

①授業の記録

自分が現に行った授業の記録を１時間または２時間単

位にまとめ，その中で，自分は何を教えようとしたか，

授業はどのように展開したか，子どもはどんな反応を示

したかを群く。写真を一枚つけてくれればなおよい。

②技術・家庭科をどう考えるか｡､

教科の性格や目:標などについて，どう考え実践してい

るか，子どもと接する中で感じたこと，親と接する中で

感じたことなどを気軽にまとめる。

③地方だより

自分の地域でやっている研究や実践，地域のサークル

産教連ニュース

新指導要領の検討始まる。４３年12月18日中学:佼の学習

指導要領の中間まとめが発表になりました。１８日に発表

されることは10日ほど前から情報が入っていましたの

で，１８日の朝は目がさめるとすぐに新聞を床にもってき

ていそいで技術家庭科のところを見ましたが省略されて

おりガッカリ。学校に行きがけに，といっても当日は1２

・１８の１時間ストで，スト会場に行きながら，朝日，毎

日，東京，産経，など全部の新聞を買って目を通す。と

ころがどの新聞も全くかかれていないのには雛いた。

さっそく日教組に電話を入れたが一部しかないとのこ

と，印刷してわけてもらえるのは１ケ月後になるとのこ

と。これではどうしようもない。そこで新聞社に電話し

て，知り合いの記者から一日だけ借用して読むことにし

た。すぐに学校にもちかえり，１１時までかかってファッ

クスにとる。

この全文をもとに産教連では，さっそく21日に指導要

領についての第１回目の検討をはじめる。参加者にはそ

の場で読んですぐに意見をということで深まらないとこ

ろもあったが，各分野検討をすすめていくうちに，みな

あきれかえって，検討する価値もないという声がでるほ

ど２年もかかってこんなおそまつなものしかできないと

は一体どうなっているんだろうかとみなあきれかえるば

かり，史上最低だろうと参加者一同の意見，３３年度改訂

のときも批判ばたくさんあったが，こんなことはなかっ

た。思ったより，はるかにひどいものであることがわか

って，あまり期待はしていなかったが,やはりガッカリ。

このまま実践したら，生徒ばかりか，教師もだめになる

のではないかとは佐藤氏の意見だが，全くその通り。

東京では１月６１『１，７１．１と合宿研究会を開いて第２回

目の検討をするが，これからどう運動を展開するのか。

とにかく総力をあげて反対遮動をしなければいけないの

ではないか。

読者のみなさんはもう指導要領の全文は手に入れたで

しょうか。これが出る頃は，各出版社から本になってい

ると思いますが，もしまだの人は実饗50円切手同封のう

え事務局に申し込んで下さい。残部があります。また，

地域の先生方の反応やサークルで話し合ったことなどぜ

ひ知らせて下さい。

日教組教研の成功を祈る第18次の日教組全国教研は

１月25日から熊本で開かれます。今年は学習指導要領が

５４

ｕ

－段

Ｊ
一



『

型

'

iAさ

一｡△｡●の一一笠■■卸ローータｊグー=一宇ウワー一口一一一一Ｐ■かロー一夕のタタ■

で最近話題になったことなど，地域のようすを知らせる

ものならなんでもけつこう。文部教研や全県技・家研究

会のようすでもかまいません。事実をかいていただき，

､それに自分は「あれは問題があると思った」とか「あれ

ば大変よかったと思った」など感想をつけてくれればな

おけつこうです。

④子どもの目，教師の目

教師の目からみて，最近の出来事の中で感じたこと，

また子どもが教師に発言した中でドキリとするようなこ

と，また子どもの,作文など。

⑤アイデアと提案

「実習室にこんな掛図をかざったら」とか「材料を教

えるのに，こんなものを使ったら」とか，いろいろ思い

つくことで，みんなのものにしたら参考になると思われ

るものなんでもけつこう。

⑥私の愛読譜．すすめる本

自分が今まで読んだ本の中で特に印象深かったもの，

教材研究として参考になった本の紹介。

事務局東京都葛飾区青戸６－１９．‐２７向山玉雄方

－Ｌハゲ.ヘーーージー

どしどし書くこと－すばらしいアイデア

池田種生

産教連通信No.34の「会費納入についての提案」は，

すばらしいアイデアだと思った。僅かな会費が中々集ら

ないために，郵送料さえ差支える経験は，こうした会の

台所をあづかつたものには誰しも味う悩みの種である○

一人点々の会員に催とるに足らない会費でも’それが

十倍百倍となる時，数学的に明らかなように，経済的に

全身マヒ状態に陥入るのである。つい会員意識のないこ

とを，こぼしたくなるものである。

それを，今度は会貝に原稿をかいて貰って，その原稿

料の一部を会溌に振替えるという提案は，正に箱案中の

名案である。誰が考え出したか’すばらしいアイデアで

ある。一石二鳥どころか，会員にとっては’絶好の機会

が与えられるわけで’大いに活用されたいものである。

現在は，戦前とちがって，言論の自由に恵まれていて

何をかいても，たとえば天皇や皇室のことでも，平気で

思うことをかいても不敬罪などという，不合理なものは

ない。われわれ戦前派は，原碕の中に伏字といって××

×を入れたり，遠慮してかいて，活字になったのを内務

省が検閲して，お気に召さない所が，一カ所でもある

と，たちまち“発売禁止”といって，全国の警察が書店

に並べてあるのを，かっさらって行くばかりでなく，出

版社もおそわれて，紙型まで持ち去るということが，白

昼公然と行われた。いまの人たちには，ウソのようで，

実感が湧かないかも知れない。だから私たちが，ものを

かくには，たいへんに神経を使い，なるべく法にふれな

いように，どうしたら読者にわかってもらえるかに，苦

心を重ねたもので，一番安全なことは，思っていても文

章にしないことか，そのような危険のない思想や，当り

障りのないことだけに限ることであった。

しかしいまはそんな法律はどこにもないのだから，随

分ラクにかけるはずであるのに，そうばかりとはいえな

いらしいので，不思議といえば，不思議である。あるい

は戦前のコントロール（制限）が，文章をかく意欲を起

こさせ，その中での苦心れん膳が，文章を上達させたと

も考えられる。私はいまだに編集の仕事や，文章をかく

‘仕事にたづさわっているが，戦後の人は確かに大いにか

くようになり，意見を発表する人がふえたが，文章に関

する限りでは，玉石混こうで，全般的にいって表現がう

まかったり，文章が書き馴れていて，正確というのは，

や注り限られているように思う。許された自由を大いに

活用すべきではなかろうか。

なるほど，文章をかくには，ある程度の習練が要る。

その機会をつかむことである。私はハガキや手紙をかく

のも，その習練だと思っている。思ったことを，できる

だけ相手にわかるように，自分の頭のなかにあるもの

を，克明に文字にすることに努めることだ。

私は官製ハガキに用件をかいても，何回も読み直して

気に入らないと，苦もなく７円を破り捨てることにして

いる。そうしてできたものは，たとえ短いものでも相手

に通じるし，その間に文章表現の技術が進んでいる。こ

れも人間の技術教育の一つに加えてほしいものである。

少くとも教師には必要なことではなかろうか。

いづれにしても絶好のチャンスを逃さないこと－即

刻どしどし思うことをぶつつけることです。ただ少し心

配なのは，あまり多数来すぎる結果を来しはしないか，

ということである。「ただし雑誌に発表されたぱあい」く

らいの制限は必要で，どうも芳しくないような原稿は，

重ねて送って貰うこと（それを恥じては上達しない）

は事務局でも心得ておく必要があるのではなかろうか。
h夕
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２．教科について

われわれが自分の受持教科の本質とか性格とか

について考えることはごく当りまえのこのとだと

思われるのだが，現場の実状は，既存の学習指導

要領や教科書の内容と方法の不備・不在に妨げら

れて，その当りまえのことが必らずしも行なわれ

ていないようである。他教科のことまで考えるこ

とはともかくとしてせめて自分の教科ぐらいは考

えるとしても，それでは考え方が狭くもなり，偏

りもする。そして自然，毎日の授業のことに追わ

れて，その授業の本質，教科･の性格には深く立入

ろうとしないのが現状ということになる。教授学

といえば教育学の一部門になっているが，その教

授学の各論ともいうべき教科学というものは，案

外まだひろく研究・設定されていない。しかるに

ここでのわれわれの課題は，一つのできあがって

いる教科についての研究や検討．ではなくて，何も

ないところにこれから構成すべき教科がどんな本

質と構造とをもたねばならないかという，ある意

味では雲をつかむような話なのである。したがっ

てとりあえず何かの足がかりとなるものを探さね

ばならないことになる。

そこでよぎなくわれわれは，近代教育思想の源

＊朝日新聞，1968年１１月５日号

*＊産業教育研究連盟論，技術家庭科教育の創造，

ｐ、５６以下

iま主として教科の教材的構成（カリキュラムにその

具体的内容が展示される)，すなわち主として，内容

（系統性による教材単元系列）に関するテーマの検

討となるであろう。

教科の構成（ １）
一枝術家庭科における教授活動の構成的考察（Ｖ）－

岡 邦雄

１．まえがき

中央教育審議会は1968年11月４日，大学から幼

稚園までの広汎な教育問題についての中間報告を

提出した。それによると，これまでこの中教審が

文部省の政策に調子を合わせて答申を行ない，そ

の答申にもとづいて文部省が作製してきた学習指

導要領の国家基準性が現場教師の創意を阻む権力

介入になっている実態を考慮し，中教審としての

姿勢を改めざるを得なくなったことを告白してい

る*。私はすでに，従来，現場教師の批判の的で

あった学習指導要領がいかに体制的権威を振りま

わすだけのものであって指導性を初めっからもっ

ていないことを指摘し，その上で技術家庭科をそ

の根本かな見なおし，指導要領の手直しや再編成

ぐらいでばどうしようもないものであり，全く新

規に構成してかかるほかないことを主張した**。

またその論旨の貧しさと，その展開の混乱を正す

ために本誌の紙面をかりて，1968年６月号以来４

回にわたってこの教科構成の予備考察を試みた。

ところで教科ないし教授には，その内容と方法

があり，それは当然その教科の構成に現われてく

る。本稿（１）から（Ⅳ）までの予備考察は主とし

て，その方法（順次性を中心とする教授過程）にか

かわるものであった。本回（Ｖ）および次回（Ⅵ）

_》

5６



本質としてここに提出することも決して無責任な

ことではないと考えられる。つまりルソーの青少

年のための教育論に従って，この教科の目標も，

自然と人間と生産であり，そして生産とはひろく

いって事物の生産であり，そしてルソーによれ

ば，われわれを直接に刺激する事物の教育こそわ

れわれ自身の経験に与えられるものだからであ

る。総括的にいえば，ルソーは自然・人間・事物

のうち，とくに事物の教育に青少年教育の重心を

見出した｡､われわれは，この重心を，これから構

成すべき技術家庭科の目標とし，それによってこ

の教科の性格づけをも行なおうとするものであ

る。

（ａ・教科の本質）近代以後の教育思想は上述

のルソーに発して18世紀フランスの思想家たちか

らペスタロッチをへて現代に流れ，日本において

も明治以後，その欧米の主流から分流し来り，そ

の時々の学制がそれにさまざまな蛇行を強いつつ

現代に至ったのである。そしてたとえば中学校に

おいては，戦前の約14科目，戦後の約９科目とい

う課程形態(科目体系）をとっているが，やはり１８

世紀以来の国際的・伝統的な初等教育・公民教育

の教科配列が維持されており，それが示す本質が

日本のような東洋的な風土においても大たい今日

において維持されているものと考えられる。それ

が教科なるもののあり方にほかならない。その流

れの志向するところは，やはり当時のフランスの

思想家テュルゴやコンドルセが強調した人間精神

進歩の思想から逸脱するものではない。そして私

は，以下われわれの構成すべき技術家庭科の本質

としての近代以来の自然と人間と生産にかかわる

ものという本質規定をこれから展開する教科構成

のための第一の指標とする積りである。

（ｂ・教科の性格）ところで最近われわれ現場

の研究者のあいだで“教科の性格”ということが

論じられており，その性格は普通には，教科の目

Ｌ

ノ
、
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＊ニミール（岩波文庫版）上巻ｐ､２５．

舞葛同上ｐ，２４．

をたずねて，ルソーの“エミール”につき当る。

そこでルソーは，“教育”に次のような規定を与

えている。
●●●●●●●●●●●●●●

（１）教育とは，自然から事物によって与えられ

るものであり，その教育に自然と人間と事物によ

る教育が区別される*。そしてルソーは，われわ

れの能力および器官の内部的発展は自然の教育，

この発展の応用を教えるものは人間の教育，そし

てわれわれを刺激する事物についてわれわれ自身

の経験に与えられるものは事物の教育である**・

ルソーがその哲学（思想）の中心を自然に置いた

こと（自然に帰れ）は周知の通りである。“自然”

といえば．こんにち簡単には，人間や社会の対立

物と考えられているが，ルソーの“自然'，概念に

は，人間の内部における自然的・肉体的側面を含

めた彼独自の意味のものなのである。

以上の理解に大過ないとすれば，ルソーによっ

て教育が与えるものとされた自然・人間・事物

は，今日の言葉で表現すれば，大まかに自然およ

び人間（われわれの能力および器官の内部的発展)，人

間および社会（上の発展の応用一適用)，として事

物（労働対象－われわれを刺激する那物についてわ

れわれ自身の経験に与えられたもの）になると考えら

れる。ここでわれわれのいう労働対象は‘技術”
●●ａ●● ● ● ● ● ●

すなわち労働手段の体系が労働力（広義では能力）

とともに働きかける対象なのである。こうしてル

ソーが教育によって与えられるものとしたのは，

自然と人間，社会と人間，そして技術と物材であ
●●●●

り，全体を大まかにつづめてし､えば，自然と人間

と生産ということになる。つまりこの３つがルソ

ーのいう教育なるものの最も基本的な要素だと考

えられないであろうか。もしこのことが認容でき

るならば，教育の古い，一般的な規定から教科の

本質をそっくりそのままわれわれの技術家庭科.の



標すなわちその教科によって，子どもにいかなる

能力を習得させるべきかという，いわばねらいを

どこにつけるかによって決定されるものと考えら

れているようである。この場合，その目標のつけ

方に，第一，子どもの存在を中心に置き，その能

力の発達水準を基本においての決め方と，第二に

それとは反対に，その目標は子どもの発達水準に

依拠して決められるというよりは，むしろ何か子

ども以外の政治権力とか，企業からの要請によっ

て子どもの存在，ないしその発達段階を全く無視

してなされる決め方とある。

第一の“性格”は，上に規定した教科の本質か

らくるもので教育思想の社会的・歴史的な流れの

なかでその本賀が顕現，すなわち具体的な教育制

度その他の形をとって実現するものをいう。だか

らそれは18世紀のフランス思想家が“人間精神進

歩の思想”にもとづく国際的な，また時代によっ

ては民族的な，常に次の時代の人間，次の時代の

国民を本位に置いた目標によって決定される性格

である。1792年，コンドルセが提出した公教育組

織に関する計画の如きは，ここにいう教科の,性格

の歴史上もっとも典型的な実‘例である。そして現

代，世界中の各国において，このような‘.‘性格”

理念の現実化・具体化したものは必ずしも多いと

はいえないのである。しかしそれを追求すること

は常に心ある現場教師の悲願ではないだろうか。

そして将来において必ずかなえられる悲願であろ

う。なぜなら，その性格は教科の本質の顕現であ

り，そして時代から時代へと常に新しく生れ，育

ってやまない子ども・生徒・学生がその主,体を成

しているからである。

次に第二の“性格，’について述べる。それは，

日本の戦後とくに目立って示された“教科の性

:格”であり，昭和22年にその最初のものが発表さ

れた文部省の“学習指導要領”によって性格づけ

られたものである。それは初めは“試案”とし

5８

て，後には“国家基準”としてわれわれに押しつ

けられたものである。それはその意味できわめて

“現実的”な拘束力をもっているが，第一の性格
●●●●●●●●Ｇ●

とは反対に，子ども中心でないことをその特徴と

している。それば子どもの発達の順次性という教

科ぼんらいの要求から出たものではなく，全くそ

のときどきの政府の政策や企業国家団体（国家独

占資本を代表する）の強力な要請から出た目標によ

って指導要領が作られている。そしてそれがすで

に４回も“改訂”されているということだけでも

その“性格づけ”の動機がいかに子ども不在のも

のであるかは明瞭であろう。日本の工業技術の現

代化。高度化は昭和25年ごろから始まり30年ごろ

からその第２期にはいったといわれているが，そ

の頃から“技術革新”という言葉が流行し，それ

を反映して昭和32年，日本経団連は‘科学技術教

育振興に関する意見譜”を提出して，政府に科学

技術教育改革の実施を迫った。政府はあわててこ
●●●●■●●●●●●

れに追随し，“子どものいない科学技術の改革”
●●●●●●●●■●●●

と“子どものいる”科学技術教育とを混同し中教

審とか教科審とか（いずれも略称）いう審議会にそ

の“方策”を検討させた｡その結果審議会は､未だ

生活と生産との区別もつかぬ(未分化状態にある)，

年端もゆかぬ中学生に対して，初等中等教育制度

の単線型を複線型に歪曲しコ中学生の各クラスを

無残にも“就職組”と“進学組'’に分裂させるよ

う答申させた。ここでは清原道寿氏が指摘してい
白●●●●｡●●

るように，普通教育としての技術教育の意義は全

く理解されていないのである（傍点一岡)*。私は

この目立った“技術蹴新”の普通教育(中学校課程）

に及ぼす影響を考えると，１９世紀の初め，イギリ

スの産業革命の時代に繊維工場の経営者たちが，

婦人やいたいけな子ども（最年少は４才）を１日１６

時間もおどろくべき低賃金で後には夜昼交代制で

24時間を通して労働させたことを連想して'陳然と

＊技術家庭科教育の創造ｐ、４５

』
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教授過程

(1)知'性的な性格の要素と

してはその行動がちよくせ

つ知覚に結びついて能力と

習熟の過程を用意する。

(2)身体的・運動的な性格

の要素としては，やはり能

力と習熟がある種の独自性

をもって行なわれる。そし

て同じ能力と習熟の達成と

いう点で(1)と切離すことが

できない。

(3)知識の発達と身体的行

動とを不可分ならしめてい

るものは，いうまでもなく

子どもたちがじかに当面し

ている道具・機械および教

材（一般的には労働対象）

である。適当に整備・配置

されたそれらの実物(事物）

が教師によって用意され

る。

(4)子どもには古い教材を習

得した上で初めて新しい教

材に取組むという特性が教

授過程がこの子どもたちの

能力に注意ぷかく照応させ

られておればそれが彼等の

注意をひきつける重要な条

件となる。

する。文産省はさらに無反省にも後期中等教育に

おける教科の多様化(実は細分化）を進めている。

企業家たちはそれにもあき足らず，産学連携など

と自分の方から持ちかけて，八王子工高と日野自

動車ＫＫとの話合いで工高定時制の生徒が通学し

ながら工場に勤務する体制をつくったが，一昨年

（昭和42年）９月，会社の一方的な都合で，この

“連携”が打切られ，125人の生徒が路頭に迷っ

たことは，われわれの記‘億に新しい。総じてこう

いう政府の文教政策の“目標”は全く教育課程編

成の“目標”から外れて企業体の露骨な利潤追求

の“目標”にむかってそのコース転換が進められ

ているのである。したがってかような“目標'’が

教科の本質とは全く別のもので，それから顕現す

べき教科の性格など形成できるはずのものではな

いのである。

（ｃ，技術家庭科構成上の指標）ここで叙述の

便宜上技術家庭科構成上の指標となるべきものを

掲げておく。

第一上述，ルソーが示した教科･の本質規定と

して与えた－自然と人間と生産にかかわるもの

という規定である。この規定はもちろん初等教育

におけるすべての教科にあてはまるが，特に，

"生産"，ルソーのもとの言葉では“事物”という

要素の存在によって，技術家庭科にとってとりわ

けピッタリした規定になっている。ことわるまで

もないことであるが，そのような技術家庭科こそ

われわれの手でこれから構成しようとしているも

のである。

第二教育の主体である子どもの存在を教科の

指標として，片時も子どもから目を離さないこと

（それは現場教師にとって自明のことであるが)。

第三われわれは，本稿（１）と（Ⅱ)において教

授過程の構成を明かにし，図式の上ではその全体

のまん中に“能力形成とcircuit”いうロータリ

ーを設け，その左側には知識の習得・定着のコー

３．技術家庭科教育における教授過程と

子どもの特性との関係

教授過程と，中学校期にある子どもの特性との

関係をできるだけ簡単に対照化して見る。

がLら

(2)その思考が知覚や直接

的・感性的経験と不可分に

結びついていることが特徴

の二つ毎

子どもの特性

(1)その行動がちよくせつ

知覚に結びついていること

が特徴の一つ。

同

スを，右側には本稿(Ⅲ)で述べた学習態度との学

習労働のコースを設定し，左右両側の相互連絡，

全体の総合的な相互運動を示した。この全体が子

どもの発達の順次性を骨子とした教授過程であ

り，それが系統的にえらばれた教科･単元の一つ一

つに固く接着して展開されるのが授業全体の組織

である。そしてわれわれはこれを中学校における

教科，とくに技術家庭科の第三の構成上の指標と

する。

|(3)子どもがその手を動か

'すことが彼らのあたま-知
|性を発達させ，彼らの行動

|を一そう実践的に合理化す

るとともに，その知覚が組

織化し，制御されたものに

なり，その認識を一そう知

性的なものにする。

』
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【4）学習態度の積極性が商

まり，その態度にもとづい

て作業上の注意が意識的に

なる。
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初等教育において直観性を重んずべきことは，

すでに７世紀においてコメニウス（コメンスキー

（チェコ名)）が，知識が感覚にもとづくことが深

ければ深いほど，それだけそれは信頼度を増すと

いい，また‘‘われわれが事物についての本当のし

っかりした知識を子どもたちの身につけさせたい

と思うならば，一般的にいって，すべてのものを

個人の観察と感性的証明とを通して教授せねばな

らない'，＊*と述べて，直観教育を近代教育思想の

先頭に立てた。

コメニウス･ルソー･ペスタロッチ，現代ではウ

シンスキーを含めて***いずれも直観主義を強調

している。しかし彼等が直観教育を初等教育の基

礎的方法としたことから，今日の中学校教育では

(5)大人の生活は消費・使

用（取扱い）および生産よ

り成るが；子どもの生活で

は生産への分化は未だ十分

でない。いわゆる生活の知

恵から“生産の知誠へ”と

いってもまだまだ生活のな

かに深く埋もれている。

るという要求のことである。

過程と子どもの特性との対応は，静的な相応原理

からさらに飛躍して動的な呼応原理となる。

（教授の直観性の原理）教授の相応性の原理が

実現されるような望ましい教授が行なわれる場合

子どもたちの意識性が現われる最高の動機となる

ものは彼等の創造的な讃極性である。ここでいさ

さか唐突ではあるが，“教授の直観'性の原理”と

呼ぶべきものを付け加えねばならない*・

教科の直観性の原理とは，子どもたちが学習す

（教援の相応性の原理）上表は，ダニロフのい

う教授の相応'性の原理をおのずから図示したもの

になっている。その原理とは，

教授（狭義）の内容と方法とを子どもたちの年

令的特‘性に適応させること，そしてそうすること

によって子どもたちが自分の能力をある程度緊張

させて，知識・能力・習熟を身につけていくよう

にすることである*。したがってこの両者の相応

の状態とは，子どもが教師の指導の下で，自分の

精神(力)をある程度緊張させながら意識的に学習

できる最も望ましい状態であり，子どもの学習態

度、とくに学習労働形成の基礎的条件でもある。

そして教授の相応性の原理は，教材の困難度の

＊ダニロフ“教授学”（上）ｐ,２９５．

６０

（５）右に対応する教授のカ

リキュウムは決して平面的

なものではなく，教材単元

も消費から使用，それから

生産へと勾配のついたもの

になる。

る事物や現象についての，またはそれらのものの

＊直観とは，判断・推理などの思惟（思考）作用を
加えることなく，対象を直接に把握する作用。か

つて小学校低学年に行なわれた具体的な事紡を見

せて，主として自然に関する知識を与える教科(初

歩の地理・歴史・理科など）を直観科と呼んだ時

代があった。

*＊ダニロフ，“教授学”（上)，ｐ,281．

*稗ウシンスキーが直観的学習と呼んでいるものは，

抽象的な形象や言語を基にするのでなくて，子と

・もが直接的に知覚する具体的な形象をもとにする

ような学習のことである。

』表現についての自分たちの生食とした知覚を土台

順次的高まりを要求する。それを図式化すれば，

として表象や概念を形成していくような教授をす

１
－

↓ ↓

‐鍵化{鴛鰯麓：
生活のなかで子どもが

身近かに知覚するもの

：…→嬢いに生産活動にこれが感性的認識・

学習労働の課程をへて……；

これを一口で総括すれば，生活（の知恵）から

生産（の知識）に進むのである。

技術家庭科に限ったことではないが，教科は昨

日のむずかしいものから習得の過程で今日のやさ

しいものとなる。この過程は中学校期の技術家庭

科においてはすぐれて流動的なものであり，教授

生産活動の習得過程をへて……→次に科学的

認識に近づく。

やさしいもの…………→むす愚かしいもの



ならぬ“学習労働”である｡

に自らの能力に対して困難なものでなく、同時に

そう容易なものでもない身体と精神の適切な緊張

状態をもって学習できるという機会は、子どもた

ちのこれからの長い生涯においても，そうざらに

恵まれることではあるまい。そして子どもたちに

そういう幸福な期間（中学校の３カ年）を経験さ

せてやれるいうことは，教師にとってもこの上も

ない幸福なことではないだろうか。

４・教科構造のパターン(教授の順次性と系統性）

従来の教授論において子どもの発達の順次'性と

教科内容（教材単元）の系統性とについては，言

葉の上では一おう論じられてきたわけである。し

かし系統'性のほうはともかくとして，順次性のほ

うは実際上，ほとんどタナアゲの形であった。つ

まり教授の実践と系統性．順次'性の問題とは一こ

うつながりがなかったように思われる。教科構成

を考えている本章において，このような一節をこ

こに挿むことは叙述としては不整合の感があるが

許していただきたい。

まずダニロフは、次のように指示している。

教授の系統'性の原理は，科学の基礎を厳密に，
● ●●●●●●●●●

論理的なI頂序をふんで教授し，子どもの学習労働

を順次的に指導し，彼らによる知識・能力・習熟

の体系の習得を達成することの必要を原理とす

る＊。

この規定によると，この原理は，われわれの考

えている系統性とともに，順次'性をも重く包括し

ているものと考えられる。すなわち“科学の基礎

を厳密に論理的な順序をふんで”は系統性を現わ

し，“子どもの学習労働を順次的に指導し”は順

次性を示しており，そして“知識・能力・習熟の

体系の習得”は私がすでに本稿において述べた教

授過程の全体にわたる授業の系統性の原理を示し

ている。ダニロフは，このほかに“教授の科学性

角

は労働であり，そしていつまでも労iimlであらねば

ならぬといった言葉がいみじくも，その転化契機

を示唆する。ウシンスキーはまた，すでに本稿Ⅳ

に引用したように，“どのような教科の教授も,被

教育者の肩には，彼の若套しい力が克服できるほ

どの，ちょうどその程度の労働がかかっていると

いうような仕方でぜひ進められていかねばならな

い”とひろく一般の教科について述べているので

あるが，ここに学習労働の本質があり，このゆえ

に学習労勘は，特に技術家庭科･の場合教授におけ

る相応原理が打てばひびくような呼応原理に，そ

れ自体動的なものとして，動的に転化する契機と

なり得るのである。おそらく“教育の世界”にお

いて，学習労働の現場において，子どもと教科が

互いに呼びかわしなから’新鮮な積極的態度の下

契機となるものは，技術家庭科.においては，ほか

あまり重視されないようにみえる。だが他教科の

ことはともかく，われわれの技術家庭科において

は，直観的方法の意義は依然として重い。なぜな

ら，われわれは子どもたちを常に事物にちよくせ

つ当面させており，したがって知覚および感性的

認識が常に教授過程の出立点において重要な地位

を占めているというだけでなく，その過程全体に

小学校期に劣らず深く浸透しているからである。

（教授の呼応の原理）以上に述べた直観性は，

中学校，特に技術家庭科･においてはまだ子どもの

感‘性的認識を特徴づけており，その積極性・意識

'性をきわだたせ，教授過程と子どもの特性の相応

原理を一そう動的な呼応原理に商めるのである。

このぱあい，“呼応”は子どものほうから教師に

むかっての呼びかけであり，教師がこれに応える

のであるが，この積極的な呼びかけを子どもに促

がしているのは，実は教師の指導性(無言の呼びか

け）なのである。

ところで，この相応原理が呼応原理に転化する

ウシンスキーが学習

5］
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＊ダニロフ，“教授学”（上)，ｐ､２５６．



『'非蒜側…壷霞伽…－噸認…胴…”
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ｆども”倦注の順次性｜，(6)|教授過程’

性(4)をもっている。

（４）この(4)は，子どもが系統的な知識を習得す

るのための前提に過ぎない。

（５）これが遂行される（習得が実現する）か否か
●◆●●

を決定するものこそ教授過程(6)である。教授過程

は発達の順次性に沿って進められ，子ども中心の

“教育の世界”における幹線的コースである。

（７）次に(2)の教授の系統‘性からは別に(7)知識習

得の系統性が分れる。これは(5)の系統的知識の習
●●●●■

得と比べてみると，（7)は過程の本性(可能性):;:で

あり，（5)は過程のその階段における実現(遂行)窯

である。

（８）その(7)が今度は子どもの認識・能力の順次

的発達を保証することになる。と.ころがこれはわ

れわれが教育課程全体の出立点としてえらんだ(1)

すなわち子どもの発達の順次性に比べると，（1)は

この順次‘性の本質(可能性)を(8)はその実現(遂行）

を示し．それが(7)知識習得の系統性によって保証

されるという関係になっている。

これから図式の上で次の４つの関係が分析され

る。

（ｉ）(1)が－←(2)を保証する

〔子どもの発達の順次性(本質)が－－教授の

ｋ
函

麹受両系統･陸と,X,言欠悔

＊教授や習得の過程は，常に弁証法的過程である。

その弁証法的過程には，本質の段階と実現の段階

とが考えられる。本質とほその過程が可能性とし

てもつ性質である。たとえば，ある過程の本質が

順次性であるということば，その過程が常に順次

性であり得るという可能性をもつことである。

*＊爽現とは,一つの進行する過程がその可能性とし
てもっている本質をいよいよ実現したこと，ある

いはその進行変化をついに遂行した段階に達した

ことを意味する。たとえば“知識習得の系統性”

といえば，そのような系統性の本便（可能性）な

のであるが，‘‘系統的知識の習得”といえば，そ

の系統的知紬を実際に習得したこと，すなわちそ

の知識を系統的に身につけることができた，習得

を実現した，いい換えればほんらい系統的なるべ

き過程の本質を実現し，その運動を遂行したとい

う意味である。

塗J-１
(3)||敬育

の原理”について述べているが，実質的・内容的

には上の“系統性の原理”と大差ない。すなわち

この原理は,私がすでに示した能力形成のcircuit

を科学の学習（知識の習得）と労働の教授（学習労

働の指導）とより成るものとし，系統性といって

も単に教科単元の内容とその配列だけの系統｡性で

はなくて学習の順次性を代表的に現わしている教

授過程をもカバーしているのである。なおこのこ

とは，既述の教科単元と教授過程の結合関係，す

なわち単元一つごとに一つの教授過程が展開され

ねばならぬという構成原理から考えても、教授の

系統‘性と順次性との密接な結合関係と，その結合

,関係が上に述べた教授の科･学性にほかならぬこと

が理解できるわけである。

（教育課程の椛造）なおこれに関連して，教育

課程一般の構造における各段階の系統性，あるい

は順次性の相互関係をダニロロフの説明にもづい

ていて図解して見ると次のようになる。

（１）教育の世界において，まずわれわれの当面

する課題は教育課程の設定である。そのためわれ

われは，子どもの発達の順次性，すなわち子ども

は，古い教科を習得した後，はじめて教しい教科

に移ることができるという本質を重視する。

（２）次に教育課程の土台となるものは，教授の

系統,性であるが，それを保証するものは(1)の子ど

もの発達の順次'性である。

（３）教育課程は，とうぜん課程そのものの系統

、
ｊ
一

(1)

i8）|･rどもの能力の順次的発達ｉ

6２



系〕

るので，（iii)，(5)→(7).の移行が成立たず，ここでこの

第二系の展開は中絶する。

そこでこの第一系だけを採って，その全体の論理運

動を表示すれば次のようになる。

(1)の順次性(本質）一(2)の系統性(本質)－
（保証関係）

(5)系統的知識の習得(実現〕|〔緬燃；'教授過穣(順
次性・本質）一(7)知識習得（系統性・本質）
一(8)能力の順次的発達（実現）となる。

（保証関係）

この全過程をいくつかに区切ってみると，

（a)(1)－(2)順次性（本質）が系統性（本質）を保証

する。

（b)(2)一(5)教授の系統性（本質）が系統性（実現）

に移る。ただしここでは(6)教授過程（順

次性）（本質）が(5)の実現を決定する

（許す）という条件が必要)。

（c)15)－(7)系統（実現）が，知識習得の系統性

（本質)に移る。

（｡)(7)－(8)系統‘性(本質)が能力の順次的発達（順次

性）（実現）を保証する。となる。

以上の各区切りについて，その各の論理的運動

を示せば，

（３）同じ論理的本質については，順次性が系統

性に優位することを示す。

（b）教授過程の進行につれて，同じ系統'性の本
●●●●●

質（可能性）が実現に変る。ただし無条件的に変

るのではなく，教授過程の順次性がそれを決定す

るという条件がいる。すなわち教授過程が正常に

行なわれて(5)の系統性の実現を許さなければなら

ない。そしてここでも教授過程の核心をなす順次

性が優位しdている。

（c）(5)には系統的知識の習得（実現）があり，

これが(7)に移るということは，（b)の条件によって

それが許されているからである。

㈹(7)知識習得の系統‘性（本質）が(8)能力発達

の順次性の“実現”を保証するという関･係は，こ

れを(a)の場合と対比すれば，（a)は同じ本質（可能

性）については順次性が系統'性に優位すること

を，また(｡)は，これをまず(7)－(8)の関係としてで
｜~…~~~一…~~~.；’~~--~~~….~…~~‘

なく，｜(秘)の(')1-1(｡)の(8)|関係を考えれば，
１…------_…－－ＪＬ……_---------0

Ｊ

■凶些４

系統性（本擬）を保証する〕

（五）(7)が一(8)を保証する

〔知識習得の系統性(本質)が一能力の順次

的発達（実現）を保証する〕

。（ただしこれには，下の(iv)の条件を

要する）

（iii）(2)から(5)と(7)が分かれる。

〔すなわち系統的知識の習得(実現）と知識習

得の系統性（本質)〕

（iv）(6)が一一(5)を決定する。

〔教授の順次性(本質)が一系統的知識の習

得（実現）を決定する〕

ここで“決定”するとは，(6)が(5)の実現を許すか，

許さないかのいずれかを決定することである。したが

って教育課程の全体は次の二つのコースのいずれか一

つを採られねばならない。

(第 系） (第

そこで第一系のほうから上述の変化をたどっていく

と，

（ｉ）(1)の順次性（本質）が，(2)の系統性（本質）

を保証する。

（iii）(5)の系統性（実現）が，(7)の系統性（本質）

に移る。

Ｃ▽）(6)の教授過程（順次性・本質）が(5)の系統性

（実現）を決定する。

（五）(7)の知識習得の系統性（本質）が能力の順次

的発達の実現を保証する。

次に第二系のほうは，（iv)3の教授過程によって(5)の

．知識習得（系統性）の実現を許さないように決定され

（ｉ）(1)子どもの発達の順（ｉ）同左（(1)－(2)）

次性(本質)－(2)教授

の系統性(本質）

‘(i五）(5)系統的知識習得（iii）系統的知識の習得

（実現)……(7)知識習得（実現せず）

の系統性(本質）（(5)－(7)は不成立）

(iv）(6)教授過程(順次性）（iv）教授過程(順次性）

（本質)の決定によって（本質)の決定によって

－(5)系統的知識の習（5)は実現せず
得(系統性)を実現する

(ii）(7)知識習得の系統性（ii）（7)は不成立，(8)能力

（本質)が－(8)能力のの順次的発達（実現せ
順次的発達実現を保証ず）

する。

6３
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出立点における子どもの発達の順次性（本質）が

全課程をへて，ここの終点に至ってようやく“実

現”したことを示唆している。そしてこの区切り

においては，(7)の系統性（本質）が(8)の順次性

(実現）を保証しているように見えるけれども，実

は(7)の系統性は(6)の基本的な順次性が(5)を許し，

したがて(7)を許したればこそ保証ということもあ

り得るのであって，最後の(8)を保証したものは，

実はこの全課程のうち(1)から(7)まで継続してきた

過程であり，特に(6)の順次‘性なのである。

したがってわれわれは，教育課程において論理

的にも優位するものは順次,性であり，系統‘性はそ

技術教育

の主軸を貫くための手段であると考えることがで

きる。また(1)の子どもの発達（本質）が全課程を

へて最後に（実現）したことは当然のことのよう

にも考えられるが，これも(6)教授過程が適切・正

常に行なわれて初めて可能だったことを示すもの

である。この関係》すなわち教授において順次性

が優位にあり，系統性は教授過程が緊張・精確に

組立てられるためのパターンとしてその不可欠の

役割を果たすのである。かような論理構成上の基
●●●●●●

礎関係を，われわれは教授の科学'性の原理と呼募

ことにする。（つづく）
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技術。家庭科教育書
●清原道寿・松崎巌著

技術教育◎鷲i詞産駕蕊駕直駕凄宗篭祉剛剛鼎謡顛麗謡圃巽駕9鰯

教育の学習心理

Ｂ６判・224ページ

定価500円〒ＩＯＯ

急産業教育研究連盟編
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、

技術･家庭科教育

の創造従来の産業心理学研究では，現実の授堆場而における生徒たちの学

稗心理過程を分析することは，ほとんど行なわれなかった。技術教

育の研究にあっては荘本的であり不可欠なこのmを，本IIfは計画的

な観察と詳細なデータによって鬼服し，はじめて「技術教育の理論_｜

を体系化した。「つめこみ」を排し，生徒に適した本格的な技術学

習の指導を目指す人々の必読神。
〈主要目次＞序章技術教育の意義

第１章技術学習と発達

楽２章技術学習心理の一般的原則

第３．噸技術習得の心理

第４章技術学課における問題解決の心理

第５章安全作業と心理

第６索 学 習 の 環 境 条 件

Ａ５判272ページ上製

定価980円〒１２０
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Ｊ
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Ａ ５判256ページ上製函入

●佐々木享・原正敏著

技術教育と

災害問題

雑誌コード2869

③稲垣長典著

定価950円Ｔｌ2０

●後藤豊治編

新しい

●清原道寿著

Ａ５判288ページ

上製函入

定価950円〒１２０

揃縮の原理と方法
技術教育が被教育者の将来の成長と幸補を約束する堆本的な人間教

育であるという観点から，めまぐるしい「技術:堆新」の時代におけ

る教育のあり方を究明した。多数の実践記録を肯紫に,｢技術革新」

を，労働内容の変化の面から分析し，どういう労働力を育てること

が技術教育としての基本的なことがらであるかを検討し，未来の労

働渚を育てるための，技術教育の原理と方法を究明した。

〈主要目次＞第１章日本における｢技術J1噺｣と労働内容の変化
第２章「技術革新｣に対応する技術教育

第３章技術教育における“技術”と“技能'，

節４章技術教育の性格・Ｉ|的

鋪５京教育内容の細成

第６章指導方法の一般的原則

第７章指導方法の形態

第８章指導過程と評価の方法

第９章学習環境

Ｂ６判264ページ

価550円〒ｌ２Ｃ

家庭科の実践 》

改訂食物学概論


